
――いつまでも、そしてどこまでも暗闇であった…………

目を開けるとそこは、埃のたまった暗室の床板の上であった。どうやら、いつの間にか眠っていたらしい。じかに床の上で寝ていたため、身体の節々が軋み、筋肉は硬くなっていた。
音を立てないように、慎重に身体を起こす。
喉が乾いた。
頭を動かすとズキリと痛むので、視線だけで辺りを見渡す。しかし、どこにも喉を潤せるものはない。水の一滴たりともない。
――あるのは、ただ暗闇だけだ…………
水がないと認識できると、よけいに喉が渇いてしまう。
しわがれた喉を、親指と人差し指でつねる。それから掻きむしる。痛みで喉の渇きを和らげようと思ったのだ。しかし逆に、喉に注意が向いた分、さらに喉が渇いてしまった。
とはいうものの、その後すぐに訪れた眼球の痛みによって、喉の渇きは忘れ去られた。眼窩がチクチクと断続的に痛み、眼球の奥がジュクジュクと熟れて溶けてしまっているような感覚に陥る。
瞼がヒリヒリと麻痺して、今自分が目を開けているのか、閉じているのかさえ分からない。
――しかしやはり、そこも暗闇でしかなかった…………

のろのろと這うようにして、壁側まで身体を引きずる。ほんの少し動いただけで身体に痛みが走る。
それから座った状態で壁に身を寄せる。
ふっと安堵のため息が出た。
しかし、たったそれだけの動きでさえ、骨盤と尾骶骨に痛みが走った。
顔をしかめ、痛みを堪える。
表面的な痛みには耐えられるものの、脳内で閃光が走っているような、頭部を抉る痛みにはどうしても耐えられない。
髪を掻き毟り、右手の小指を犬歯で強く噛んだ。すると手のひら全体にまち針を突き刺したような痛みが走った。
　ほっと再びため息がでた。
手のひらの痛みで、ようやく生き心地を感じたからだ。しかし、その痛みもすぐに消えていった。

壁に寄りかかってから、一体どれくらいの時間が経ったのだろうか。身体を動かすことが億劫になり、考えることはもっと億劫になっていた。
ただじっと前を見据える。
眼球を固定し、瞬きもせずに前を見る。

そこには暗闇がある
満遍なく、敷きつめられ、充足している暗闇がある
絶え間なく暗闇は継続する
一切のあらゆる仕切りなく、暗闇は継続する
そう、確かに彼らは存在したのだ
誰の誹謗にも中傷にも関わらず、彼らはそこに存在する
絶対に
間違いなく
全ての反例を退けるがごとく悠然として

まるで自分に言い聞かせるかのように何度も何度も頷いた。
――それが決められたことなのだから


光も差し込まないこの暗室では、わずかな物音にも過敏になる。
ドクドクドク
何の変化もない暗闇のなかで、心臓の脈打つ音だけが正確な時を刻んでいた。
ドクドクドク
こんなこといつまで続けるのか。自分に問うたのか、自分以外の誰か問うたのか。やはりそれさえもわからない。自分が、自分を認識できなくなる。
正確な時間はわからないが、おそらくこの暗室に入ってから、すでに三日は経っていることだろう。
その間、食べ物はおろか水さえも口にしていない。
干からびていく自分を強く認識するたびに頭が痛む。
お腹が減るのではない。
喉が渇くのではない。
ましてや、身体が痛むのが苦痛なのではない。
ただただ頭が痛むのだ。

――こんなこといつものことだ。
いつものことじゃないか。
もうしばらくなんだ。
もうしばらく我慢すれば、それで済むのだ。
たったそれだけのことじゃないか。


次第に暗闇にも目が慣れてきた。
ゆっくりと視線を横にずらすと、神棚が見えた。
神棚といっても壁際にちょこんと置かれているものではなく、暗室の半分程もしめる非常に巨大なものだ。
普通の人なら見るだけで圧倒されるような豪奢で巨大なものだが、すでに見飽きている自分にはなんの興味も促させるものではなかった。
神棚にはさまざまな神具らしきものが並べられている。それらは暗闇の中で、気味の悪いほどひっそりと存在していた。
その神具を見ているうちに、自分も所詮はこの神具のようなものだと思い始めた。

――勝手に他人から役目を押し付けられ、勝手にその役目を全うす
ることを期待される。
あまりに勝手。
あまりに酷。
そんなのあんまりだ。

頭の中でつらつらと文句の言葉な流れる。
わかっている
わかっている
わかっている
こんなことをいくら言ったところで、どうにもならないことぐらい分かっている。自分にはその期待に応えるしか、他にないことぐらい分かっている。選択できる道など、はじめから存在していないことなんて分かっている。
わかっている
わかっている
わかっている
わかっている
そんなこと百も承知なのだ。
思考することなど無意味だと理解していながらも、やはり考えずにはいられないのだ。
今まで何千、何万と辿った思考の道を駆けて行く自分を認識していながら、それでもその足を止めることはできなかった。

――今自分は何をしているのか？
何のためにこんな事をしているのか？
つらい
つらい
つらい
これは本当に必要なことなのか？
このつらさが必要なのか？
これは誰の仕業か？
誰の差し金だ？
これは、自分だけの苦悩なのか？
それとも誰もが通る苦悩の道なのだろうか？
もしも、これが自分だけの苦悩であるとしたら、それは非常に恐ろしいことだ。それでは、自分の欠陥性を公衆の面前にさらすことになる。
それだけはダメだ。
それだけは何としても防がねばならない。
自分の為にも、親近者のためにも、そして他の全ての国民のためにもだ。だから、どうしてもこれを自分だけの苦悩とすることはできない。
しかし、これを自分だけの苦悩ではないと考えると、もっとずっと肌寒く、ゾッとするほどの恐ろしさがある。
先祖からずっと続く、この家系とこの苦悩。それを思うと、歴史という流れの残忍さに凍りつきそうになる。

ふっと脳裏に『父』の姿が浮かんだ。
偉大なる父。
誰からも愛され、尊敬された父。
誰よりも能力に恵まれ、歴代一の能力者といわれた父。
父……苦悩……父…苦悩…父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩……苦悩……父…苦悩…父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩……苦悩……父…苦悩…父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩……苦悩……父…苦悩…父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩……苦悩……父…苦悩…父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩……苦悩……父…苦悩…父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩……苦悩……父…苦悩…父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩……苦悩……父…苦悩…父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩父苦悩…………

急に寒気がして鳥肌が立つのがわかった。しかし、同時に血が沸騰するぐらい興奮している自分がいることも認識できた。
父とは何だ？
父は知っているのか？
父は何だ父は知っているのか父も苦悩に悩まされていたというのかまさか父に限ってならどうして父だけ違うと例外しするのか父が例外なら祖父はどうなのだ曾祖父はその前はその前はその前はその前はその前はその前はその前はその前はその前はその前はその前はその前はその前は先祖は父は、父は……父は………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

思考は際限のなく続き、答えの見えない泥沼へと落ちていく。いくら考えたところで答えなど見つかるわけないというのに。
思考しているうちに、次第に意識が薄らいでくるのがわかる。
寝落ちするのではない。
これは、気絶する直前の感覚だ。
視界に、白いベールのような靄が張りだした。次第に聴覚が低下していったかと思うと、今度はキ――ンいう甲高い金属音がひっきりなしに鼓膜を突く。
もうすぐ自分の意識がぷっつりと断絶されるだろう。
…………もう駄目だ
全身の力が抜け、身体が傾き、頭から床に落ちた。
ゴッ
頭が床板にぶつかり、鈍い音をたてた。

その瞬間だった。
ガタン
突然大きな衝撃音が聞こえた。
暗室の正面に設置された大きな扉の閂が、取り外された音だ。
そのとてつもない衝撃音でいまだ意識を失ってはいなかった。しかし、それもいつまで保つか分からない。
薄れゆく意識の中それでも、ここで意識を失うわけにはいかないという意識が残った。
役目があるのだ。
役目を全うするためにしなければならないことがあるのだ。
他人に勝手に押し付けられた役目ではあったけれども、それでもその役目のためにここで気絶するわけにはいかなかった。


身体を引きずる。
手で踏ん張って、懸命に身体を這わせる。足は棒のように硬直化し、なかなか言うことを聞いてくれない。
それでも何とか、扉にまでたどり着くことができた。
体重をかけると、扉は簡単に開いた。巨大で厳重そうな作りの扉が簡単にだ。
それから、壁を支えに両足で立つ。
そろそろとふらつきながら夢遊病者のように歩きだす。
そしてまた目の前に現れた扉を開ける。そしてまた現れた扉を開ける。また現れた扉を開ける。扉を開ける扉を開ける開ける開ける。

そしてやっと最後の扉が見えてきた。
その扉が最後の扉だということは、すぐに理解できた。
最後の扉は、自分で開けなければいけない閉じられた扉ではないのだ。はじめから開けられ、迎えがいる扉なのだ。
すでに開かれた扉からは光が見えた。
久しぶりの光に目が焼かれそうになり、とっさに目を背ける。
暗闇と光を分かつ最後の扉だ。
そう思うとうっすら視界が霞んできた。
最後の扉の前にたどり着くと、そこには人影があった。
扉から入ってくる光が逆光となり、その人影の仔細までは見てとれない。しかしどういうわけか、それが『父』だとすぐに理解できた。
誰からも愛され尊敬され、自分も大好きだった父。
その父が迎えにきてくれたのだ。
嬉しさのあまり、体中が震えてくる。
力が抜けて腰が砕けた。
視界がだんだんと白く滲んで、あらゆる音が間延びして聞こえてくる。視覚も聴覚も限界だ。
手を伸ばして、這いつくばって父を求める。
もう目もほとんど見えていない。しかし、そこには間違いなく優しく微笑む父の姿があるはずだ。
自分はやったのだ。
これで終わりだ。
やり遂げたのだ。
自分はとうとうやり遂げたのだ。
最後の力を振り絞って懸命に手を伸ばした。
しかし、どういうわけか滲んだ視界の先にいる『父』の人影は微動だにしない。
父まであと数メートルの場所まで近づいて、痛む眼球を懸命に開いた。するとそこにいたのは『父』ではなかった。父の弟である『叔父』であった。
叔父が見下ろしていた。
腰が砕け、涙で顔を濡らした自分を叔父は見下ろしていた。
無表情のままで何も言わない。
眉一つ動かさず、微動だにもしない。
その冷たな視線は、実験動物でも見ているかのようだ。

叔父は自分が出てきた姿を一通り見終わると、くるりと踵を返した。それと同時に数人の従者たちが現れ、自分は肩を担がれるようにして立たされた。
叔父は一人黙ったまま、前を歩く。
自分はそれにお伴するかのように、従者に支えられて歩く。
そのまま、幾つもの扉をくぐり、長い長い廊下を歩く。

失望はしていない。
絶望もしていない。
怒りも憎しみもない。
『父』が迎えに来ていなかったという現実も、それほど深く胸を裂くことはなかった。
『父』が迎えに来てくれなかったのも当然だ。
なにせ、『父』は十年前に死んでいるのだから。

叔父は一度もこちらを振り返ろうとしなかった。
自分が途中、何度も足がもつれ倒れそうになったり、血痰を吐いたり、呻いたりしたが、叔父は歩速を緩めるばかりで、結局一度も振り返ることはしなかった。
やたら大きく厳重そうな扉が目の前に現れた。
それを開けると今度は、四方を障子で閉じられた部屋に出た。
バン、バン、バン
叔父が大きな音を立てながら乱暴に障子を開ける。その音がいちいち鼓膜に響き、後頭部が痛んだ。
障子を透かして入ってくる陽光は、だんだんと光を増していく。
もうすぐ外へと出られる証拠だ。
それにつれて、聞こえてくるざわめきもだんだんと大きくなっていった。
いつものことだ
いつものことじゃないか
内心そう思いながらもやはりこの最後の騒音は、身体に堪える。
するとある障子を前にして叔父が立ち止まった。それから脇に逸れた。
「…………最後の扉、か」
それと同時に肩を担いでいた従者が、すっと自分の脇から離れた。それが余りにも突然手を離されたため、ふらついて倒れそうになってしまった。
しかし、腿をつねって麻痺した身体に刺激を与え、足裏で踏んばり懸命に立った状態を保った。
歯を食いしばって全身に力を入れていないと、このまま気を失ってしまいそうである。

外へと通じる最後の障子。
内と外を分かつ最後の扉。
これは、自分一人で開けなければいけない扉なのだ。
がやがや　ざわざわ
がやがや　ざわざわ
がやがや　ざわざわ
開ける前から外はざわつき、障子越しにカメラのフラッシュらしき閃光が走っている。
この騒音から察するに、千人程の人間がこの障子の先にいることだろう。

自分自身を落ち着かせるように大きく息を吸い、同じように大きく吐いた。しかし、吐いた瞬間に同時に意識が飛びそうになった。
もう少し、もう少しだ。
自分にそう言い聞かせて、そっと障子に手を伸ばす。
障子がゆっくりと開かれる。
その瞬間強い陽光が、暗闇に馴染んだ目をさした。外は真昼だったらしい。
でも眩しいのはそれだけではない。
その場で出迎えてくれたのは大量のフラッシュと大量の拍手であった。
自分に向かってくる大量の喝采が身体を包む。
一息置いてから軽く手を上げてみた。
すると津波のような歓声と雄叫びが上がった。それから手を下ろして、ぎこちなく微笑んだ。
大勢の人間がここで自分を出迎えていた。
がやがや　ざわざわ
がやがや　ざわざわ
がやがや　ざわざわ
何百、何千という人々の歓声が幾重にも重なり、そしてその声は轟音となって耳に響いてくる。

キャーーーーー
そのとき騒音の中から、わずかだか悲鳴のようなものが聞こえた。
豆玉のような群衆の間を縫うように目線を動かす。しかし、悲鳴をあげている人は見当たらない。
キャーーーーー
再び悲鳴が聞こえた。
それは、幼い少女のか細い悲鳴であった。
きっと背が低いため周囲の人に気付かれずに押されたり、蹴られたりしているのだろう。
今度は群衆の足元に注意して見渡した。しかし、悲鳴を出しているそれらしい女の子の姿を見つけることができなかった。
人で埋め尽くされたこの中から、特定の人間を見つけることは不可能に思えた。
しかし、確かに女の子の悲鳴はあげている。
あげ続けている。
それが自分の耳に届いているというのに、群衆は歓声を上げるばかりで、女の子の悲鳴に気付いていていないようだ。
誰も気づいていないというのなら自分が助け出してやろうと、一歩足を踏み出す。
しかし、その瞬間、どっと歓声が上がった。
フラッシュがいくつもたかれ、顔は自然と歪む。それでも、彼らは変わらず何度も何度もシャッターを押す。
その大量のフラッシュの光でクラリとくらんでしまった。
すると控えていた従者が、障子の袖から現れて、肩を持って支えてくれた。
それから従者に付き添われて、外に出た。ゆっくりゆっくりと群衆の間を歩いていった。
何十、何百という人の手が、自分に向かってくる。
何十、何百という人の目が、自分に向かってくる。
何十、何百という足音が、自分に向かってくる。
群衆によってできた人の壁は、ことさら自分に恐怖を与えた。

警備員「あっ」
警備員が叫んだ。
顔を上げると、そこには一人の女性が立っていた。
どうやらこの女性は警備員を振り切って、自分の目の前に駆け寄ってきたらしい。
彼女の肩越しに、数人の警備員たちが駆けつけてくるのが見えた。
女性はマイクを取り出して、こちらに向けてきた。
女性「今回の儀式の成果はいかがでしたか？」
そういって女性は微笑みかけてきた。
おそらくどこかのアナウンサーかジャーナリストなのだろう。
日傘も差さずに炎天下にいたためか、薄く化粧したその頬にはうっすらと汗が滲んでいた。そしてほのかに化粧品の匂いがした。
久しぶりの匂いに鼻腔が疼いた。
虚ろな目で、女性をじっと見つめた。
警備員が、もうすぐそこまで近づいている。
ああ、この女性はこの後どうなってしまうのだろうか。
警備員に捕らえられ、どこかへ連れて行かれるだろう。
そして、その後はどうなるのだ。
無事にこの取材を終えることができるのだろうか。
無事にこの取材を記事にすることができるのだろうか。
そして、無事に家に帰ることができるのだろうか。

なおも虚ろな目でじっと見つめる。
何も答えない自分に対して、次第に女性は顔を歪ませた。
女性「きゃあ」
その瞬間、女性は背後から警備員に捕まった。
女性は警護員に取り押さえられ「痛い痛い」と叫んでいた。
自分は女性の悲鳴を後にして、再び歩き出した。

群衆の道の中ほどまで来たところだろうか。
キャーーーーー
甲高い悲鳴が聞こえた。
先ほど聞いた女の子の悲鳴だ。
歩みを止めずに悲鳴のあった方向に顔を向ける。
するとそこには、人の壁に押され今にも潰れてしまうのではないかというほど顔を圧迫されている女の子がいた。女の子の方も、壁に押しつぶされまいと懸命に人壁を押し返していた。
女の子は今にも泣きそうな顔であったが、こちらが目線を送っていることに気づくと、手を振って可愛らしい笑顔をこちらに寄こした。
女の子「ｇｈじゃおがおいじなおｄｌｍｂぇｊｒ」
女の子は何かを叫んでいるようだったが、上手く言葉として聞き取れない。
群衆がうるさいのだろうか、それとも自分の聴覚に異常があるのだろうか。
代わりに声を出そうとした。
「あ、あ……あ、、、、あ……、や」
しかし、声はかすれて雑音のような音しかでてこなかった。
仕方なく、女の子に駆け寄ってやろうと思った。
しかし、肩を担ぐ従者たちがどんどんと歩いていってしまうので、自分はそれについていくことしかできなかった。

両脇を取り囲む人の壁はいつまでも続き、そのためいつまでも歩き続かねばならなかった。
外の暑さと眩しさで、とうに全身の感覚はなかった。
ただただ、外の陽ざしが重かった。
あと少しだ。
あと少しだ。
もう何度そう思ってきたことだろう。
一体いつまで堪えればいいのか。
いつまでなのか。
期限はあるのかだろうか。
もしや永遠にこんなことを繰り返さなければいけないのだろうか。
ガヤガヤ　ガヤガヤ
ザワザワ　ザワザワ
いつまでも周りは騒がしい。
いつものことだ。仕方ない。
上空では、太陽が燦々と輝いていた。
どこまでも続いているように思われる人壁は、次第に靄がかかり、視界はいつしか真っ白になっていた…………



目を覚ますと龍谷明志は、自宅の布団の上にいた。
起き上がろうとするが身体中が痛くて、起き上がることができなった。
仕方がないので起き上がることを諦め、ぐったりと布団の上に寝転んだ。
身体はもうこれ以上動きそうもないのに、頭だけが妙に冴えてくる。暇つぶしに天井の木目に視線を送るが、長時間眺めるには面白みのないものだ。
明志は他にすることもないので、再び眠ってしまうことにした。
部屋の外からは、慌ただしい足音が聞こえてくる。
何人もの人間が、本家の中を歩き回っているのだろう。
小刻みで断続的なその音たちは、次第に明志の意識を薄らげていった…………






『この世には鬼がいる』
人間の住む世界とは違う、もう一つの世界に住む鬼。
奴らは今までの長い歴史の中で、幾度となく人間界に現れた。
人間とは似ても似つかないその容姿と、とてつもない怪力。そしてその兇暴な性格に、人間は為すすべもなかった。
鬼どもは一方的に人間界に現れ、そのつど暴虐の限りを尽くしてきた。
人間たちは悔しがった。
鬼どもに好き放題荒らされることにも我慢ならなかったが、彼らが最も我慢ならなかったのは、逆に自分たちが鬼の住む世界に行くすべを全く持っていないことだった。
鬼は人間界に来られるというのに、自分たち人間は鬼の住む世界に行くことはできない。
この不平等な状況こそが、何よりも彼らの鬼に対する憎しみを増長させていたのだ。

しかし、そんなある日救世主が現れた。
『彼』は、なんと人間でありながら、鬼の世界に行くことができる能力をもち、それどころか鬼以上の力を有していたのだ。
『彼』は、すぐさま鬼の住む世界に乗り出し、鬼どもを蹴散らした。
そして、鬼どもは泣いて謝ったという。
――もう悪さなんてしません。人間界に行って悪いことなんてしませんから。どうか命だけは助けてください。

鬼どもは今まで、暴虐の限りを尽くして人間たちを殺してきた。だからそんな奴らの命乞いなど無視してもよかったはずだ。
しかし、慈悲深い『彼』は、子供のように泣きわめく鬼どもの喉元に突きつけていた剣をそっと引いてやった。
『彼』は考えたのだ。
――暴力では何も始まらない。我らは語り合うべきなのだ。この世には分かり合えないことは何もないのだから。無論、その過程で幾度となく衝突が起きるだろう。しかしその衝突は、分かり合う素晴らしき未来への第一歩なのだ。

その後、『彼』は鬼たちとの話し合いを進め、互いに共生していくことを誓い合った。
『行かず、襲わず、関わらず』の三原則
これがそのときの話し合いで決まった、人間と鬼の今後の関係性を示した基本原則である。
そしてさらに、両者の関係を円滑に進めるために、定期的に『彼』がこの鬼の世界に見回りに来ることも約束した。今でいえば外交官、査察官、友好大使などを合わせたものに近いだろう。
こうした結果、鬼が人間界に来ることもなくなったのだ。そうして世界は平和になったのだった。

『彼』はその命尽きるときまで定期的に鬼の住む世界に行き、人間と鬼との潤滑油として精力的に活動した。
そして『彼』は、死ぬ間際にこう言った。
「私の役目は、私の息子だけが継げるはずだ」と。
その『彼』の最後の言葉により、その後、鬼の住む世界に行く役目は『彼』の息子が行うようになった。
そして年月が経ち、その後も同じようなことが続いた。次第にその役目は『彼』の子孫が行うようになっていった。
つまり、この役目は世襲が慣例となっていったのだ。
そういうこともあり、『彼』の子孫とその一族は、政府からも多額の資金と、国民からの圧倒的な支持によって瞬く間に勢力を拡大し、いつしかこの国自体にも大きな影響力を及ぼすようになっていった。

しかし、それも無理からぬことであった。
この人間界に、鬼の住む世界に行ける能力を持った人間はただの一人しかいないのだ。
『彼』の直系の子孫。
それもどういうわけか同時期に、一人のみしかいないのだ。
能力を持った者が死ぬと、その瞬間その息子に能力が宿り始めるという具合だ。

彼らは定期的に、鬼の住む世界に行く『儀式』を行っている。
そして、その儀式は他の誰にも入れない部屋で、たった一人によって行われている。中でどのように儀式が執り行われ、どうやって鬼の住む世界に行っているかを、知っている者はだれもいない。
ただ唯一能力を持った、『彼』の直系の子孫、その本人のみが知っているのだ。
そしてその有難みを誰もが知っているのだ。
今この世界があるのは、『彼』と『彼』の一族のおかげ。
今でも鬼が人間界に来ないのは、『彼』と『彼』の一族のおかげ。
今人間界が平和でいられるのは、『彼』と『彼』の一族のおかげ、と。

そうした経緯によって、次第に力をつけていった『彼』の一族は、周りの地域を買い集めて独自に自治区をつくり始めた。
政府や国民もはじめはそういった動きに批判的であったが、『儀式』のためには必要なのだと主張されると、それ以上反論することができなかった。
そして次第にできあがった、半隔離的な『彼』の一族の『彼』の一族による『彼』の一族のための町ができあがったのであった。























７月１９日

龍谷明志は自宅の縁側で、殆ど寝間着に近い格好で寝っ転がっていた。
――平穏だ、何もかもが平穏だ。
それだけがまるで溜息のように明志の口からこぼれだした。
縁側に寝そべり、日光を身体全体で受け止める。皮膚がじりじりと焼かれ、肌という肌から水分が抜け出ていくかのような感覚に陥る。そのうち骨と皮だけになってしまうことだろう。
眩しすぎてまともに目を開けることも叶わないが、かといってここから動く気にもなれない。目をつぶっても、容赦なく陽ざしは網膜を焼いてくる。
――平穏だ、あまりに平穏だ。
ぴょこん
明志「ん？」
庭を囲うように植えられている植木の垣根の上を、黄色い帽子が何度も何度も通り過ぎは戻って来、また通り過ぎては戻って来を繰り返している。
その黄色い帽子は、小学校の低学年の子どもたちが被るようなやつだ。
明志「はぁ～」
明志は深くため息をついた。
こんな幼女趣味な格好をする人物を、明志は一人しか知らない。
もしかしたら、本当に小学校低学年の子どもがいるという可能性がなくもなかったが、ここが龍谷家の敷地内だと考えるとそれはありえないだろう。
この垣根は、龍谷本家と分家の住居を分けるために、本家の敷地をすっぽり囲んでいるものだ。構図としては、◎の中の内側の○にあたるものだ。
つまり、垣根の中も外も龍谷家の敷地内なのだ。そしてその龍谷家の敷地には、何十人もの警備員がいる。そんなところに小学生ごときが入り込めるわけがない。
さらにいうとこの龍谷家の敷地内、本家と分家には共に小学生の子どもは住んでいない。
明志はたった一人の心当たりを思い浮かべて苦笑した。
明志「彩か？」
明志は声をかけた。
女の子「えっ！？」
女の子の驚いた声が聞こえてきた。同時に黄色い帽子がピタリと止まった。
女の子「あーくん？　そこにいるの？」
垣根の向こうの女の子が聞いてきた。
明志「ああ、いるよ」
　明志は返事をしてやった。すると
ガサガサ　ガサガサ　ガサガサ
その女の子は、垣根の植木の枝をなぎ倒して本家の庭に入ってきた。
女の子「えへへ」
女の子は明志の前までくるとペロッと舌を出して、頭を掻いた。頬や剥き出しの肩には、枝で切った傷ができていた。
明志「あや…………」
彩　「えへへ、来ちゃった」
明志が唖然としていると、彩と呼ばれた女の子はにっこりとほほ笑んだ。
明志「はぁ～」
明志はもう一度溜息をついた。色々と言いたいことがあった気もするが、彩の笑顔を見て、それらがどうでもいいことのように思われてきたのだった。
明志「来ちゃったじゃないだろ。来るなら来るで、ちゃんと門から入って来いっての。怪我しちゃうだろ」
明志は素足のまま彩に駆け寄り、服についていた枝葉を取ってやった。
彩　「えへへへ。だって、早くあーくんと会いたかったんだもん」
彩は照れ臭そうにそう言った。
彩　「んん？」
急に彩は顔を近づけ、明志の顔をまじまじと覗き込んだ。
明志「ど、どうかしたか？」
彩　「あーくん、少し痩せた？」
明志「そうかもな。今回の儀式は三日と長かったし、内容に関しても色々と大変だったからな」
彩　「ふ～～ん。……そっか」
明志「案外素っ気無いな、今の返事」
彩　「え～～、そんなことないよぉ。私、あーくんがいなくてすっごく寂しかったんだからぁ」
彩はそう言って明志に抱きついた。
明志「そっか」
明志は、優しく彩の頭を撫でてやった。すると彩は気持よさそうに目を細めた。
明志「それにしても彩は、何にも変わってないな。いや、少し太ったか？　俺が居ないのをいいことに、甘いもの食べまくってたんじゃないのか？」
彩　「ひどぉ～い。食べまくってはないよぉ。あーくんの分のケーキを代わりに食べてあげてただけだよぉ」
彩はプゥ～と頬を膨らませた。


それから明志と彩は縁側に座って、一緒にお茶を啜った。
彩　「ねぇ、ねぇ、それよりね、あーくん」
隣に座っていた彩が明志の肩を揺らしてきた。
明志「んん？」
明志が彩の方を見ると、彩はしきりに俯いたり、モジモジしたりして落ち着かない様子であった。
明志「どうかしたのか？　さては道に捨ててあったガムでも踏んづけちまったんだろ」
彩　「ち、違うって、そんなんじゃ」
彩はむすっとした顔をした。
明志「なら、地上を侵略しに来た侵略者が人間と慣れ合っているのを見て、恐れを抱いているのか？」
彩　「そんなんじゃないでゲソ」
明志「なら間違って妹のパンツでもはいてきたのか？」
彩　「だからそんなんじゃないもん。……それに私妹なんていないし」
明志「だったら、なんだってんだよ。さっきからモジモジしちゃってさ。彩らしくないじゃん。言いたいことがあるならさっさと言えよ」
彩は上目遣いで明志を見つめた。
彩　「…………え～とね、あーくん」
明志「あぁ」
彩　「おかえり、あーくん」
彩は満面の笑みでそう言った。
夏の陽ざしに照らされて、彩の頬は少し赤く火照っていた。
明志「…………」
明志は何も言わず、空を見上げた。それからそっと呟いた。
明志「ただいま」
明志は照れながらも、気障っぽくそう答えたのだった。

内心、またかよと思いながら明志は返事をした。
しかし、イヤイヤなんかじゃなかった。
決めたんだ。
そう、あの時決めたんだ。
彩が『おかえり』と自分を迎えてくれる限り、自分は何度でも何度だって彩のもとに帰ってきてやろうと。そう誓ったんだから。
――おかえり
彩のその言葉のおかげで、自分はやっとこの世界に帰ってこられたのだと、明志は初めて実感できた。
陽ざしは眩しくて、それでいていつまでも暑かった…………


彩　「あーくんって夏休み補修うけるんだよね？」
彩はお茶を啜りながらそう言った。
明志「……出席日数が足りないから」
彩　「……」
そう、実際彩の言う通りだった。
龍谷明志は、実家である龍谷家の『特殊な事情』のために、学園をよく休まなければならなかった。それは公務のようなものであるはずなのに、学園側はこれを決して公欠扱いしてくれなかった。
学園側の言い分では、その『龍谷家の儀式』は国やそれに準ずる組織から要請して行っているものではない。つまり『儀式』は龍谷家が独自に行ない、国はあくまでその運営費を補助金として出しているだけだという認識であり、したがって『儀式』による欠席は、家庭の事情に分類されるという理由からだった。
しかし、これはいくら何でもひどすぎる論理ではなかろうか。
ただでさえ明志には、普段から自由につかえる時間がない。それだというのに、青春を謳歌できるはずの高校２年生の夏休みに、どうして補修などという拷問まがいのこと受けなければいけないのか。
そのことに憤慨した明志は以前、学園側にこのことを訴えてみたことがあった。すると校長がこう言ってきた。
校長「ごめんね、それが規則だよぉ。今までもそういう習慣できたし、僕が独断で変更できるようなものじゃないんだよね、これが。　
それにこれは、政府と龍谷家の両方からそうするように要請されていることだから。
だからさ、龍谷くんも我慢してね。まぁ、君にこういうことを言うのは辛いけど、やっぱり学生の本分は勉強だしさ」
明志「でも」
校長「君のお父さんもそうやってこられたわけだしさ」
明志「ぐっ…………」
明志はもっと反論したかったが、父がそうしていたと言われればそれ以上反論できなくなる。それ以上に父と同じ道を歩んでいるという事実が、思いのほか明志を嬉しくさせた。
校長も、父親のことをだせば明志がこれ以上文句を言ってこなくなるということを知っていたのだろう。すると校長「ほな、堪忍な」と言いながらニヤけている明志の背中を押して、校長室から追い出すことに成功したのだった。
追い出された明志は、外で待っていた彩に事情を話した。
すると、彩は獰猛犬のように校長室の扉に飛びつき、扉をドンドンと叩いたり暴言を吐きまくったりしたが、結局校長室の扉が開くことはなかった。
これが、去年の明志による補習撤回運動の結果であった。
去年あれだけ抗議しても、どうにもならなかったのだ。今年いくら足掻いたってどうしようもないことは明白だ。
明志は今年の補習撤回をすでに諦めて、素直に補修を受けることに決めていた。
明志「……ああ、そうだよ。俺は出席日数が足りないから補習だな」
彩　「えへへ、そっか」
明志は皮肉をこめて言ったつもりであったが、彩には通じなかったらしい。彩はなぜか嬉しそうに笑っていた。
彩　「たしか補修が始まるのって明後日からだよね」
明志「あぁ～確かそうだったな」
彩　「な、ならさ」
彩はいきなり身を乗り出して、明志に顔を寄せた。
彩　「なら、明日は空いてるんだよね。だったら久しぶりにどっか遊びに行かない？」
明志「遊び？　って明日は学園の終業式だろ。彩はまだ学校があるじゃないか。それに俺は明日、今回の儀式の報告のための政府関係者との会談があるし。だから明日は外に行かないといけないんだよ」
彩　「えぇ～、そんなの叔父さんに任せちゃえばいいじゃん。そんなこと、あーくんがするようなことじゃないよ。そんな雑用なんて他の人に任せとけばいいんだよ」
明志「そんなわけにもいかないだろ。なにせ向こうに行けるのは俺だけなんだから……他の人には任せられないよ」
彩　「……」
彩は掴んでいた明志の袖をそっと離した。
明志「それにな、今回はどうしても俺じゃないといけないみたいなんだ。たまには政府のやつらの顔を立ててやらないと、あいつらすぐに機嫌を損ねるからな」
明志はつまらなさそうにそう言った。
彩　「なら私も行くよ」
明志「無茶言うなって」
彩　「うーうー……でも、そうだね。私が行ってもしょうがないし、こればっかりは仕方ないもんね」
明志「ああ、仕方ないよ。別にいいじゃないか、いつものことさ。彩が気にするようなことじゃないよ」
彩　「気になんてしてないよ」
彩はどことなく不機嫌そうに、そっぽを向いた。
明志「そっか」
彩は悔しそうに右手の爪を力強く噛んだ。
彩　「なら明日も私は一人か、寂しいなぁ～」
明志「明日も一人って、だから明日はまだ学園だろ。終業式。学園の方はどうしたんだよ」
彩　「…………学園なんていいよ、別に。関係ないよ」
彩はひどく落ち込んだように言った。
明志「関係ないわけないだろ。行かなくちゃダメだろ、学園は。そんなことしてたら、彩も夏休みに補修受けなくちゃならなくなるだろ」
彩　「えへへ、あーくんと一緒だね」
さっきとは裏腹に、今度は嬉しそうな顔をしだした。
明志「そうだな、俺は補修だ。夏休みだってのに、朝早くからいつも通りに学園に登校しなくちゃいけない。なんて不幸なんだ」
彩　「私も一緒だよぉ」
明志「はあ？　一緒ってどういうことだ？」
彩　「えへへ、私もあーくんと一緒で学園だよ。補習ってヤツ」
明志「なんで？　なんで彩が補習なんて受けることになってんだよ。もしかして長期の入院してたとかか？」
明志「ううん」
彩は首を振った。
彩　「あーくんがいなかったから、学園行かなかった」
明志「行かなかったって。……それだけか？」
彩　「うん、それだけだよ」
明志「学園はつまらなかったか？」
彩　「うん、全然おもしろくなかったよ。あーくんがいない学園なんておもしろくもなんともないよぉ」
明志「……そっか」
彩　「えへへ」
それから明志は、何となく彩の頭を撫でた。彩もなされるがまま明志に頭を撫でさせてやった。


















７月２０日

政府関係者との会談はいたって普通のものだった。いつもと何も変わらないものでしかなかった。
明志はいつものように皆が来るより前に、誰よりも早く部屋に入る。そして大きな上座の席に座る。
それから後は、動かず、しゃべらず、ただずっとここに座っているだけだ。
政府関係者が次第に集まってくる。その中には叔父の姿もあった。
しかし、明志はずっと座っているだけだ。
政府関係者が明志の前に来て、何か言葉を述べる。しかし、明志は何も語らない。答える必要があるものは、隣に座っている叔父が答える。
会談中、水を飲むことも許されない。ましてトイレに行くなどもってのほかだろう。
ただ座って、みんなが部屋を出るまで待つだけだ。
彼らの顔を立たせるため。
ただそれだけのため。
ただそれだけのために自分はここに何時間も座らされているのだ。そう考えると明志は思わず発狂しそうになる。
――神具だ。所詮自分は奴らの神具にしか過ぎないのだ。
しかし、明志は冷静になって考え直す。
でもこれだけのことで彼らの機嫌はよくなるのだ。そうなればきっと龍谷家への支援や待遇はより一層よくなるだろう、と。
政府に良いように使われている。
しかし、そんなこと明志は気にしない。
こちらも相手を使えるだけ、使っている。ただそれを使っているのが、自分ではない他の龍谷家の人間だというだけの話だ。
所詮ここもあの暗室と同じだ。
違いは、ここは明るく、人がいる。
たったそれだけだ。

叔父「もう帰っていいぞ」
叔父は、明志に背を向けながら素っ気なく言った。
叔父の声で我に返った明志は、あたりを見回してみた。
するとすでに会談は終わっていたらしく、部屋の中には、明志と叔父しか残っていなかった。
叔父は明志にねぎらいの言葉一つも言わなかった。
明志「……」
だから明志も何も言わなかった。
何も言わずに席を立ち、部屋を出た。
硬直した足をほぐすようにして歩く。
疲れた
疲れた
疲れた
ただそれだけであった…………























７月２１日

明志は今日から補習を受けに学園に通いだした。
学園は町の中央にある山の上に建てられていた。そのため、山頂の学園からはこの町全体を一望することができた。しかし山といっても、そんな大層なものではなく、少し大きな丘のようなものでしかないが。
学園までの山道は、大きく蛇行した傾斜の緩やかな道である。龍谷家からその山道までは、幅の広い道が一直線に走っている。
龍谷家のために区画整理されたことは一目了然であった。
ちなみに『学園』とは、この町での学校をはじめとする教育施設全般を管理運営している組織の名前であり、一般的に言われている学園とは、高等学校にあたる学校のことを指していた。つまり、明志や彩の通う高校のことだ。

学園の校舎は、最近木造からコンクリートに建て替えられ、きれいにベージュ色に塗装されていた。
今はそれが朝日の陽光に照らされて、美しく輝いていた。
しかし、この校舎が最も美しくなるのは夕方だ。
暮れる夕陽に照らされて、ほんのりと赤く染められた校舎はただただ美しかった。
それから、学園の校庭はめちゃくちゃ広い。
以前彩が、東京ドームぐらいあるに違いないと、東京ドームに行ったこともないくせに言っていた。さすがにそれは言い過ぎだとしても、確かにそれぐらいの広さがあるのではないかと感じてしまう程広かった。

この町には背の高いビルが存在しない。というのも、この辺りは都市開発がまったく進んでいないからだ。都心に近い町だというのに、今なお天然の生態系が存続し、維持されている。
しかし、なぜこのような状況になっているのか。
それは、間違いなく龍谷家の存在からだろう。
この町には、政府といえども手を出すことも、口を出すこともできない。つまり、この町は龍谷家によって、半独立的な存在として運営されているのだ。



明志は家を出て20分程で学園にたどり着いた。
しかし、まだ朝の早い時間帯なのだからだろうか、辺りに人の気配は感じられなかった。
明志ははじめ、校長に挨拶しようと思い、校長室に向かった。
しかし、校長室の扉には、桃色を基調とした幼女向けアニメのキャラクターのボードが掛けられており、そこに『外出中』とマジックペンで書かかれていた。試しにドアノブに手をかけてみたが、やはり鍵が掛かっていた。
仕方がないので職員室に行ってみると、そこにはこの学園の教師が一人だけいた。
夏休みだからなのだろうか、他の教師の姿は全く見当たらない。学校に来ている気配さえしない。
唯一職員室にいた女性教師は、皺くちゃな白衣を着て、鬱々とした顔で煙草を吸っていた。
明志「あ、あの～」
先生「あぁ」
明志が声をかけると教師はしわがれた声で不機嫌そうに答えた。こちらを向いた先生は不快そうに目を細め、それからしばらくしてやっとそこにいるのが龍谷明志だということを認識した。
先生「なんだ、お前か」
吸っていた煙草を灰皿に潰し、椅子を回転させ明志の方に身体を向けた。
先生「で、なんか用か？」
明志「え～と、実は校長に挨拶しようと思って顔を出したんですけど、不在だったので一応こっちに顔を出したんですけど……」
先生「けっ、相変わらず真面目なやつだな」
先生は唾を吐き捨てるかのように口を尖がらせて言った。
先生「んな、めんどくせぇこと、いちいちしなくていいっての」
そう言って先生は、しっしと明志を追い払う手振りをした。しかし、それでも明志は帰らなかった。
明志「一応といいますか。儀式の報告も兼ねて、そうするように前から言われてますので」
すると先生は、はぁぁと深い溜息をついた。
先生「まぁ、それは別にいいとして。それよりどうして今日なんだ？なんでわざわざ今日、その挨拶とやらに学園に顔を出したんだよ。報告なんて夏休み明けでいいじゃねぇか。お前だって暇な御身分じゃねえだろ。なのにわざわざこのくそ暑い中、それも休みの日に学園に顔を出したんだよ。今までだって、休みの日にわざわざ学園に顔を出してきたことなんてなかっただろ。それともなんだ、私が恋しくなったとかか？」
先生はいやらしそうにニヤついていた。
明志「いえ、夏休みの補修を受けるので、もともと今日は学園に来ることになってたんですよ。だから挨拶はそのついでですね」

先生「はぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」
先生は突然、禍々しい声を出した。そしてなおかつ、チンピラのように明志を睨んできた。
先生「補修だって。もしかしてお前も補修受けるのか？」
明志「はい、儀式のせいで出席日数が足りなくなっていたので」
先生「ふざけんな、馬鹿ヤローーーーー」
明志が言い終わる前に、先生が食い気味で怒鳴りはじめた。
先生「お前のせいでぇ、お前のせいでぇ」
先生は俯きながら、ぷるぷると肩を震わせはじめた。
明志「あ、あのっ……先生？」
先生「お前のせいで、私の夏休みがパーじゃねぇええええかぁあああああああああああああああああ」
明志「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」
先生は机に置いてあった本や書類を明志に投げつけてきた。
先生「そぉい！そぉい！そおぉい！！」
明志「わぁっ、ちょ、ちょっと。先生落ち着いてください」
先生「くっそーーーーーーーーーー」

どうやら先生はこの夏、補習の監督をすることになったらしい。補習の監督というのは、けっこうきつい仕事内容らしく、夏休みの大半が潰れてしまうということだ。
そしてこの先生は、こともあろうか、自分の夏休みが潰れることとなった原因を、補習を受ける生徒のせいだと考えているらしい。
明志「お、落ち着いてください、先生。冷静に考えてみてください。僕以外にも彩も補習ですよね。だから、たとえ僕が補修を受けなかったとしても、どうせ先生は夏休み献上で学園に来なくちゃいけない運命だったんですよ。だから先生の夏休みが潰れるのは、僕のせいじゃないですってば」
先生「うるせぇえええええええええええええええ」
先生は発狂したかのように叫んだ。
先生は自分の机のものを全て投げつくすと、今度は隣の席の人の書類入れを投げつけてきた。
そして先生がガラスの灰皿に手を掛けたところで、明志は急いで職員室を飛び出した。
明志は冷や汗をかきながら、廊下を走った。
明志が逃げ出した後も、職員室からは奇声が上がっていた。
今頃、職員室は惨状と化していることだろう。

明志は職員室を飛び出した後、人気のない校舎を歩いていた。
補習が行われる教室に向かっているのだ。
が、久しぶりの学園のためか、普段使わない教室だからか、すっかり迷子になっていた。

久しぶりの学園。
静かな校舎。
ひんやりとした人気のない廊下。
窓から入ってくる朝陽。
カツンカツンという自分の上履きの音。
そのどれもが、明志の歩速を緩ませた。
明志「久しぶり、だな」
明志はゆっくりと深呼吸をして、この実感を噛みしめた。
それから足を止め、窓際に身体を寄せ、静かな校庭に目を移した。
今はまだ人気もないが、しばらくすると部活動生が集まってくることだろう。
明志「おやっ」
明志は、校庭の端に誰かがいるのを見つけた。
遠くからでは確認できないが、高価なドレスを着ている少女のように見えた。
風に吹かれる度に服が強くたなびいている。
少女が立っているのは校庭に設置されている台の上であった。あそこから見える眼下の街並みは、この町一番の眺望だといわれるほど、景色のいい場所だ。
そして聞いたところによると、あの場所で女の子から告白して生まれたカップルは永遠に幸せになれる、という噂まであるらしい。
その少女は、台の上に立ってじっと街並みを見下ろしている。
朝陽がのぼる絶景の街並みとそれを眺める少女。
見とれていた。
明志は単純にその少女に見とれていた。
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どれくらいの間、少女に見とれていたのだろうか。
ふっと視線を時計に移すと、時計の針は補修開始時刻に迫っていた。
明志は急いで所定の教室に向かった。
向かいながら、あの校庭の少女をどっかで見たことがあるような気がしたが、走っているうちに少女のことなど頭から消え去っていた。
教室に入るとすでに多くの生徒達がいた。
てっきり補習を受けるのは、自分と彩ぐらいのものだろうと考えていただけに、この補習者数の多さに、明志はことのほか驚いた。

ちなみにこの学園の長期休暇中の補習システムは次のようになっている。
期末試験で一つでも赤点があれば、その科目に関しては補習に出なくてはならない。したがって、人によって補習の科目数が異なるということだ。
それから補習に集まった生徒たちは学年を問わず、一時的に『補習組』という仮のクラスに配属されることになる。
つまり、普段は二年一組の生徒だとしても補習組に配属されると、この夏休み期間中その生徒は、二年一組の生徒ではなく『補習組』の生徒とみなされるのだ。
なぜこのような仮想クラスに配属するといったシステムになっているのかというと、詳しいことは分からない。
ただ、補習に来るような生徒たちは夏休み期間中に問題を起こしやすいと考えられ、補導されたりなどしたときに、各クラスの担任が迎えに行くより一人の教師が行くようにした方が楽だからだという一説がある。(ただ、この町には警察がないので、この説はあり得ないだろう)
他にも、補習組という劣等名称のラベルを張ることによって生徒たちに学習意欲を呼び起こさせるためだとか、たとえわずかな間でも一緒に補習を受ける生徒たちに仲間意識を持たせるためだとか、などさまざまなことが言われている。

教室の中には多くの人がいるのに妙に静かであった。
明志が教室に入ると、さっと皆の視線が明志に集まった。
ジロリ
さまざまな顔と目が明志を向かう。
好奇の目、尊敬の目、関心のなさそうな目。
実にさまざまだ。
この瞬間だけはどうしても慣れることができない。明志は自然と体が固まる。そしてタラリと冷や汗がでる。
おそらく見られるのが、一般人なら目を向けられてもすぐに目を背けられるだろう。
しかし明志の場合は、目をそらされない。
彩　「あーくん」
そのとき明志は自分を呼ぶ声を聞いた。
声のする方を向くと、窓際の席で彩がこちらに手を振っていた。
彩の姿をみると、すっと緊張がとけて身体が動かせるようになった。
これはいつものことだった。
彩といると自然と落ち着くことができたし、周りの目も気にすることもなくなるのだ。
ひそひそ、ざわざわとした自分に関する話し声が教室中から聞こえたが、それはもう気になるものではなくなていた。
明志は彩の後ろの空席に腰を下ろした。
席に着くと同時に、教室前の扉が乱暴に開かれ、先生が入ってきた。
先生「暑いな、おい」
先生の第一声目がそれだった。そういえば先ほど職員室はクーラーがガンガン効いていた気がする。
先生「ちょっとあんたたち見ときなよ。今から超能力でクーラーつけてあげるから」
そういうと先生は、教室の後ろに付いているクーラーの方に両手の平を向けて、念を送るかのような格好をした。
先生「う～ん。つけつけ。クーラーつけ」
先生は唸った。
それから三分間クーラーが無事つくまで先生はそうしていた。
この人は何がしたいんだろう、と誰もが思ったことだろう。
普段は生徒たちの事をガキガキ言うくせに、クーラーがつくと「ほらみろ、クーラーついたぞ。私が言ったとおりだろ。超能力でつけたぞ」と言って一人ではしゃいでいたりする。
何はともあれ、蒸し暑かった教室にクーラーが冷たい空気を吐きはじめた。
これは嬉しい限りだ。
生徒たちの間から歓声があがった。
先生はそれを自分のパフォーマンスに対しての歓声だと勘違いして、さらにご機嫌になっていた。
他人の不機嫌な様を見るのが好きだという人はいないだろう(いないでほしい)。
見るにも接するにも、できればご機嫌な人と接したいというのが世の常である。
特にこの先生の場合は機嫌が悪いと、こちらにも被害がでてこないとも限らない。現に先ほど、明志が本を投げつけられたし。
だから、わざわざ本当のことを言って、先生の機嫌を損なう必要もないのだ。こういう人はご機嫌であるならば、そっとしておくのが一番いい接し方だ。教室にいつ生徒たちもそう考えているらしく、皆口を閉じている。
先生は一通り喜んだあと、やっと本題を思い出したらしく、それについて話しだした。
先生「今日も暑い中、わざわざ学園に来てご苦労だな、お前ら。でもまぁ補習ということだから、責任は自分たちにあるってのはすでに認識しているとは思うけどな。つまり自業自得ってことだ。
それでも自己責任ではないという奴もいるが、それはそれで仕方ないと割り切って、がんばってほしい」
そう言うと先生は、明志に意味ありげな目線を送ってよこした。それにつられて数人の生徒が、明志の方を向いた。
そういうのいらないから、先生。明志は心のなかで先生につっこんだ。
明志が照れて顔を伏せると、満足したように先生は先を続けた。
先生「基本的に補習の授業はこの教室で行う。どの学年での授業も同じだ。つまり同時に授業が行われることはない、そういうことだ。なんせ補修担当の教師が私しか居ないからな。
くっそあいつら、私にめんどうなこと押し付けやがって。確かに賭け麻雀で負けたのは私だけどさ。っていうか、そもそもこんなことを賭けしていいのかよ。仮にも教師だろ。教師がこんなこといてもいいもんかね」
その後も、先生は何かしらの愚痴を吐き続けた。
あんたも一緒にその賭けに興じていたんだろうが。と突っ込みたかったがやめておいた。その後の展開は読める。触らぬ神に祟りなしだ。
先生「え～と、それから自分の学年の補習は、受けるのが当然として、基本的にある学年がこの教室で授業をしているときは、他の学年の生徒は自習という形になる。
自習はこの教室で行っても、他の教室に行ってもかまわない。校舎には誰も居ないはずだから、自由にどこを使っていいぞ。
ただし、クーラーがつくのはこの教室だけだからな」
生徒一同「えええええええええ」
生徒たちから一斉に不満が漏れた。
先生「まあ、文句は言わんでくれよ。お前らが言いたいことは私だって重々承知しているさ。でも学校側も予算が少ないんでな。職員室のクーラー付けるだけで精一杯だそうだ、ケッケッケ」
生徒たちが文句をいうと、先生は、人を小馬鹿にしたような嫌らしいニヤつき方をした。
明志「駄目だこいつ……早くなんとかしないと……」
先生「だからさ、それがイヤならここで自習してもいいし、下の学年の授業なら復習がてらに授業を聞いてもいいし、上の学年の授業なら予習だと思って授業を受ければいいさ。それからこの教室で自習する奴は、授業を行うわけだからうるさいかもしれないが我慢してくれ。あと、同じようにこっちは授業をしているわけだから、自習組は静かにするように。自習組も授業の邪魔にならないように協力してくれよ。
じゃ、このあとすぐに、まず二年生の補修をやるからな」
そう言い終わると先生は「とりあえずがんばれよ」と気のない激励を残して教室を出て行った。
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彩　「あーくん、あーくん」
先生が出て行くとすぐに前の席に座っていた彩が、身体を捻りながら話しかけてきた。
彩　「今日は先に学園に行っちゃって、ごめんね。朝早くに用事があって先に来ちゃったんだ」
舌をペロリと出して、彩が可愛らしく謝罪してきた。
普段学校がある時は、どちらかに用事がある時以外はたいてい、彩と一緒に登校していたのだ。
だから、明志は今日もてっきり彩が迎いに来てくれるものだと思っていた。
しかし、いつもの待ち合わせ時刻になっても彩が来ないため、どうしたのだろうかと心配していたのだ。
彩　「用事が前もって分かってれば、連絡できたのに。朝突然連絡が来ちゃって」
明志「気にしなくていいよ、別に遅刻したわけじゃないし。ただ彩に何かあったんじゃないかって心配しただけだよ」
彩　「そうなのぉ～、ホントにごめ～ん」
彩は手を合わせながら頭を深く下げた。どこか嬉しそうな顔つきでもあった。
明志「だから、いいって気にしなくて。それにそんな、深刻に心配してたわけじゃないから。彩が補習をめんどくさがってサボってるんじゃないかって心配してただけだから」
彩　「もぉ～、酷～い」
彩は頬をプゥーと膨らませて、怒ったふうな顔つきをした。
明志「ハハハ。嘘だって、ちゃんと心配してたっての。それよりそんな急な用事ってなんだったんだ？」
彩　「う、うん、それは……え～と、これは言っていいのかな？　まぁ、これぐらいならいっか。え～と、実は今日の朝早くに薫ちゃんから電話があったんだ。
それでね、それでね、今日の放課後あーくん、何か用事ある？」
彩は躊躇いがちに聞いてきた。
明志「いや、特にないけど」
彩　「よかった。実は薫ちゃんに今日放課後、あーくんを連れてきてって言われてたの」
明志「薫にか？」
彩　「うん」
薫とは、明志や彩と同じクラスの女子生徒の『内宮薫』のことだ。高校一年のときからの同じクラスメートで、よく三人でつるんで遊んだりしていた。
成績優秀、運動神経抜群と完璧なのに、性格はちゃらんぽらんで明るくヒョウキン。他人の目など気にしないし、物おじしない性格のため、よく突飛な行動をしてまわりを戸惑わせたりもしていた。
明志「薫？　あいつがなんだって。大方、悪戯の手伝いでもさせられたんだろ。はぁ～、毎度のことながらあいつには困ったもんだよな。
それにしても普段は一人で何か騒ぎを起こして、一人でゲラゲラ笑ってるのに、今日はどうして彩に手伝いなんて頼んだんだろ？　もしかしたら今度の悪戯は相当手の込んだ大規模なものなんじゃないのか？　彩もいくら友達だからって、そんなことに手を貸してやる義理はないぞ」
彩　「もぉ～、あーくん、何気にひどいこと言ってるね。それに今回のは悪戯の手伝いなんかじゃないんだもん」
明志「なら、一体何だったんだ？　薫の用事って？」
彩　「え、えっと、そ、それは、その～～～」
彩は急に目線をそらし、口を尖らせた。今にも口笛を吹きだしそうな気配まであった。
明志「何いきなり、口籠ってんだよ。白々しすぎるし、怪しすぎるぞ」
ツンツンと彩の赤らんだ頬を突く。彩もそれに合わせて、頬を膨らませたり、窄ませたりして抵抗している。
明志「はっはぁ～ん、なるほど、わかったぞ。そういうことか」
彩　「えっ？　そういうことってどういうこと？」
明志「今回の悪戯って俺に対しての悪戯なんだろ。だから用事の内容が言えないんだろ。今から悪戯する人間に対して、悪戯の内容なんて言えるわけないからな。大方、彩の仕事は俺に悪戯の存在を隠して騙す役割なんだろ」
彩　「えぇぇぇぇぇ。ちがうよぉぉ～～～。そんなこと彩しないよぉ」
明志「本当か？」
彩　「本当だよぉ。私、あーくんを騙すようなこと絶対しないよ。それに今まで私が、あーくんを騙したことなんてないでしょ」
明志「ふ～ん、そういうこと言うんだ」
彩　「ふぇっ？」
彩は首をかしげた。
明志「去年の冬、薫と共謀して俺に辛子入りシュークリーム食わせたろ。忘れたとは言わせねえぞ。あれ本当に苦しかったんだから。甘いと思って食べたときの、あの不意打ちの辛さは尋常じゃなかったんだぞ。それにあれ、絶対ただの辛子じゃなかったし。今思い出しただけでも舌がヒリヒリしてくるよ」
彩　「違うよ、違うよ。私共謀なんてしてないよぉ。私もあのシュークリームに辛子が入ってるなんて知らなかったんだよぉ。だから、あのお皿に乗ってた三個のうちたった一つの辛子入りシュークリームを、あーくんが食べたのは偶然なんだよ。だから、もしかしたら私が辛子入りシュークリームを食べてたのかもしれないんだよ」
明志「そんな言い訳、信じるとでも」
彩　「そんなこと言われてもホントのことなんだもん」
明志「なら、この前のアレは一体なんだったんだ？」
彩「だからあれも違うんだってぇ～」
………………
………………
…………
…………
……
……
「「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」」
彩　「ど、どう？これで私のあーくんへの身の潔白が証明されたかな？」
明志「……あぁ、もうわかったよ。わかったから」
クーラーが付いているはずなのに、額からだらりと汗が噴き出していた。
明志「僕の負けだよ。完敗。彩は潔白だよ。こうこれ以上にないほどに潔白だ」
彩　「やったーーー」
彩は両手をあげた。
明志「もう潔白すぎて、逆に怪しすぎるほどだよ」
彩「それじゃダメじゃん」
ガラガラ
先生「授業はじめるぞぉ。席につけ、席につけ」
先生が教科書をプラプラさせながら教室に入ってきた。
明志「とにかく、要は今日の放課後だろ。わかったよ。だから早く席に着こうぜ。早くしないと先生が怒りだすからな」
まだブーブーと文句を垂れている彩を、なんとか席に着かせた。


先生は教壇の上で気だるそうに首を回したり、肩を揉んだりしていた。それから、唐突に教科書を開き授業が始まった。
先生「それじゃ、今日は教科書の８９ページから進めていくからな」
先生はやたらダルそうな態度をとりながらも、ちゃんと授業を行っていった。
いつもの先生と同じような授業だ。
ただ、内容は補習者向けのため簡単になっていたが。
こういう先生の姿を見ていると、なんだかんだといってもこの人も一人前の教師なんだなと思い知らされる。
生徒に教科書を読ませたり、無駄な思考時間を与えたりしない。
ただ内容を表面的にでも理解させて、テストの点数をあげるための授業だ。
余裕をもった無駄な思考をアホのようにさせる今の教育からは批判を受けそうだが、こういった授業の方がよっぽどいい。内容が単純作業で理解していけばいいだけだからだ。
生徒に考えさせる時間を与えない。問題を正確に理解させ、即座に解答を板書していく。
補習をうけるような人たちの大半は問題の意味自体が、分かっていなかったりする。最終的にたどり着いた解答が、見当違いの場所にいったりするのはそのためだ。
先生「この問題は、こうこうでこういうことだ。よしじゃ、これの解答するぞ」
いつもより分かりやすいように噛み砕いて説明している。
やはりこのあたりの気遣いをちゃんとできるからこそ、この人は補習組の担任を任されたのだろう。そんな気遣いなど本人は無意識なのかもしれないが。
などと明志が、先生に感心していたのもつかの間、次第にメッキが剥がれはじめてきた。
先生「だからな、ここは過去の助動詞『き』の活用形を使うわけだよ。お前ら『き』の活用形わかるか。なら、いってみろ」
生徒一同「「「せ、○、き、し、しか、○」」」
先生「はあ？　ああ、そうだったっけ？」
生徒１「教科書にそう書いてありますが」
先生「お前ら馬鹿か、教科書に書いてあることが全て正しいなんて思うなよ」
それが、補修の授業を行う教師のセリフかよ。と明志は心の中で思わず突っ込んでしまう。
先生「だからな、ここの訳はこうなるわけだ。……え～となんだっけ？　わからねえよ。ああ、わからん。もう忘れた。なんせ十年も前のことだからな。
というか、なんで私が国語なんて教えなけりゃいけないんだよ。私は化学の教師だっての」
先生はまたぶつぶつと愚痴を垂れ始めた。
先生「それもこれも全部あいつらのせいか。そういえば、賭けで負けたんだったな。くっそ、今思い出すだけでも腹が立ってくる。補修組だから基本的なことを覚えていればできるとか言って、私に全部押し付けやがって。今度あいつらの奢りでとことん飲んでやる」
生徒１「……せ、せ、先生、授業を続けてください」


　キーンコーンカーンコーン
やっと昼休みになった。
しらじらしい静けさと意図的なざわめき。
明志はグギギと苦々しい痛みが、喉を通るのを我慢した。
彩　「あーくん、あーくん。弁当作ってきたから、一緒に食べよっか」
明志「そうだな。天気もいいし、外で食べるか」
彩　「暑いからここで食べようよ」
明志「いいからいいから」
明志は彩の手を引っ張って教室を後にした。
外でのうららかな昼飯は優雅なものだった。


午後の授業というのは、どうしてこうも眠いのだろうか。
ワーワー　
オーオー
午後の陽光の中、外からは部活動生たちの掛け声が聞こえてきた。
あたたかな陽射しに当てられて、明志にだんだんと眠気が襲ってきた。
明志は、授業自体はもう理解している範囲なので、眠ってしまっても構わなかったが、他の生徒が頑張っているところで寝るのは気が進まなかったし、何より先生の気分を害することが一番恐ろしかった。
とはいうものの、眠気は我慢しようとしてどうにかできるものではない。
どこからともなく小鳥の爽やかな鳴き声が聞こえてくる。
もう限界だ。
明志はそっと目を閉じた。
視界は瞼に覆われ、真っ暗になった。

――ここはどこだ。
誰も入ってこない暗室。
いつまでも、そしてどこまでも暗闇な暗室。
暗闇だけがある暗室。
暗闇がどこまでも続いている暗室。
暗闇が充足している暗室。
そして、誰よりも白々しい暗闇だ。
一体なんのために自分はここにいるのだろうか。
ここでは何をすることもなく、ただ息を潜めていなければならない。
自分は一体何者なのか。
なぜこんなことをしなければいけないのか。
役目とはなんだ。
決まっていることとはなんだ。
役目とは果たさないといけないものなのか。
これは嘘なのか。
隠し通せる嘘なのか。
バレない嘘は嘘じゃないのではないか。
なら、バレない嘘は真実か。
ということは、自分は嘘を付いているということになるのだろうか。
それなら、誰に嘘を付いているのか。
一体誰に
一体誰に
一体誰に
それは誰だ
お前は誰だ！

＊＊＊＊＊＊＊＊

先生「おい龍谷。お前、寝てんのか？」
明志「はっ」
明志は、先生に丸めた教科書で頭を叩かれ、ビックリして立ち上がってしまった。
先生「ったく。お前これ答えてみろ」
先生は黒板に板書した問題を指差した。
明志はいそいそと黒板の前まで出ていって、それからチョークを握った。板書するなんて慣れないのでたどたどしい字になってしまったが、問題自体はさして難しいものではなかった。
スラスラと解答を板書し、すぐに答えが出た。
間違いないか、もう一度見直してみる。
これで間違いないだろうと確信を持ってから振り返った。
明志「終わりました。せんせ」
先生「出てけぇええええええええええええええええええええ」
明志「なんでぇええええええええええええええええええええ」
先生は突然明志に退室宣告を突きつけた。
ただでさえ人の前で板書するなんて恥ずかしいのに、その上教壇で先生に叱責されるなんて……(ｿﾞｸｿﾞｸ)
彩　「どういうことですか？」
間髪いれずに彩が、すごい剣幕で先生に詰め寄った。
彩　「どうして、あーくんが教室を出ていかなければいけないんですか。出ていくなら先生が出ていけばいいじゃないですか。それにあーくんが何をしたっていうんですか。そうやって気に食わない相手は教師権限で追い払おうってことですか。パワハラの典型ですね」
先生「私が、出ていったら誰が授業するんだっての。それに、彩少し落ち着けよ」
先生は彩に向かってそう言うと、今度は明志に顔を向けた。
先生「だからお前が問題を答えちまったら、授業にならんだろ。ここにいるのは、基礎の基礎も出来ていないようなちんちくりんどもだぞ。そいつらに合わせた授業なんだ」
　先生は頭をポリポリと掻きながら続けた。
先生「それに、お前にとっては簡単すぎる授業内容だろうし、今のまま授業受けててもまた居眠りするだろ。教室で一人寝てたら、それだけで教室全体の集中が途切れちまう。つまりそういうことだ。皆の授業のためには、お前はいない方がいいんだよ。お前はこんな補習を受けなくてもできるんだ。これからはわざわざ補習に出なくてもいいぞ。今後ともな。気が向いたときだけ授業に出ればいいからな。それでも一応学校には来いよ。出席は採るからな」
明志「わかりました。そういうことなら」
明志は席を立って、教室を出て行こうとする。
彩　「いやだぁああああああああああああ。あーくんが出て行くなら私も出てくぅ。私もこんなアホどもとやってやれんわー」
彩が叫んだ。
先生「なに言ってんだ。そのアホどもの筆頭がお前だろうが。お前が一番補習受けなくちゃいけないんだよ」
先生は彩の袖を掴んだ。
彩　「えぇええええええええええええ、なんでぇえええええええ」
彩の絶叫に近い声を残して、明志は教室を出た。

＊＊＊＊＊＊＊＊

明志は教室を出て、校舎内をふらふらと回った後、渡り廊下にたどり着いた。そして、渡り廊下から校庭にいる部活動生をぼんやりと見つめていた。
ラグビー部が唸り、サッカー部が駆けて砂埃をあげている。校舎の音楽室のあたりからピアノの音がパラパラと聞こえてくる。吹奏楽部の人たちだろうか。
女性「あら、明志くんじゃない？」
明志が振り返ると、そこには背の高くてスラリと魅力的な体型をした女性がいた。夏だというのに、黒いストッキングを履いている。
明志「生徒会長」
明志はそう言った。
女性「ふふふ。私はもう生徒会長じゃないのよ」
明志「あれ、そうなんですか？」
女性「そうか、明志くんはこの前の生徒会選挙のときにいなかったのか。私はもう生徒会を引退していて、いうなれば前生徒会長よ」
明志「そうだったんですか。すいません、知りませんでした。それで、あ、あっと、ええと」
工藤「工藤よ。私の名前は工藤」
明志「すいません。今まで生徒会長としか呼んでいなかったんで。先輩の名前の方を知らなくて」
工藤「いいのよ、そんなこと。気にしないで」
明志「ありがとうございます。工藤先輩」
工藤「ふふふ」
工藤先輩は白いハンカチを取り出して、汗の滲んだ頬に押し当てた。いくら日陰で風通しがいいとはいえ、こうも暑いとしばらく外にいるだけで汗が出てきてしまうのだ。
じわりと全身から粒々とした汗が吹き出してくるのが分かる。先輩の白い頬は、熱でほんのり桃色に火照っていた。明志は自然とそれに見とれてしまった。
工藤「それにしても明志くん。どうしてあなたが夏休みの学園にいるのかしら。もしかして夏休みなのに間違って来ちゃったとか。それにいつもの一緒の彩さんもいないみたいだけど」
工藤先輩は冗談めかして言った。
明志「違いますよ。実は今日から夏休みの補修なんです。でもさっき、先生に授業を追い出されてしまって仕方なく時間を潰していたところです。そして、彩はその補修まっただ中です」
工藤「なるほど、補習か。でも明志くんって、たしか成績は良い方だったわよね」
明志「自分でいうのもなんですが、平均以上はあると思います。でも……」
工藤「でも？」
明志「出席日数が壊滅的なので」
工藤「なるほど、そういうことね」
工藤先輩はうんうんと納得したように頷いた。
工藤「でも、それはしょうがないんじゃないかしら。別にあなたせいでそうなっているわけでもあるまいし」
そういうと工藤先輩は「かわいそう」と同情し、瞳を潤ませた。
その視線に明志は、ドキリと慌ててしまった。
明志「あっいえ、そんなことは、へへへ。で、でも仕方ないことですから」
工藤「あら、意外と素直なのね。……というか、諦めが早いというのか」
明志「へっ？」
工藤「だって、去年のあなた達すごかったじゃない。校長先生にありとあらゆる嫌がらせをして、夏休みの補習を免れようとしたわよね」
工藤先輩は口に手を当ててそう言った。
明志「先輩見てたんですか？」
工藤「当時私が生徒会長をやっていたからね。その事で私は色々と後始末やら雑用、報告書を作らされたりとかで大変だったんだから」
明志「そうだったんですか。知らなかったとはいえ、そんなに先輩に迷惑をかけていたなんて知りませんでした。ほんとにすいませんでした」
明志はすっかり恐縮して、頭を下げた。
工藤「いいわよ、今更そんなこと。それより、今暇かしら？」
明志「暇ですね。とてつもなく暇です」
工藤「そう、それはよかったわ」
工藤先輩は手を叩いて喜んだ。
工藤「なら、ちょうどいい機会だし、向こうの世界の話でも聞かせてくれないかしら。いつも聞こうとするけどまた今度、また今度ってはぐらかされてばかりだったから。……それともイヤかしら」
工藤先輩は可愛らしく首を傾げた。
明志「いえ、そんなことは……ないですけど。ちなみに、先輩はどうして向こうの世界の事を聞きたいんですか？」
工藤「何で……？」
工藤先輩は、きょとんとしてしまった。
工藤「そりゃ、誰だって知りたいじゃない。自分たちとは違う世界がこの世にあって、自分はその世界にはいけない。でも、近くにその違う世界に行ける人間がいる。そうなれば、向こうの世界のことを聞きたくなるのなんて当然じゃないかしら」
明志「そんなもんでしょうか。でも、そんなこと聞いてくるの、工藤先輩ぐらいですけど」
工藤「ふふふ、それはみんな遠慮してるのよ。ぜひ聞いてみたいけど、明志くんにこんな事聞いていいものなのだろうかってね。ふふふ」
工藤先輩は微笑んだ。
明志「そんなものですか？」
工藤「ええ、人間ってそんなものよ。それに、こっちの世界は余りに平和すぎるんだもの。少しぐらい刺激を求めたくなるわよ」
明志「……別に話してもいいんですけど、僕が話せることなんてほとんどないですよ。新聞や雑誌に書かれていることが殆どですし」
工藤「でも、あれが全部ってわけでもないでしょう？」
明志「確かにそうですけど、それ以上は他の人に話さなようにときつく言われていますので」
工藤「それは龍谷家の人に、かしら。それとも政府の人間かしら？」
明志「両方ですね」
明志がそう言うと工藤先輩は諦めたらしく、校庭の方に顔を向けた。そして独り言のように呟いた。
工藤「そう、残念ね」
明志もつられて、校庭の方に顔を向ける。
カキーン
そのとき野球部のグラウンドの方から勢いよく打ち出された球が、明志らのいる校舎を越えて飛んでいった。打席では内宮薫が嬉しそうにぴょんぴょんと跳ねていた。
工藤「相変わらずね、内宮さんは」
工藤先輩は優しいお姉さんのようにそう言って、微笑ましい笑顔で薫のことを見ていた。
明志「えっ」
明志は思わず面食らってしまった。明志にしてみたら、工藤先輩の今の発言は意外だったのだ。
薫はいつも学校中で悪戯ばかり起し、さらに落ち着きなく、風紀を悪くするようなことばかりしていたりする。さらに薫は誰に注意をうけても改めようともしない。好き放題に生きている。
そのため明志も、生徒会長であった工藤先輩が薫に説教をしている姿を幾度となく見ていたのだ。
だから明志は自然と、工藤先輩は薫のことを好いていないものだと思っていたのだ。
そのため、工藤先輩からこんなやさしい言葉が薫に向けられたことに驚いたのだ。
工藤「口をあんぐり開けて、何を呆けているのかしら？　それとも私に拳でも突っ込まれたいのかしら」
工藤先輩は明志の顔の前で拳を作りながら、呆れ顔でそう言った。
先輩の指は白くて細長く、爪も奇麗に整えられていた。
明志は工藤先輩の綺麗な指が自分の口の中に無理やり押し込められ、その指を自分の唾液が濡らすところを想像して、軽くイキそうになった。
工藤「ちょっと、明志くん聞いているの？」
工藤先輩が心配そうな顔をして、明志の肩を揺すった。
明志「わぁっ、な、な、なんですか」
工藤「何って、あなたが人の話している最中に呆けていたからよ」
明志「そ、そうでしたね。すいません。てっきり先輩は薫のことが嫌いなのかと思っていたので、さっきの言葉に驚いていたんです」
工藤「ふふふ、あなたにはそんな風に見られていたのね。でもそれは明志くんの勘違いよ。私、内宮さんのことは好きよ。今も、そしてずっと前からもね。
ただ、一応生徒会長という名目もあるから、騒ぎすぎていたら注意をしていただけよ。たしかにあんな状況を見られたら、勘違いされるのも仕方ないのかもしれないわね。でももう私は生徒会長じゃないから。そんなこと気にしないでいっぱい内宮さんと遊べるわ。楽しみね」
嬉しそうな顔をした工藤先輩は、長い間おあずけをくらってやっと許しがでたときの飼い犬のようであった。
明志と工藤先輩は、薫がダイヤモンドを一周するのを一緒に見守った。そして、薫がバク転をしながらホームベースを踏んだ。
それから、工藤先輩は「私まだこの後も用事あるから」といって立ち去った。
明志は、工藤先輩が立ち去った後も、しばらく渡り廊下から校庭を見下ろしていた。

そろそろ補修が終わりそうな時間になったので、明志は教室に戻ることにした。
教室に戻るとすでに授業は終わっていたらしく、彩が廊下に立っていた。
彩　「あーくん、あーくん、あーくん」
彩は明志を見つけると、飛び込んできた。
彩　「あーくんは今まで何をしてたの？」
明志「え～と、校舎内をブラブラと、ね」
彩　「ほんと？」
明志「ああ。何せ他にすることがないからな。このあたりを探索してたよ。あ～あ、退屈だった」
彩は疑り深い目つきをして、明志の制服の匂いを嗅ぎだした。
彩　「……でも、女の人の匂いがするよ」
明志「えっ……そ、そ、そんなわけないだろ。きっと彩の匂いだよ」
明志はとっさに言い訳をした。
それは、彩がどういうわけか工藤先輩のことを邪険に思っているからだ。普段から工藤先輩が薫を叱ったり、明志にやたら優しくするのが気に食わないらしい。
彩が言うには「あの人は、あーくんがいるときには人が良いけど、私と二人きりの時だと嫌がらせばっかりしてくる、性根の腐った女なんだよぉぉ」ということらしい。
明志はそれを彩から聞いて以来、悪態をついて陰湿で淫猥な言葉責めをしてくる工藤先輩も、ぜひとも見てみたいと常日頃から考えるようになっていた。
なにはともあれ、とにかく彩に先輩の話をするのはタブーだ。それに二人きりで会っていたことが彩にバレたら、彩になんて言われるかわかったもんじゃない。
彩　「自分の匂いを嗅ぎ分けられるわけないじゃん。それにこの匂いどういうわけか、生理的に受け付けないっていうか、嗅いでるとイライラしてくるんだよね」
彩は嫌悪感たっぷりの顔で明志のシャツを顔を埋める。
明志「なら、嗅がなきゃいいじゃん」
彩　「……あーくんが誰と会ってたか教えてくれたらやめるよ」
彩は、ジロリと明志を見上げた。
明志「えっ、え～と、そうだ、きっとあれだ。先生。きっと先生の匂いだよ。今日何度も先生に会ったから」
彩　「……ふ～ん、先生か」
彩は視線をあげてしばらく考えていたが「……それもそうかもね」と言って、やっと明志のシャツから手を離した。
今ので彩は納得してくれたらしい。なんともキツイ言い訳であったが、誤魔化せたらしい。
彩　「それにしても、あーくん補修でないなんてずるいよ」
彩はぷぅーと頬を膨らませた。
明志「ずるいって。先生がああ言ってきたんだからしょうがないだろ。あんなに言われてまで授業を受け続ける勇気僕にはないよ。でも次の授業には出られるように先生に頼んでみるからさ」
彩　「でも先生認めてくれるかな」
明志「静かにしとくからって言えば大丈夫だろ、きっと」
彩　「寝るのもダメだよぉ」
明志「そうだったな。寝るのは厳禁か」
彩　「それと、問題当てられたときワザと間違えないとダメだよぉ」
明志「はぁ、生徒がわざと間違えて教師の機嫌をとらないといけないって、どんな学校だよ」
彩　「でも私うれしいよ。あーくんと一緒に授業でられて」
彩は嬉しそうに言った。
明志「……そっか」
　キーンコーンカーンコーン
　そのとき、チャイムが鳴った。
先生「コラ、お前ら」
その瞬間、明志は背後から頭を叩かれた。
振り返るとそこには、先生が立っていた。
先生「廊下でイチャラブしてんなっての。見てるこっちが暑苦しくなってくるわ」
明志「別にそんなことしてませんって」
明志は反論した。
先生「ほぉ～そうか。まぁいいや。さっさと教室入れ。すぐに授業始めるからな」
そう言われて、明志と彩は教室に向かう。
先生「おい、明志、お前は待て」
が、明志は先生に襟を掴まれた。
明志「な、なんですか。また授業を受けさせないつもりですか」
先生「……」
先生は返事をしない。
明志「居眠りしないで、ちょんと授業聞いときますから」
先生「……まぁ、いっか」
先生はそう言うと明志から手を離し、何食わぬ顔で教室に入って行った。

放課後
明志「あぁ、疲れた。じっと席に座ってるってだけなのに、なんでこんなに疲れるんだろうな」
明志は身体をストレッチしながら言った。
彩　「私は頭が痛いよぉ」
彩は自分の頭をポンポンと叩いた。
明志「普段使わないちっぽけな頭を珍しく使ったから、知恵熱になっちまったのか」
彩　「そんなじゃないよぉ」
明志はからかうと、彩は怒ってぷぅーと頬を膨らませた。
明志「悪い悪い、冗談だよ。それより、放課後に薫との約束があるんだろ」
彩　「そうなの。でも、約束の時間までまだけっこうあるから、どこかで時間をつぶさないといけないんだよね」
彩は時計を見ながらそう言った。
明志「なんだ、なんだ。時間指定ありの悪戯なのか？　全く手の込んだことこの上ないな」
彩　「だから、悪戯じゃないってばぁ～」
彩は必死にそう言ったが、明志は取り合おうともしなかった。
明志「ハハハ、冗談だって、冗談」
補習が終わった途端、他の生徒たちは蜘蛛の子を散らすかのように、さっさと教室を後にしていた。したがって、今教室には明志と彩だけしかいなかった。
明志「それにしても、時間潰すにしてもどうするんだよ。ちなみに薫との約束の時間まであとどれくらいかかるんだ？」
彩　「う～と、あと３時間くらいかな？」
彩は再び時計を確認しながら言った。
明志「３時間！？　まだけっこうあるな。特に用事もないなら校舎内でもぐるりと回ってみるか？」
彩　「そうだね」
そう言うと明志と彩は、教室を出た。


？？「おぉ～い、待ってくれ、龍谷くぅ～ん」
そのとき、気味の悪い中年男性の声が聞こえてきた。
明志「げっ、この腹の立つ声は」
明志は恐る恐る振り返る。
するとそこにはでっぷりと肥えた体型でさらに、禿げ散らかした中年の男性がこちらに駆け寄ってきていた。
？？「さっきから何回も呼んでるのに、気付かないなんてひどいよぉ」
中年のおっさんの甘ったるい口調で言った。
聞いただけでも鳥肌ものだ。
明志「こ、校長先生。どうかしましたか？」
いつのまにか、彩は明志の後ろに隠れてしまっている。校長を視界に入れることさえ嫌なのだろう。
校長「今朝、校長室に来てくれたんだって。ごめんね、午前中は少し用事があって外に出てたんだよ」
校長は明志に手を合わせて謝った。
明志「はぁ、夏休みなのに、御苦労さまです」
校長「夏休みって僕たちには関係のないことだからね。でも子どもたちの爽やかな姿を見ることができないのは少し残念だけど」
明志「……それで、なんですか？」
明志は彩のためにも、さっさと校長との話を終わらせたかったので先を急がせた。
校長「ああ、少し用事があるから、校長室についてきてほしいんだけど」
校長はそう言った。
言った瞬間、彩が明志のシャツを強く握りしめたのを、明志は感じた。
明志「今からですか？」
校長「あぁ、そうだよ」
明志「えっ……と、どうしよう。わかりました。行きます」
彩　「えっ、行っちゃうの？」
彩は震えた声でそう言った。
明志「今朝の校長が不在で、儀式の報告もできなかったし、もし何か重要な連絡だったらあれだし」
彩　「じゃ、私ここで待ってるから」
彩はそう言った。
校長「龍谷くん、ちょっとこっちへ」
すると、校長が明志を手招きして、少し彩と離れた。
明志「なんですか？」
校長「彩くんには先に帰って貰いなさい。少しばかり長い話しになるから」
校長は小声でそう言った。
明志「えっ、彩は待つって言ってますけど。あいつ待つのは別に苦じゃないって普段から言ってますし」
校長「いいから」
校長は真剣な顔つきをして言った。
明志「……は、はい。わかりました」
校長の突然の気迫さに圧倒され、明志は思わず頷いた。

明志「彩」
彩　「なぁ～に。もう話し終わったの？」
彩が聞いてくる。
明志「いや、まだ何も。え～と、どうも話が長くなりそうだから、先に薫のところに行っといてくれないか」
彩　「えぇぇぇ、そんな。でも……」
彩は少々渋ったが、明志が「しょうがないよ」というと、素直に先に帰ることを了承した。明志の『しょうがない』という言葉の裏に、どんな意味が含まれているのかを彩は知っているからだ。
彩　「わかった。じゃ、話しが終わったら、学園の下の川辺に来てね。そこで薫ちゃんと待ってるから」
明志「わかった、なるべく早くいくから」
彩　「うん」
そういうと彩はすたすたと立ち去っていった。
彩を見送ってから明志は、校長に連れられて校長室に入って行った。校長は、校長室に入る前に、律儀に扉のピンクの掛けボードに『在中』と書き込んでいた。
校長「いやぁ、突然で悪かったね」
明志「はぁ、別にそれはいいですけど。それより何なんですか。彩を帰らせてまでしないといけない話って？」
校長「補修にいらっしゃい」
明志「はぁ？」
校長は両手を広げて、歓迎の意思を表した。
ニヤニヤと笑う中年のおっさんのおでこと頬は、油でテカっていた。
明志「いきなり何ですか？　人の話聞いているんですか？」
校長「今からほぼ一カ月間。途中お盆休みがあるけど、君をはじめとする補習組の人たちはこのごく限られた環境で過ごすんだ」
明志「そういうことになりますね」
　明志はつまらなそうに言った。
校長「随分とテンション低いじゃないか」
明志「当たり前じゃないですか。今時学校に好きで来る物好きなんていませんよ」
校長「チッチッチ、龍谷くんはわかってないな。ちっともわかってないよ。僕の言いたいことはそういうことじゃないんだ」
　校長は指を左右に振りながらそう言った。
校長「君たちはせっかくの夏休みを丸々補習という全くもって非青春的な活動によって無駄にしてしまうことになった。
でも、いくらそうはいっても、君達は青春を謳歌している高校生だ。遊びたくて遊びたくて仕方がないはずだろう」
明志「でしょうね」
明志は校長の話の意図を掴みかねて、首を傾げた。
校長「そういった生徒たちが、補習組として何人もいるんだよ。この意味がわかるかい」
　校長が明志に問うた。
明志「いえ、全く」
　明志は即座に否定した。
校長「はぁ、相変わらず鈍いね、龍谷くんは。補習組は男の子ばっかりだったかい？　それとも女の子ばっかりだったかい？」
明志「え～と、半々ぐらいだったと思いますが」
校長「そうだろ、そうだろ。つまり、この拘束されたも同然の限られた環境で一緒に過ごす男女。そこには計らずとも男女の中が生まれてくる。そう思わんか。つまり僕が言いたいのは、女の子との仲良くなるには絶好のチャンスってことだよ」
校長は明志に向かってウインクをした。
明志「…………」
校長「まあ、君があまり恋愛沙汰に興味がないっていうならそれでもいいんだけど。それとも君はあっちかい？」
明志「違いますよ」
校長「そうか、ならいいんだ。私もそれを聞いて二つの意味で安心したよ。
とにかく、この時間に色々な人間関係を精算して、または構築していけばいいんじゃね、ということだよ。頑張りたまえ、若者よ。ボーイズ・ビー・アンビシャス」
そう言うと校長は、窓の外に指を突き上げた。
明志「とんだ教育者だな」
明志はぐったりと肩を落とした。
校長「まぁ、どっちにしろ、君には他に懸案すべきことがあるだろうけどな」
明志「はぁ、何のことですか？」
校長「…………彩くんのことだよ」
　校長は呆れ気味にそう言った。
明志「彩がどうかしたんですか？」
明志は突然『彩』の名前が出てきたことに驚いて、校長に詰め寄った。
校長「う～ん。君がいなかった間の彩くんの状況というか。彩くん自身のことというか、さ。それに僕は今の君達二人の関係はあまりよろしくないとも思っているしね。あくまで、教育者としてね。けっして羨ましいとか、男の嫉妬とかじゃないんだから、勘違いしないでよね」
　校長はこれでもかというほど、念を押した。
明志「そんなことはどうでもいいんです。彩がどうかしました？　僕が居ない間に迷惑をかけたりしたんですか？　それなら僕が謝ります」
校長「……」
校長は急に黙りだし、椅子に腰掛けた。
校長「今、君はどうして謝ったんだい。確かに僕は今君に謝ってもらうように話を進めてきたが、今の君の謝罪は僕の意図したものと全く違うものだよ」
明志「……」
校長「黙ってもらっても困るよ。別に君に本質的な謝罪を要求しているわけじゃないよ。ただ単純に反省をしてもらいたいだけだよ。それにその事に関して僕に謝罪する必要もないさ。というか、この学校のだれも彩くんに迷惑をかけられてないからね」
明志「どういうことですか。もったいぶらないで教えてください」
校長「君は自分がいなかった間の彩くんを想像したことがあるかい？　そしてその様子はどんなものか分かるかい？　そしてそれを理解できるかい？　
確かに君はそういった彩くんを一生直見ることができないだろう。ビデオでも回して録画すればいいだろうが、僕にはそんな勇気はないよ。録画して、記録に残しておくにはあまりに忍びない。そして何より心苦しいのさ」
明志「一体何を言ってるんですか？」
校長「まあ、そこを深くは詮索しないでくれたまえ。そのうちわかるようになるさ。知りたいなら、自分で調べることだよ。もちろん、僕に命令して言わせるっていう方法もあるけど。龍谷家の当主としての命令なら、学園の校長でしかない僕は、君の命令を聞かざるを得ないからね。でもその場合、僕は校長という立場とでしか、彩くんのことを述べないけどね。
もし、君が真実を知る覚悟があるなら、当の本人たちに訊くことだよ」
明志｢本人たち？｣
校長「さあ、どうする。君が龍谷家当主として僕に、不在中の状況を訊くというであればこの学園の校長としての立場から喋るよ」
明志「そんなことしません」
明志は力強く答えた。
明志「彩は、僕がいる時だろうといない時だろうと変わらず彩のままです。彩は誰かに迷惑をかけるような行動をする人間じゃありません。他の誰にもそれが理解できなくても、僕にはそれが分かります。僕は彩を信頼していますから。彩のことを誰よりも知っているのは僕ですから。それだけには自信がありますから」
校長「……そっか。彩くんを信頼してる、か」
校長は頷いた。
それから、椅子をクルリと回転させ、背後の窓を見た。
外は陽が暮れはじめ、空は赤く染まっていた。
明志は、静かに頭を下げて校長室を出た。
バタン
扉が閉まる音が校長室に響いた。
校長「でも、それって信頼とはちょっと違うよね」
校長は誰もいない部屋で一人呟いた。








明志「やばい、遅れたかな」
明志は急いで彩と薫との待ち合わせ場所に急いだ。具体的な時間は指定されていなかったが、もう日が暮れはじめて暗くなってきている。
明志は校長の言っていた意味が分からず、校長室を出てからしばらく呆然と立ち尽くしていたが、約束を思い出して、急いで走ってきたのだ。
悩み事は、走っているうちに忘れてしまった。
颯爽と走り抜けられる山道は、心地よかった。
彩の言っていた待ち合わせ場所の河原にはすぐにたどり着いた。すると、そこには内宮薫がいた。
薫　「あれぇ、もう着いちゃったのか？」
　薫が言った。
明志「お、お前なにしてんだよ」
なんと薫は河原で、バーベキューの準備をしていたのだ。
彩　「あれっ」
彩が皿を持って現れた。
彩　「あーくん、もう来ちゃったの？」
明志「ああ。遅れてると思ったから急いで来たんだけど……」
彩　「まだまだ準備できてないよぉ。しょうがないから、その辺りで座って待っててね。すぐに準備するから」
　彩がパタパタと急ぎ始めた。
明志「う、うん」
明志は、彩に押されるように河原の土手に腰をかける。
明志「って、違うだろ。こんなところで勝手にバーベキューしていいのかよ？」
薫　「勝手じゃないよ。許可ならちゃんと学校から許可もらったよ」
　薫は声をあげた。
明志「ここは学校じゃないだろ」
薫　「なに言ってんだよ。この町は全て、龍谷家と学園の二つのものじゃないか。それで学園からの許可はもらったし、残りの龍谷家はあんたがいるじゃないか。にゃはははは。お前さえいれば怖いものなしだな。おらおら、誰か文句があるなら言ってこいや」
薫は明志の肩を組んで、川面に向かって叫んだ。
明志は諦めたように、辺りを見渡す。
すっかり暮れた川辺で、バーベキューの火がメラメラと光っていた。
しばらくして待っていると、料理の準備ができたらしい。
薫　「さあ龍谷、私が一生懸命準備したんだから存分に楽しめよぉ」
　薫は手をあげて言った。
明志「はいはい」
彩　「はい、あーくん、お肉」
　彩が皿を明志に手渡した。
明志「ありがとう」
三人での河原のバーベキュー。
少し豪華さや盛り上がりには足りなかったが、それでも十分楽しめるものだった。

薫　「うわあああ。もう我慢できなぁぁい」
薫はそう言うと、突然服を脱ぎだして、川に飛び込んだ。
明志「ちょ、ちょっとなにしてんだよ」
薫　「ぷはぁあああ。キモチー」
薫は川面に腹を上に向けて、ぷかぷかと浮かんでいた。
明志「薫ぅ。ここ、遊泳禁止場所だぞぉ」
明志は叫んだ。
薫　「何言ってんだ龍谷。私は泳いでないぞ。浮かんでいるだけだ」
明志「詭弁はいいから、さっさとあがってこぉい。風邪ひくぞ」
薫　「龍谷ぃお前も来いよ。気持いいぞ」
明志「遠慮しとくよ」
薫　「そうかい、そうかい」
そう言うと薫は水中に潜って見えなくなった。
しばらくして薫は水から上がってきた。
真っ裸のまま川から上がって来た薫は、恥部を隠すこともなく、のしのしと明志に近づいてきた。
薫　「龍谷ぃ、龍谷ぃ」
明志「な、な何だ？　それより先に服着ろよ」
薫　「お、か、え、りぃいいいいいいいいいいい」
そういうと薫は裸のまま明志に抱きついてきた。
明志「ぎゃああああああああ、止めろって」
川辺に明志に叫び声が響いた。


バーベキューの片づけをして、明志と彩は一緒に帰宅した。
彩　「実は今日薫ちゃんが、あーくんのためにおかえりパーティーをしたいって言ってたんだよね。だから、朝から二人で準備してたんだよ」
彩が言った。
明志「そうだったのか。ありがとな。それとゴメン。悪戯とか疑っちゃって」
彩　「ううん。私は全然気にしてないよ。あーくんに楽しんでもらえて私うれしいよ」
明志「……そっか」










７月２２日
チュンチュン
彩　「あーくん、あーくん、もう起きた～」
心地よい朝の風と共に彩のどなり声にも近い声が聞こえてきた。おそらく玄関先から叫んでいるのだろう。
彩　「あーくん、聞こえてるの？　あーくん、あーくん」
彩が叫ぶたびに、家屋がビリビリと震えているのがわかる。
彩　「あれ、おかしいな。もしかしてまだ寝ちゃってるのかな？　それなら早く起こさない学校遅刻しちゃうよ。でも、この前勝手に家に入り込んだら怒られたんだよなぁ。でもそれなら、どうしたらいいの？　で、でもでも、まだ寝てるってことは、今入ればあーくんの寝顔が見れるってことだよね。きゃあああああああああああああああああああああああああ。どうしよう、私、どうしよう。でも入ったら怒られちゃうし。一体私、どうしたらの。…………まぁ、いっか。とりあえず叫んどこ。
あーくん、あーくん、あーくん。あーくん、起きて。起きないと遅刻するよ。あーくん、早くしないと家に入り込んじゃうぞ。入り込むのはあーくんが学校に遅刻しないようにするためだよ。決してあーくんの寝顔とかお部屋とかに入りたいとかいう邪な考えがあるわけじゃないんだからね。ほんとだよ、ほんと。あーくん、あーくん。ほんとに入っちゃうよ。いいの？ホントに入っちゃうんだよ。これは、あーくんが起きてこないのがいけないんだからね。後で怒るのとかなしだよ。あーくん、あーくん、あーくん。起きてええええええええ、お願いだから起きてええええええ。早くしないと私このままどうにかなっちゃいそうだよぉ。私を助けるためだと思って早く起きてぇぇぇぇぇ」
明志「うるさあああああああああい。うるさい、うるさい、うるさい。もうとっくに起きてるっての」
彩　「あーくん、おはよ」
明志「…………はぁ、もう怒る気力もないし、別にいいか。おはよ」
彩　「じゃ、一緒に学校に行こっか！」
明志「はいはい、そうですね」
彩　「もう、あーくん。朝から元気がないなんてだめだよ。ちゃんと朝ご飯食べてる？　栄養のいいものとかとってる。あと食生活だけじゃなくて、日頃の生活習慣とか適度な運動とかも大切なんだよ。深夜にカロリーの高いものとか食べてない？」
明志「ほんと彩は、口うるさい小姑みたいだな。将来、彩を小姑にする人はさぞかし大変だろうな。きっとストレスで早死にするかもな」
彩　「もう、あーくん失礼なことばっかり言って。それに私が小姑になるって、まず私が子どもを産まなくちゃいけないじゃない。それよりまず、け、け、け、結婚しなくちゃい、いけないじゃない」
明志「なに、顔を赤くしてんだよ。そりゃいずれ、彩にも好きな人ができて結婚するだろうさ」
彩　「で、でも、私は……」
明志「いいって、いいって。龍谷家の規則とか、俺を守らなくちゃいけないとかって。彩がそんなこと気にしなくていいんだぞ。俺も彩にいつまでも守ってもらってられないしな。それに今はもう俺が彩を守ってるくらいじゃないか、なぁ？」
彩　「そんなことないよぉ」
明志「そうか？　いつも勉強教えてやったりしてるし」
彩　「……もぅ、何にもわかってないんだから」
　彩は頬をぷぅ～と膨らませた。
明志「えっ、何か言ったか？」
彩　「ううん、なにも。何でもないよ」
明志「ふ～ん、そっか、ならいいか」
彩　「…………バカ」


学園に入って、靴箱から校庭を眺める。
すると昨日校舎から見たときと同じように少女が台の上に立って、朝陽に照らされはじめた街並みを見下ろしていた。
その姿は昨日と同じように明志に神聖なもの、触れてはならないもの、高価で美しいものの、触れればいともたやすく砕けてしまいそうな硝子細工を思わせた。
彩　「どうしたの？　あーくん」
明志「えっ、いやなんでもないよ」
彩はいぶかしそうに顔をしかめた。それから、明志が見ていた方向を明志の肩口から背伸びして覗き込んだ。
彩　「えっ！？」
彩は驚いたような声をだした。
明志「どうかしたの、彩？」
彩　「え、まさか、なんで？　どうして？　そんなはずは？」
明志「彩、彩、彩」
彩の肩を揺らすと、我に帰った彩は、なんでもなかったように「ハッハー」と笑ってみせた。
彩　「どうしたの？　私のこと呼んで？」
明志「どうしたのって、彩急に黙りこむから、何事かと思ったんだよ。深刻そうな顔をしてたし」
彩　「そうなんだ。へっへー。でも大丈夫だよ。わたしは」
明志「いっつも彩は無茶なことをするんだから。彩がそうなると、こっちは気が気じゃなくなるよ。心配しちゃうんだから。何かあるなら、ちゃんと相談するんだよ。俺にでも薫にでも、先生にでも。……いや、あの人はだめだな」
彩　「キャハハ。もうあーくんは心配性なんだから。昔は相談なら私がきいてあげる方だったじゃない。あーくんもいつでも相談していいんだからね」
明志「それは昔の話だろ」
彩「そっか。それよりあーくん…………」
明志「どうした」
彩「最近変わったことない？　それと何か私に言うことはない。何か思い出したことはある？　胸が苦しくなったりしたことはない？」
明志「？」
　明志は彩の突然の問いかけに真意を掴みかねて、首を傾げた。
明志「特にないよ。全然。彩はなんにも心配することないよ。もう俺は昔の自分じゃないんだ。それより彩は自分の心配したほうがいいんじゃないか？」
彩　「どうして？」
明志「今日の一限目、数学のテストだろ。昨日先生が言ってたじゃないか」
彩　「うっそー。忘れてた。あーくん教えてぇぇぇぇぇ」
　彩が泣きついてくる。
明志「わかった、わかった。でももう時間ないかもな」
キーンコーンカンコーン
一限目の始まる予鈴の鐘がなった。
彩　「うぇ～～ん。もうどうしようもないよ」
明志「せいぜい頑張るんだな」
　明志は走り出した。
彩　「待ってぇーーーー」
　彩もそれに続いた。


先生「よぉーし。今日は午前中みっちりテストだぞ。今日はホント楽だな。ちなみにこれは、あの鬼畜な教師連中に徹夜で作らせたテストだからな。そのへん、加虐心をくすぐられないように注意しろよ」
先生はニタニタと舌舐めずりしながら言った。

キーンコーンカーンコーン
午前中のテストは無事に終わって、昼休みになった。
今日も明志と彩は、中庭で昼飯を食べた。
明志「午後はテストないって言ってし、どこがブラブラしよっか」
彩　「そうだね。午後一の講義でテスト返却の後は、一年生の補習だけだしね」

午後の授業が始まると同時に、テストが返却された。
彩　「やったー。授業終わったから、これから遊べるよ。あーくん、何しよっか」
彩は背伸びをしながら言った。しかし、すぐに先生に呼び止められた。
先生「彩ちょーっと待て、お前は教室にいろ」
彩　「ちょっと先生、私二年生ですけど。いくら背が低くて胸がないからって一年生に間違われるなんて心外です」
先生「そうじゃなくて、お前はこれから一年の補修も受けろ」
彩　「ええぇえええええええなんでですかぁぁぁぁ？　なに言ってるんですか、先生。頭大丈夫ですか？　もしかして脳が委縮しちゃってるんですか。もしそうなら今すぐ死んだ方がいいですよ」
先生「……なんでってそれを私に訊くのか？　さっき私が返したテストの点数言ってみろよ」
彩　「えっ、……５０点ですけど」
先生「嘘つくなよ。なんで嘘ついた。なんで今この状況で、それも採点した私に対して嘘をついたああ」
先生が怒鳴る。
彩　「ひぃぃ、ごめんなさい」
先生「はぁ、ほんと小学生からやり直しさせてやりたいんだけどな」
彩　「それじゃ、あーくんとのラブラブタイムが減っちゃうよ」
先生「お前らいつもラブラブしてるだろ」
彩　「それでも私は死んじゃうよ。あーくんからも言ってやってよ」
明志「え、え～と」
先生「龍谷ぃ。お前もわかってるだろ。こいつの頭のヤバさが」
明志「もちろんです」
　明志は即答した。
先生「ならお前、こいつが今後どんなになってしまうか、わかってるだろ。悲惨だぞ。いや、悲惨なんて言葉じゃ言い表せないだろうな。
でもお前がこいつをどんなになろうと、面倒を一生みるっていう考えがあればいいんだけどな。……どうする龍谷？」
明志「先生、彩のことよろしくお願いします。全力でお願いします」
　明志は頭を下げた。
彩　「そんなぁ～。あ～～～～く～～～ん」
先生に襟を引っ張られるように彩は教室に連れていかれた。

彩が連れ去られ、仕方なく明志は図書館で暇をつぶすことにした。そしれ授業が終わるとすぐに教室に彩を迎えにいってやった。
彩　「もう、先生ひどいよ。一年生と授業受けさせるなんて。私恥ずかしくてたまらなかったよ」
明志「でも見た目は一年生だけどな」
彩　「そんなぁあああ」
明志「それで一年生の授業は理解できたか？」
彩　「えっ……と、ハッハッハハハハ」
明志「笑って誤魔化すな」
彩　「だって～～～～わからないんだもん」
明志「分からないから勉強するんだろ」

今日最後の授業が行われた。
一年生の補習ではあったが、彩の頼みで明志も一緒に受けることにした。
授業は世界史であった。
先生は、世界史の教科書とにらめっこしながら黒板に板書していく。というか、教科書後ろの年表を丸写ししただけのものだ。
先生「歴史というのはな、時間軸上を流れていく事象の集まりでしかないわけなんだよ。だから、歴史を個別に区切るなんてナンセンスの塊だな。よく巷で言われてるよなぁ、なんで歴史なんて習わないとイケないんですか？　ってな。
ちなみに、私はそんなこと知らん。歴史の教師じゃないからな。まあ、歴史の教員に聞いたってありふれた陳腐な答えしか返ってこないと思うけどな。
ただ、その陳腐な答えの中に真理ってものがあると私は思いたいわけだ。それが本当の意味での真理かどうかは関係ない。それが真理だと思えるならそれが真理でいいんだよ。
つまり、世間のやつらが歴史を学ぶってのは、人間は行いを改めることができる動物だという。だから、過去から学ぶんだってな。
けっこう、けっこう。それでいいじゃないか。やっぱり口にだしても陳腐なもんだが、それが真理だと思い込んでもいいじゃねえか。
というわけで、こういった人間が過去から学べるのは事柄の内容なんかよりも流れが大事なんだ。
つまりな、私が言いたいのは、この年表を見て、そこに書かれている事象の流れを、教科書には直に書かれていないけど、それを読み解くことが一番なんだってことだよ。
だから、なんだ。今から一時間この年表をじっと見とけ、そうすればお前らの成績は上がるだろうな。……それだけだ。断じて授業するのがめんどくさいとかじゃないからな。もう最後の授業だから疲れたとか、サボろうとかじゃないからな、おまえら。絶対に他の教師に言うなよ。告げ口は許さんからな」
明志「先生、授業しないと校長に言いつけますよ」
明志は言った。
先生「龍谷ぃ。先生を脅す気か？　先生を」
明志「なら、先生らしく授業をしてくださいよ」
先生「チッ……はあ、仕方ねえな、全く」
先生は仕方なくといった感じで授業をしてくれた。
先生は、自分の担当科目以外の授業はいい加減にしていた。先生がいうには、もし自分がまともにやって補習組の成績を上げても、それは自分の手柄じゃなくてその科目の教員の手柄になると。そういうわけらしい。

キーンコーンカーンコーン
　これで今日の授業は終りだ。
授業が終わって、次第に教室の中が騒がしくなってきた。教室中から口々に疲れたぁという言葉が漏れた。
先生「あぁ、終わった、終わった。疲れた。お前らよりもよっぽど私の方が疲れた」
明志「なに、変なところで張り合ってるですか、先生」
先生「お前たちのせいの疲れだからな。覚えてろよ」
明志「どういうことですか」
他の生徒はそんな先生のことなどお構いなしに、どんどんと教室をでていく。
先生「だからな、お前というやつはいつもいつも」
生徒１「先生さようなら」
先生「あい、さようなら。だからな、私は言ってるんだよ」
生徒２「さようなら」
先生「あい、さようなら」
ぶつぶつと明志に文句を言いながらも挨拶されるとちゃんと挨拶を返すあたりこの先生もまだ見捨てた教師ではないのかもしれないと思った。
いい加減先生の説教も、めんどくさくなってきたので、明志も自然な様子で「さようなら」と言って帰ろうした。しかしすぐに肩をつかまれた。
先生「ちょっと待てや。龍谷。まだ説教中だぞ」
明志「どうして俺だけ引き止めるんですか」
先生「うるせえな。とりあえず、コーヒーでも買ってこい。説教はそれからだ」
やっぱりクズ教師だった。
こんな言い争いをいていたら、彩が飛んできそうなものだが、彩は何食わぬ顔で帰り支度をしていた。もう先生と明志のこういうやり取りにも慣れて、諦めているのだろうか。
先生との会話を終わらせる最終手段を失った明志は、途方にくれて、人生という道でも迷子になるしかなかった。
先生「おい、聞いてるのか、龍谷ぃ」
明志「えっ」
先生「やっぱりお前人の話聞いてなかったんだな。これだから最近のガキどもは、人の話はきかない。人の言うことは聞かない。なんでも人のせいにする。そのせいで私の給料がどれだけ減っているのか知っているのか？」
明志「最後のは関係ないと思いますが」
先生「ほら、すぐ口答えする」
明志「……あの、もう帰りたいんですけど」

明志は考えた。
それにしても、なぜこんなに先生に八つ当たりされているのだろうか。何かマズイことでもしでかしたのだろうか。
自分が夏休み期間中に学校に毎日のようにこなくちゃいけないのは、自分だけのせいじゃないし。それこそやつあたりのなにものでもない。
先生「ああ、そうだった。龍谷。校長が呼んでたぞ。なんでも女の子がお呼びだとよ。それも美少女のな」
明志「女の子？」
まさか、この人はたったそれだけのことで自分を目の敵にしてたのか、と明志は呆れがちに思った。嫉妬ですか、嫉妬。
美少女という言葉を聞きつけて彩が猛進して二人の中に入り込んできた。
彩　「どういうことですか、先生。あーくんに美少女って。あーくんの美少女って、間違いなく私のことじゃないですか。先生頭大丈夫ですか、私ここにいますよ」
先生「頭がいかれてるのはお前の方だ。彩。ほんとお前は龍谷のことになるとすぐコレだな。これさえなければ、お前もそこそこモテるだろうによ」
彩　「私のことはどうでもいいんです。それより美少女があーくんを誘惑してるってどういうことですか？　許せませんね」
そう言って彩は拳を高く突き上げた。
先生「だんだん意味が変わってきてるぞ。ただ、さっき可愛らしい女の子、それも気品のいいな、そいつが校長に入るのを見て、そのすぐ後に内線で龍谷をつれてくるように言われたから。もしかしたらそういう事なのかなって思っただけだよ。
あっそういえば、すぐにって言われたんだっけ。その後すぐ授業が始まりそうだったから急いでいるうちに忘れてたわ。
さっさと行け。女の子を待たせるのはいけないぞ」
明志「原因はあんたでしょ」
　明志は突っ込んだ。
先生「さすがの校長も怒ってるかも」
明志「だから、原因はあんたでしょ。とにかく僕は行ってきます」
彩は付いてきたそうな顔をしていたが、そういうわけにもいかない。
彩の事は無視して、明志は校長室に向かうことにした。
二日連続で校長室に顔を出すということも稀だった。一体何の用だろうと明志は考えながら、足を速めた。
足早に校長室に着く。
あたりは静けさがただよっていた。そして、どういうわけかいつもと違って何かしらの違和感があった。
よく見ると、いつも校長室に掛かっている幼女趣味のボードが掛かっていなかったのだ。これのせいで、校長室の扉が威厳のあるものとなって見えていたのだ。
明志「たったそれだけでこうも変わるものか」
それにしても、誰にどれだけ注意されようと決して取り外さなかったボードがなんで取り外されているのか、と明志首をかしげた。
それから明志は見違えた校長室の扉を叩いた。
トントン
校長「入ってきなさい」
すぐに校長先生の声が聞こえてきた。
でもやはりこれもおかしい。
いつもの校長先生の声と違う。いつもはやたらニヤニヤとネチャネチャとした気持ち悪い喋り方をするのに、今日はしゃんとした大人の、それも理想的な校長先生が発するような声だった。
明志はすっかり面食らっていた。
これはさぞ重要な地位の高い人物が今校長室に来ているに違いない、そう明志は考えた。
総理大臣か、法王か、いや待て、あの校長のことだ、きっと大物アニメ声優とかもあり得るだろう。
そして遅れてきたことになんて謝ろうかと考えながら明志は扉を開けた。
するとそこには、奇麗な白髪の少女がそこにいた。
彼女はこちらを見つめ、すらりと背を伸ばした格好をしていた。
そのとき開いていた窓からの風が、彼女のやわらかく手入れのされた髪を撫でるように吹いた。
彼女をどこかで見たことがある気がして、すぐにこの子が昨日、今朝と連続して校庭の隅の台の上から町を見下ろしていた女の子だということに明志は気がついた。
女の子は明志の方を見た。
キチリとしていた彼女の顔がすっと朗らかになり、そして明志に微笑みかけた。
それは、初対面のものにする愛想笑いという風には見えなかったが、明志はすぐにそれもそうだろうと思い返した。
なにせ自分はあの龍谷明志だ。
自信過剰とかそういうことじゃない。
ただの事実なのだ。
自分は世間の誰もが知っているあの龍谷家の当主なのだ。
と、こんな威勢のいいことを言っているからさぞ、胸をはって言っているのだろうと思わないで欲しい。それは勘違いだ。これは自虐以外の何物でもない。
そう考えると、彼女の親しい者に会った時のような顔はきっと彼女の驚異的な社交性の高さを裏付けるものなのだろう、と思われる。
そうさ、きっと、そうさ。
彼女が今目を潤ませているのだって、そのせいだろう。
そのせいに決まっている。
あの噂の龍谷家の当主、龍谷明志に会えたことに感涙しているのだろう。
いや、待て。
ホントにそうだろうか。
明志は考えた。
今までの人生で、初対面でこんなに破顔して涙を流しそうになった人がいただろうか。
この今にも抱きついてこんばかりの様子は、最愛の人との久しぶりに再会といった方が適しているのではないだろうか。
でも、残念ながら明志には、こんな美少女の知り合いはいないはずだった。
校長「龍谷くん。入りたまえ」
校長の言葉で、女の子は駆け寄ろうとした足を止めた。
そして明志も扉を開けたままで立ち止まっていることに気がついた。
女の子はさっと姿勢を居直した。
校長「こちら、政府からの申請でこの学園に転校することになった『斉藤志穂』くんだ」
斎藤志穂と紹介された女の子はこちらに体を向け、横目で校長のほうを見やり、なんちゃってという風な顔をつくって、可愛らしく笑った。
明志はどういう意味か察しかねて、同じようにはははと笑ってやった。
初対面の人間と合うときは緊張する。
相手がこちらを『龍谷家の当主の龍谷明志』だと認識しているかそうでないかで対応が変わるからである。ただ今回の場合は自分を龍谷家の当主だと認識していることは間違いないだろう
そんな明志の探り合いを気にも留めずに、校長は紹介を続ける。
校長「斉藤くんは、政府からの特別枠できたんだよ。特別枠ってのは、外の人間を内の学校、つまりはこの学園に入学されることをいうんだよ。
ちなみにこれはすごいことなんだよ。全国のすごい才能のある子どもたちの中から選りすぐられた優秀な子たちの中でさらに、この学校の転入テストに合格してやって来たんだから」
斉藤さんはえっへんと自慢するかのように胸を張る格好をとった。しかし、残念ながら張るような胸はなかったが。
校長「それから」
校長は席をたって明志の背後に回って、後ろから明志の肩に手をおいた。
校長「こっちは紹介の必要もないとは思うけど一応ね。こちら龍谷明志くん。あんまり助けがいのないような子で、可愛げのない子だけど、色々と面倒見てやってね」
　そういって、校長は明志を斎藤さんに紹介した。
明志「ちょっと校長。それひどくないですか。それに面倒見るやってどういうことですか？　わけわからんですよ。転校生に対していうセリフじゃないでしょ」
校長は明志の質問には答えなかった。
校長「それより龍谷くん。早く斉藤くんに挨拶したら」
斎藤さんはふふふと口に手をやって笑っていた。
明志は、むっとした顔で校長を睨みつけ、すぐさま斉藤さんに愛想笑いで手を差し出した。
明志「どうも、はじめまして龍谷明志です。よろしくお願いします」
志穂「えっ…………」
彼女は明志の手を掴もうと手を出しかけたが、途中でピタリと止めた。
志穂「……はじめまして？」
明志「へぇっ？」
斎藤さんは、手を差し出しかけた状態のまま固まってしまった。
明志は不思議に思って、彼女の顔を覗き込むと、すごい形相をした。さらにピクピクと肩が揺れていた。そして。だんだんと息が荒くなっていくのが分かった。
明志「あのぉ。どうかしましたか？」
明志は彼女に問いかけた。
しかし、彼女は明志の問いかけに一切答えずに、動かなくなったままだ。
明志は困り果て、校長の方を見たが、校長もう～んと顔を歪めていた。
明志「あの、よろしく斉藤さん」
明志はもう一度問いかけた。
明志の何度目かの呼びかけで、やっと斎藤さんは気がついた。それで、ふらふらとよたつきながら手を差し出し、握手を返してくれた。
その握手には力なく、明志の手の上に乗せているだけのようなものだった。彼女の手は冷たく、青い静脈が浮き出ていた。
握手はしたものの、この部屋に漂った重苦しい空気はちっとも去らなかった。
校長「よし、挨拶も済んだね。ちなみに斉藤さんは夏休み前からこの学園には来てるから。ちょうど龍谷くんがいないときだよね。でも、しばらくこの学園にいたとはいえ、やっぱりまだ慣れないこともあるだろうからさ。だから斎藤さんが困ったことがあったら、龍谷くんも助けてやってね」
明志「はぁ、わかりました。それぐらいならいいですけど」
　斎藤さんは未だ呆然と立ち尽くしていた。
校長「今日の龍谷くんは聞き分けがよくて僕はうれしいよ。それじゃ、僕はこのあと秘密の約束があるんでね。失礼するよ」
明らかに厄介なことから逃げ出そうとする態度がありありと見て取れた。
明志「ちょっと待ってくださいよ」
明志は扉の前で両腕を広げ、校長を通せんぼした。
校長「明志くん、行かせてよぉ。お願いだ。相棒が僕を呼んでいるんだ。早くしないとこの地球は悪の手に落ちることになるんだぞ」
明志「なんですか、そのセカイ系設定。セカイ系なんて今時はやらないですよ」
校長「わかった白状するから許してよ。僕はこんな気まずい状況が苦手なんだ。こんな重苦しい空気にいると身体に鳥肌ができて、禁断症状のように幻覚が見えて幻聴まで聞こえるようになってくるんだ。そして身体が、勝手にこの状況から逃げ出そうとするんだ」
明志「じゃ、そのお得意の幻覚とやらで、この場で現実逃避すればいいじゃないですか」
校長「勘弁してくれええええ」
校長はそう叫んで、明志の腕の間に体を突っ込むようにして体当たりしてきた。
明志「痛い、イタいですってば」
校長「そんな痛みは、あの空間にいた僕の痛みにはほど遠いよ」
明志「僕もその空間とやらにいましたから。というか今この空間がその空間なんですよ」
校長とすったもんだの押し合いをしているうちに、校長はとうとう校長室から抜けだしてしまった。
校長「へへ～ん。どんなもんだい」
明志「待ってください」
校長「待ってと言われて待つ（以下略）」
明志「最後に聞かせてください」
走り去る校長の背中に言葉を明志は叫んだ。
明志の真剣な態度と声で、校長はさっと止まり、振り向いた。
明志は、ずっと疑問に思っていたことを口にすることにした。
明志「彼女が……斉藤さんが、この学校に来なくちゃならなくなったのは僕のせいですか？　僕が一人では頼りないから、新たな監視役をつけようってことですか？」
校長「ち、ちがうよ明志くん。彼女にはこの学校で新しい生徒会長をしてもらおうと思って、来てもらっただけだから」
　校長は明らかに動揺していた。
明志「でもさっき、斎藤さんに助けてもらってって言ったじゃないですか」
校長「それは、生徒会長として、一般生徒の面倒をみてね、ってことだよ」
明志「一般生徒？　そんなわけないじゃないですか。僕はあの龍谷家の当主なんですよ。どうしようたって、無理な話ですよ。僕がどんなに心がけて行動したって、相手がどんだけ気にしないように努力したって、それは無理なんです。僕はどこまで言っても龍谷家の当主なんですから」
校長「そんなことは……」
校長は反論しようとしたが、言葉が続かない様子で口を閉じた。さらに明志は言った。
明志「それに生徒会長になれる奴なんていくらでもいるじゃないですか。わざわざ外部から人を呼ばなくても。……それに生徒会長なんて誰でもできるじゃないですか」
パチーン
響き渡るような音が鳴った。
痛い。
ヒリヒリする。
殴られた。
頬を平手打ちされた。
明志がそう認識したのは、すぐ隣に斎藤さんがいたのを認識してからだった。
斉藤さんは涙を流し、うつむきながらこちらを睨んでいた。
思わず校長との話しで熱くなって斉藤さんが近づいていたことに気がつかなかったのだ。
志穂「私はねぇ、私はねぇ…………あなたの言う、その誰でもできるような生徒会長に就くために来たのよ。こんなところに、こんなところに来てやったんだから。誰でもいいような役割のためにね。
それは決して、誰がなんと言おうと、絶対あんたのためなんかじゃないんだから」
彼女はそう言って鋭く明志を睨みつけた。
でもすぐに彼女はさっと手を引いてから、呆然と殴った手のひらと明志の頬とを交互に見つめていた。
それから、ぐっと手を握りしめて、深くうつむいてしまった。
髪の毛が顔を隠し、彼女の表情を見ることができなくなった。明志はただ彼女の前で立ち尽くすことしかできなかった。





７月２３日
明志は図書室でのぼんやりとしていた。
手元にあった本を何気なしにめくるが、読む気はない。ただペラペラとめくるだけだ。
先ほど授業を受けているとき、窓から斉藤さんが花壇作業しているのが見えた。
殴られてすぐ翌日に仲直りなんてできるとは思えないし、そもそもなぜ自分が斎藤さんに殴られたのか理由を、明志は分かっていなかった。
こんな状態で仲直りもできるはずもない。
でも、明志は自分が斎藤さんとはなにかを話さなければならないような気がした。
そう思い至ると、明志は居ても立ってもいられなくなり、チャイムがなると同時に教室を出た。しかし、廊下に出たところで後ろから彩に呼び止められた。
彩　「待ってあーくんどこ行くの？」
明志「ちょっとヤボ用ができてな」
彩　「そんなぁ、まだ授業あるのに？　あーくん、ここで行ったら戻ってこないんでしょ。なら私も行くよ」
明志「そんなことしたら、また先生に怒られるだろ。彩は一生懸命授業を受けてくれよ」
彩　「でもあーくんがいないと集中できないよぉ( ´・ω・`)」
彩にはかわいそうだったが、仕方ないと割り切って明志は廊下を走りだした。

と、こんな感じで教室を出てきた明志であったが、斎藤さんはすでに花壇にはいなかった。その後、校舎内をくまなく探したが、どこにも斎藤さんの姿を見つけることができなかった。
それで明志は、無念の思いを胸に図書室に流れ着いたのだった。
明志「はぁ」
無駄に溜息ばかりが出た。そのとき
？？「わあっ」
明志「うぎゃああああああああ」
突然驚かされて、明志は思わず叫んでしまった。
叫んだせいで図書室にいた他の生徒たちが、一斉にこちらを批判がましく見てきた。
明志は慌てて頭を下げた。そして振り返ると、そこには本を持った工藤先輩がいた。
工藤「ごめんなさい。驚かせちゃったみたいね」
工藤先輩は手をあわせて謝ってきた。
明志「驚かせちゃったみたいって、もともと驚かせるつもりだったじゃないですか。一体何のつもりですか？」
工藤「ふふふ、他意はないわよ。ただ暇そうだから声をかけてみただけよ」
明志「そうですか」
工藤「今暇そうなら向こうの世界のことじゃなくていいから、明志くんのこと教えてくれないかな」
明志「はぁ、それならいいですけど……」
　　　＊＊＊＊＊＊
明志「はい、他の組織への講演とかはよく頼まれているらしいです。でも僕が行ったことはありません。たいていのものは断っていて、どうしても断れないようなものは叔父さんが行っているらしいです」
工藤「明志くんは叔父さんと仲がいいの？」
明志「……あまり話さないです。叔父さんは特別な用事があるときしか自分から話しかけてこないし、そもそも叔父さんは少し離れた所に住んでいるから会うことも稀ですし。普通の伝達はおじさんの代わり他の従者の人が伝えてきます」
工藤「君からは話しかけないの？」
明志「僕からは……」
工藤「ごめんなさい。あなたたちの家庭環境に口を出すつもりはないのよ。ただ、それなりに、あなかのことを知りたいと思っただけなのよ」
明志「こんなことでいちいち先輩が謝らないでください」
　そのとき、図書室の外から声が聞こえてきた。
志穂「コラ内宮さん、あなた学校の本に落書きしてるでしょう」
　廊下から斎藤さんの声が聞こえてきた。
薫「おう、これ去年私が書いたやつじゃないか。ヘッタクソだな。今ならもっとカッコよくかけるぞ」
　薫の声も聞こえてきた。
志穂「そういうことじゃないでしょ。学園の美品に落書きするなんてしんじられないわ。それにこれは本に対する冒涜よ」
薫「落書きじゃないよ。これはアートだよ」
志穂「アートも芸術も落書きもなんでもいいから、絵が描きたいなら美術部に入ってキャンバスに向かってかきなさい」


















７月２４日
明志「お、おはよう」
志穂「……」
明志「手伝おうか？」
明志は置いてあった竹箒を拾う。
しかし、すぐに斎藤さんに箒を取られた。
志穂「結構ですわ。これは私の仕事ですから。まだ会って間もない初対面の方に手伝ってもらういわれはありませんから」
斎藤さんはそう言うと、ささくさと明志の前から立ち去った。
明志はぐったりと肩を落とした。
校舎を歩いていると、窓から外を掃除している斉藤さんを見かけたので急いで来てみればこの有様だ。
あまりの嫌われ方に、明志は心が折れそうになっていた。
斎藤さんとの関係はちっとも変わっていなかった。変わっていないどころか、こっちが話しかけるたびに冷たくあしらわれるようになってきていた。
明志「くはぁぁ。もうだめぽ」
明志は昼下がりの図書室でゆっくりと項垂れていた。
明志「うわっ」
そのとき、斉藤さんが図書室に入ってきた。このとき明志はせっかくの仲直りのチャンスなのに、こともあろうか、とっさに隠れてしまった。そして、見つからないように図書室から逃げてきてしまった。
斎藤さんを見た瞬間、身体が自然と逃げてしまったことに、明志は後悔と情けなさに肩を落とした。
明志は仕方なく、渡り廊下から野球部の練習を見ることにした。するとそこに工藤先輩が通りかかった。
工藤「あら、明志くん。どうしたんだい。こんなところで？」
明志「ちょっと涼んでいただけですよ。ここは三階だから風が通ってけっこう涼しいんですよね」
工藤「ふふふ。とてもそれだけには見えないがね」
明志「そ、そうですか？」
工藤「何か深刻な悩み事があるように感じるわね。悩み事っていうのは不思議なことに、誰かに話すことによって自分自身で整理がつくことがあるから。私で良ければ、いつでも相談に乗ってあげるわよ。それとも相談なら定石通り、担任の先生の方がいいかしら？」
明志「ははは。あの人になんか相談できるわけないじゃないですか」
工藤「ふふふ、先生に対して失礼なこと言うのね。これが本人に入ったらどうする気なのよ。それにあの人とは明志くんの方がより付き合いが長いんでしょ。私が本人に告げ口するかもしれないわよ」
明志「勘弁してくださいよ。先輩も付き合いが長いならあの人が怒るとどうなるか知ってますよね」
工藤「ハハハ。それはいやというぐらい知ってるわね。今までそれでどれだけ迷惑かけられたことか」
工藤先輩はつらい記憶を呼び起こしてしまったらしく、顔をしかめてしまった。
工藤「まぁそれでもあの人は教師だけどな。たとえ先生失格でもね」
カキーン
校庭から部活の音が聞こえてきて、先輩が校庭に目を移す。
工藤「なるほど、なるほど」
工藤先輩は意味ありげに頷いた。
工藤「明志くんは、きっと皆と一緒に野球をしたいと思ってたんでしょ」
明志「なんのことですか？　ちっとも意味が分からないんですけど」
工藤「明志くんが憂鬱そうに項垂れていた理由だよ。あの子たちのようにおもいっきり体を動かしてみたいって思ってたんでしょ。たしかに身体を動かすことは生物の根源的な欲求だからね。いくら隠したって私の目はごまかせないぞ」
明志「そんな役たたずな目は今すぐ捨ててください」
工藤「ふふふ。とにかく、こんなところから見てるだけじゃなくて、下に降りてみればいいじゃない。それが私の言いたいことだよ。。何事も行動のみが、変化を生みだトリガーだからね。
悩む前に動け。そうすれば何かが変わるかもしれないわよ」
明志「はあ」
工藤「何かあったらいつでも相談乗ってあげるからね」
工藤先輩は後ろ手を振って、立ち去って行った。
明志「下か……、暇だし行ってみるのもいいか」
明志はゆっくりと身体をほぐしながら渡り廊下を後にした。

明志は野球部のグラウンドが正面に見える石段に腰を下ろした。
グラウンドからは多少距離はあるというものの、今までは上から見たことしかなかっただけに、部活動生の動きには迫力があった。
渡り廊下から見る部活動生たちは、どこか自分とは切り離された場所にいるようで、まるで映画のスクリーンの中で動いているかのように感じていた。しかし、今こうして同じ高さの目線でみることによって、生身の人間が動いていることに心弾んでいた。
そのとき、明志のいる石段のところに、野球ボールが転がってきた。
明志は腰を上げて、そのボールを拾い上げた。
どうやら、バッティング練習で変なところに飛んで行ってしまったボールらしい。
明志がこのボールをどうしようかと悩んでいると、一人の野球部員がボールを捜しに来た。
明志「おぉーい、ボールならここにあるよ」
明志は部員に対して声をかけ、手に持ったボールを上に掲げた。部員はそれに気づいて、すぐさま明志のもとに駆けつけた。
明志「じゃ、投げるよ」
明志は駆け寄る部員に対して、ボールを投げた。
部員の方はボールを受け取ったところで、ボールを投げてくれたのが明志だと気がついた。
野球部員「あ、あわっ……あ、ああ」
すると部員は急にぎこちない動きになり、目線が泳ぎ、あたふたとし始めた。お礼を言おうとしているのだがうまく言えない、そんな様子であった。
それから結局、野球部員は帽子をとって軽く頭を下げただけで、何も言わず慌てて去っていった。
その後、立ち去った野球部員はグラウンドに戻り、他の部員に何事が耳打ちしていた。
するとすぐに、比較的石段近くでキャッチボールしていた部員たちが離れて、遠くの方に行ってしまった。
明志「やはり迷惑なんだろうか」
明志は石段に座ったまま、頭を抱え込んだ。
彩と一緒にいるときは、みんな明志や彩を存在しないかのように振舞うのだが、明志が一人でいるときにはなぜかみんな急によそよそしくぎこちなくなってしまう。
どうして自分一人だけのときそんな空気になってしまうのか、明志には不思議でたまらなかった。


昼休みになって、今日も彩と中庭で昼食を食べていた。
明志「ごちそうさま、今日もおいしかったよ」
彩　「うふふ、ありがと、あーくん」
昼食を食べ終わり二人でのんびりしていると、校内放送で明志に呼び出しがかかった。
何事だろうと考えながら明志は、彩に別れを告げて職員室にむかった。
職員室につくと、そこには先生がいた。
明志「先生ですか？　僕を呼び出したのは。昼休みに呼び出しなんて一体何の用ですか？」
先生「龍谷ぃぃ」
明志「は、はい」
先生「赤ペンが切れたんだが」
明志「……はあ、だからなんですか？」
先生「だから、赤ペンが切れたんだよ」
明志「一体何を言っているんですか？」
先生「ここまで言ってもまだ分からないのか。赤ペンは何のためにあるんだ。採点だよ、採点。でも赤ペンが切れちまったら、採点ができないじゃないか。これじゃ採点が一向に進まない」
明志「……でしょうね」
先生「いいからさっさと買ってこいよ」
明志「はあああ、なんで僕なんすか。そんなの自分で買ってくればいいじゃないですか。まさかこんなことのために校内放送で呼び出したんですか？」
先生「お前なあ、これ見てみろよ」
先生はそう言うと一枚のテスト用紙をピラピラさせて、さし出してきた。テスト用紙は、きれいにバツマークが幾つも書かれ、さらに、解答欄脇には問題の詳しい解説が書かれていた。
要するに真っ赤っかの解答用紙であった。
明志「これは、ひどいですね」
先生「ああ、これはひどい。呆れるどころの話しじゃないな。もう呆れるを通り越して、脳みそかっぽじって中身がどうなってるか調べてみたいぐらいだよ」
先生はそういって、溜息をついた。
先生「ちなみにこれ誰の解答用紙だかわかるか？」
明志「……………あっ……彩のですか？」
先生「そうだよ。その通りだよ。彩のせいで、赤ペンの減りが早いこと早いこと。だからお前早く赤ペン買ってこい」
明志「だから、なんで僕何ですか？　そんなら彩に行かせればいいじゃないですか？」
先生「これ以上彩から勉強の時間を奪ってみろ、悲惨な結果しか待ってないぞ」
明志「そ、それもそうですね」
先生「お前、彩の保護者だろ。だったら、さっさと彩の尻拭いでもしてこい」
明志にはもう、反論も言い逃れもできなかった。

先生に赤ペンを買ってこいと言われて、職員室を出たものの、赤ペンをどこで買ってくればいいのか。普段なら購買部が開いているからそこで買えばいいのだが、夏休み期間中である今購買部は開いていない。
昨日もシャーペンの芯を買おうと購買部に行ったのだが、購買部が閉まっていた。
明志「外まで買いに行けってことか……先生、マジ勘弁してくれよ」
明志は気を落としながらも、一応購買部に顔を出してみた。
すると、購買部の窓口のところに人が立っていた。
明志「あれ、購買部開いてるのかな？」
明志はラッキーと心の中で思い、購買部に駆けだした。
そして、窓口間近まで来てやっと、そこにいる人間が誰か理解した。購買部の窓口前にいたのは斎藤さんだった。
そして、購買部の窓口から顔を出しているのは工藤先輩だった。
工藤先輩と斎藤さんが二人で話をしていたのだ。
明志は斎藤さんの存在に思わず足を止めたが、すでに遅かった。
明志が駆け寄った音で、二人は一斉に明志の方を振り向いた。そして、斎藤さんと目があった。
二人ともこちらを見て『あっ……』という顔をしている。
明志はもう仕方ないと開き直って、斎藤さんと工藤先輩に挨拶した。
しかし、斎藤さんはその挨拶に応えず、工藤先輩に頭をさげて、そそくさと立ち去ってしまった。
明志「はぁぁ、またか」
明志はがっくりと肩を落とした。
工藤先輩はそんな二人の行動を見て、何かしらを感じたらしい。先輩は明志にニヤニヤと片頬を歪ませながら言った。
工藤「ふふふ、さっそく何かお困りのようだね。前に相談ならいつでも乗るよといったがね」
明志「……わかりましたよ。工藤先輩。実は僕、悩みがあるんです。相談に乗っていただけませんか」
工藤「ふふふ、やっと相談する気になったのか」
工藤先輩は台に身体を乗り出した。
工藤「で、相談ってのはなんだい？」
明志「実は斉藤さんとのことなんですか」
工藤「斉藤さん？……ああ、志穂くんのことか。たしかに今のやりとりを見ていたら、何か問題があるのだろうと察せられるよ。それでその問題とやらは何かな？」
明志「はい。今斎藤さんに声をかけても無視されるような状態なんです」
工藤先輩は台から身体を引いて、さっと腕を組んだ。
工藤「でも、それは不可解だな」
明志「どういう意味ですか？」
今度は明志が台に身体を乗り出した。
工藤「志穂くんは実に良い子だぞ。それもビックリするくらいのな。彼女は現生徒会長だから、前生徒会長である私が、引き継ぎがてらに色々と指導しているんだ。この学園の生徒会長とは何たるかとかね。
彼女自身、この学園に転校してきてすぐ生徒会長になったから、色々と障害や困難はあるだろうさ。現に志穂くんが障害や困難に道を塞がれている光景をなんどとなく見てきている。
それでも彼女は、どんな障害が行く道を塞ごうと、どんな困難が彼女を傷つけようとも決して弱音を吐かなかった。吐こうともしなかったよ。
彼女はすごいよ。それもビックリするくらいのな」
工藤先輩は遠くを見るように目を細めて、独り言かのようにそう呟いた。
工藤「そんな志穂くんが、いくら苦手で嫌いな相手だからといって無視をするとは到底思えないんだが」
明志「僕のせいなんです」
明志は俯きながらそう言った。
工藤「僕のせいとは、一体どういうことだい？　二人の間で何かあったのかい？」
明志「あるには、あったんですが……その、自分でも上手く説明できそうにないといいますか。実は僕自身にもよく分からないんです。初めて斎藤さんに会ったとき、突然殴られまして……その後泣かれてしまったんです」
工藤「ほぉう、なるほど。それは穏やかじゃないらしいね」
工藤先輩は感心しながらもゲラゲラとお腹を抱えて笑っていた。
明志「でも、なんで自分が殴られたのか理由がさっぱりわからないんですよね。もしかしたら、僕の何気ない言葉が、斎藤さんの癪に触ったのかもしれません」
工藤「ふむ、なるほど、なるほど」
工藤先輩は、それだけの明志の説明で納得がいったらしく、一人で頷いていた。
工藤「そういうことか。状況は理解したよ。これじゃ、志穂くんに殴られても仕方あるまい。まぁ、君もかわいそうではあるが、志穂くんはもっとかわいそうだよ」
明志「どういうことですか、先輩。やっぱり僕が斎藤さんに、何か失礼な事をしてしまったんでしょうか？」
工藤「んん～。これは難しいな。ただこの理由を今、私の口からいうことはできないよ。君の今後の行動次第ではいずれ分かるようになるだろうし、時にはわからないままで終わるだろうよ」
明志「つまり選択したルート分岐しだいってことですね」
工藤「そんな目をキラキラさせたまま、メタ発言はやめてくれよ。対応に困るじゃないか」
明志「その話はおいといて。え～と、とにかく斎藤さんを怒らせてしまったのは間違いないようなので、どうにかして謝りたいんです。
でも声をかけようにもすぐに逃げられるか、無視をされてしまって、どうにもならないんです。先輩どうにかなりませんか？」
工藤「そういうことなら、私に任せておいてくれ。私が志穂くんに話をつけておこう」
明志「ほんとですか！？」
工藤「ああ、もちろんだとも。なら、今日放課後校舎裏の花壇の所に来たまえ。そこに志穂くんも行くように言っておくから」
明志「わかりました。工藤先輩ありがとうございます」
明志は工藤先輩の腕をとって、泣きながら感謝の言葉を口にした。

　キーンコーンカーンコーン
放課後になると明志は、さっそく校舎裏の花壇に行った。
手入れされていない花壇は、草が腰のあたりまで伸びていた。座り込めば人が一人くらい隠れられるだろう。
明志が斎藤さんがいないかあたりを見渡すと、花壇の茂みから人の頭がかすかに見えた。
明志「あれ、斎藤さんもう来てるのかな？」
明志は急いで駆け寄った。
明志が草むらに近づくにつれて、草むらから激しい息遣いが聞こえてきた。
不審に思いながらも明志は、茂みの中を見た。
明志「あっ」
女の子たち「「えっ」」
女の子たち「「キャーーーーーーー」」
驚いたことに、草むらでは女の子たちがくんずほぐれつの大運動会を開催していたのだ。
明志にびっくりして、女の子たちは叫び声をあげながら、衣服を身体に巻くようにして走り去ってしまった。

＊＊＊＊

志穂「はぁ、一体なんの用かしら？」
志穂は工藤先輩から、明志が校舎裏で呼んでいるということを伝え聞いていた。
未だに明志と会うのは気まずさがある。
だからできれば二人きりで会うことなどしたくはなかった。
しかし、工藤先輩から直接お願いされたこともあり、断ることもできなかった。そしてなにより、志穂自身も明志との関係がこのままではいけないことを痛烈に感じていた。
あの日のことを志穂は後悔していた。
自分勝手な言い分で明志を殴ってしまったのだ。
本当ならこちらから謝らなければならないのだろう。しかし、いつも謝ろう謝ろうと思っていても、どういうわけか明志を見るとそれができなくなってしまう。
恥ずかしいからか。
照れなのか。
自分から謝ることに抵抗があるのか。
自分でも分からない。
しかし、いつまでもこれでいいとは決して思っていない。
そんな状況での明志からの誘いということもあり、心なしか助かったという思いもなくはなかった。

志穂は決心を固めながら、校舎裏に向かっていた。
そのときだった。
女の子たち「「キャーーーーー」」
女生徒二人が乱れた着衣のままで、校舎裏から飛び出してきたのだ。
志穂「ちょ、ちょっと、あなた達ぃ」
驚いた志穂の呼びかけにも応じず、女の子二人はそのまま走り去って行った。
志穂「ど、どういうこと。校舎裏で何かあったっていうの？」
志穂は校舎裏に走った。
するとそこには明志がいた。
明志は草むらに屈むようにして座り、その手には女物の下着が握られていた。
志穂「りゅ、りゅ、龍谷明志ぃぃぃ」
　思わず、志穂は眉を吊り上げながら叫んでいた。
明志「ひぃっ」
明志は跳ねるように飛び起きた。
志穂「今そこを服の乱れた女の子たちが、泣きながら走ってったけど……まさかあなた」
志穂は肩を震わせて、明志に近づく。
明志「ち、違う。違うんだって。斎藤さんよく聞いて。落ち着いて聞いて。これは違うんだって。誤解だよ」
志穂「何が違うっていうのよ。だったらその手に握られた下着は何なのよ」
明志「これは、さっきここにいた女の子たちの忘れもので、今僕がそれを拾ったところなんだよ」
志穂「嘘つきなさい。一体どこの世界に下着を草むらに落とす女の子がいるんですか。言い訳ならもっとマシなものになさいよ」
明志「ホントなんだってば。それに、これは落としたっていうより忘れてったんだよ」
志穂「ますます意味が分かりませんわ」
明志「だ、だから……その……実はさっきの二人ここでエッチしてたんだよぉ」
　明志は目に涙を浮かべながら釈明をした。しかしそれに反して、明志が言い訳をすればするほど、志穂の眉は釣り上がっていった。
志穂「はあ、エッチ？　何をわけのわからないことを。苦し紛れの言い訳もいいとこですわよ。そ、それに……さっきの子たちどっちも女の子だったじゃない。どうやって……エ、エッチするっていうのよ」
明志「だから、さっきの子たち百合だったんだよ……きっと」
志穂「な、な、な」
明志「あれっ？　伝わらなかったかな。ならもう一度言うね。だからさっきの子たちレズだったんだよ、きっと」
志穂「そんなこと分かってますわ。それにさっきより表現が生々しくなってますわ」
明志「で、その行為中を僕が見つけちゃって、女の子たちが逃げちゃったっていうのが事の顛末なんだよ。ねぇ、筋が通っているでしょ」
志穂は俯きながら、明志に近づく。
志穂「百合なんてオカルトあるわけないじゃない」
パシン
志穂は明志の頬を引っ叩くと走り去った。
校舎裏に一人残された明志は、叩かれた頬に手をそっと置いた。
明志「痛い……」
キーンコーンカーンコーン
チャイムの音が静かな校舎裏に響いた。
明志は手に握りしめられた下着をそっとポケットにしまった。




明志が龍谷家の自宅に帰ってくると、珍しく本家に叔父が来ていた。
叔父は普段龍谷家の敷地内にある、分家用の住居に住んでいた。同じ敷地内に住んでいるとはいえ、叔父が本家に敷地内に来ることはほとんどなかった。
叔父は明志が帰ったことに気がつくと、玄関まで出てきた。
それから、時候に挨拶もなしに、突然要件を話しだした。
叔父「政府からの人間がきたそうだな」
明志「えっ……」
明志は驚きのあまり口をきけなかった。
明志は、叔父が自宅にいることだけでも十分に驚いていた。それにつけ加えて、明志に対して何か質問をしてくるということにも驚いた。こんなこと初めてだ。
今まで叔父の口から何かを尋ねられたという記憶が明志にはなかったからだ。
叔父はいつも、命令口調で明志に事務事項要件を伝えるだけだ。何か自分に訊きたいことがあれば、誰かの口を仲介してくるというのが通例だった。
叔父「政府から学園に派遣されてきた学生がいるそうだな」
叔父は、明志が答えないのを質問の意味が分からないからだとおもったらしく、今度は質問を噛み砕いて訊ねてきた。
明志は一回目の問いは、驚きの余り聞き漏らしていたが、二回目の問いはしっかりと認識でした。
そして、叔父の言う政府から派遣されてきた学生というのが『斎藤志穂』のことだということに、すぐに思い至った。
明志「斉藤さんのことですか？」
明志は恐る恐る答えた。
叔父「名前なんてしらん。来たかどうかを聞いているんだ」
叔父は威圧的にそう答えた。
明志「……はい、来ました。夏休み前に転校してきていたそうです」
　それを聞くと叔父は顔を明志かた背け、顔を歪めた。
叔父「くっそ、あいつらこっちに何の連絡も寄越さないで勝手なマネを。それもこっちが手を出せない儀式の期間中にするとは……」
叔父は小声で憎々しい言葉を吐いた。
明志「………」
それから叔父さんは、明志の横を通り、何も言わず玄関を出ようとした。
明志が叔父の背中を見ながらほっとしかけたとき、再び叔父が振り向いた。
叔父「名前は斉藤と言ったか？」
叔父は再び訊ねてきた。
明志「えっ」
叔父「その転校生の名前だ」
　明志は少し間をおいてから、答えた。
明志「あ、はい、そうですが……」
叔父「斎藤……」
叔父はそう呟いて、何か考えているようであった。
叔父「ちなみに聞くが、そいつとは初対面か？」
叔父の問いに、明志は即座に頷いた。
叔父「気のせいか……」
叔父は小声でそう言うと、再び歩き出した。




夜になり、明志は床に着いた。
　薄れゆく意識の中で、明志は再びあそこにいた……
――目を開けると、やはりそこは暗闇であった
何度となく目をしばたたかしても、何度も目を擦ってみても、やはりそこは暗闇であった。
独房だ。
そう思わずにはいられなかった。
ここは独房だ。
罪深い自分を断ずるために、誰が設えた独房に違いない。

「………………」
暗闇のなかで見えてくる神棚。
ぬらりと鈍重な色をした神具。
不整脈による不規則なリズム。
電気を流されたかのような定期的な全身の痺れ。
自分は何をするためにここにいるのだろうか。
何か理由があるのだろうか。
理由を探す理由さえ分からなくなってくる。
何もかもわからない状況では、感覚さえ分からなくなる。
各感情の境目が非常に曖昧なものとなって、どんどんと不思議な感覚に陥る。
興奮しているのか。
苦痛を感じているのか。
怖がっているのか。
それとも安らぎを感じているというのか。
自分にはそれがわからない。
ありとあらゆる感情が区別できない。

「ふふっ」
思わず笑ってしまった。
何も分からないと言っていた感情の中に、自分が間違いなくこの暗闇に、安らぎを感じてしまっていることに気がついたからだ。
ここには何もない。
だから、何もすることはできない。
しかし、ここには何もないがために、何もする必要がないという役目がある。
ここでは自由になれる。
ここでは一人になれる。
ここでこそ自分は、本当の自分になれる。
この暗闇こそが自分の居場所だ。
誰かを見ることもなく、誰かに見られることなく、誰かの声をきくこともなく、誰かのことを意識することもない。
誰からも認識されずに、誰も認識しなくていい。
ここではやはり自由になれる。
ここではやはり一人になれる。
こここそやはり自分は、本当の自分になれる。
この暗闇こそがやはり自分の居場所だ。
この暗闇こそ本当の自分だ。

この暗闇とは何なのか。
この部屋で何十年、何百年と同じことが繰替えされてきたことだろう。
かつての龍谷家当主たち。
彼らも自分と同じようにこの部屋で儀式を行ってきたことだろう。
彼らに能力があって、本当に異世界にいっていたのかどうかは知らない。
もしかしたら、本当に異世界に行ける能力を持った人がいて、『鬼』というものと会っていたのかもしれない。
そして同じように、能力を持たない人がいて、今の自分と同じように、ここで飢えに苦しみ、期待に悩み、役目に押しつぶされそうになっていたのかもしれない。
しかし、それ以上のことはわからない。
知ったこっちゃないし、知ったところでどうにもならない。
ただそんなとき、わずかな不安がよぎる。

――もしかしたら異世界に行ける能力を持っていない当主というのは、自分だけなのではないか。

他の歴代の当主はみんな能力をもっているのに、自分だけは持っていない
そういう考えだ。
これは恐ろしい。
とても恐ろしいことだ。
自分だけ、自分だけ、自分だけ、自分だけ…………
結局自分のせい。
もしそんなことになってしまったら、自分は自己を保っていられないかもしれない。
きっと。
いや、間違いない。
間違いなく、そうなるに決まっている。
自分には異世界に行く能力など、これっぽっちもない。
ただ、それだけは抗いようもない事実だった。
昔、父が生きていた頃、父がよく言っていた。
『儀式をするにはまず、身体を清めなければならない。そしてその後、精神的にも』と。

このごろよく思い出す。
自分がこの暗闇に初めて入れられたときのことを。
はじめての時は、いよいよ父に代わって自分がこんな責任ある大業を行うのだと息を荒くして、興奮していた。
しかし、大業は起きなかった。
いや、起こせなかった。
何も変わらなかった。
自分は暗闇に入れられて、何もできなかったのだ。
当時自分は不安で慄いた。
自分はとんでもないことをしてしまったんではないかと、恐怖した。
何もしなかった故に、それはとんでもないことであった。
飢えものどの渇きも、身体の痛みも、そんなものはなんでもなかった。
ただただ、恐怖に慄いた。

しばらくすると、私は暗闇から出された。
私は周りの者がどういう反応をするのか気になっていた。
私が何もできなかったことを知っているのか、知らないのか。
知っているとしたら今後自分はどういう処遇を受けることになるのか。知らないのだといたら自分は、今後どういう行動をとればいいのか。
そして、悩んだ末、私は多くの者を前にして答えた。
『万事全て良し』
そう、私は誤魔化した。
全てを誤魔化したのだ。
周囲を誤魔化し、自分を誤魔化した。
そして歴史を誤魔化したのだ。

今思えば、あの時の嘘は、怒られるのを避けるためについた幼心の嘘でしかなかっただろう。
そして、同時こうも考える。もしあのとき、正直に話していれば一体どうなっていたのだろうかと。
今と違う状況になっていたのだろうか。それとも今と何も変わらない状況になっていたのだろうか。


しかし、当時の私はまだ自分に失望していたわけではなかった。それだけで自分の無能力さを認識したわけではなかった。
一回目のあれは何かの間違いだ。
何か大きなノイズがあったに違いない。
もしくは、ちゃんとした手順を踏んでいなかったのだろう。
だからこそ次回こそは、大業を成すことができるだろう、と。
幼いながらも、懸命に頭をつかって言い訳を探していたのだ。
今から考えると、余りに滑稽だ。
しかし、当時の私には、それが自分を保っていられる唯一の方法だったのだろう。
二回目にここに連れてこられた時には、ひたすら考えた。
なぜ自分は異世界に行くことができないのだろうかと。

そこで私は思い出したのだ。
あのときの父の言葉を。
『儀式をするにはまず、身体を清めなければならない』と。
身体を清めなければいけない……
そう、異世界に行くには、身体を清めなければいけなかったのだ。
そう思いついたら、私はいてもたってもいられなかった。

しかし、ふと足を止める。
身体を清めるとは、どういうことなのか。
どういうことを指すのか。
身体を清めるにはどうしたらいいのか。
どうすれば清めたことになるのか。
私は再び慄いた。
聞いていない。聞いていない。私は聞いていない。
父は教えてくれなかった。
どうすればいいの。どうすればいいんだ。何をすればいいの。
私はぼおっとする頭を振り絞って、考えた。

ちゃんと正式な方法の身体の清め方があるのかもしれない。しかし、それを父から教えてもらったことはなかった。
ということは、そういった正式な身体の清め方というのは存在しないのではないか。各々が独自に思う方法で、身体を清めるのかもしれない。
しかし、ただ父が教えてくれなかったという可能性もある。
その場合、父がなぜ私に正式な身体の清め方を教えてくれなかったのかが、分からない。
教えるのを忘れていたのか。
何か偶然の要因があるのか。
それとも……父は私に教えたくなかっただけなのか…………
私は首を振る。
今更そんな可能性の話をしたってしょうがない。今残された可能性で思索するべきだ。
私はその後、ありとあらゆる思いつく方法で、何度となく挑戦した。一体どうすれば、異世界に行けるのかと。
しかし、結局すべては失敗に終わった。
何も変わらなかった。
する前も、した後も何も変わらなかった。
焦った私に残されたのは、この部屋のことを調べることだけだった。仕方なしに、この部屋にあるものを虱潰しに探していく。
今まで暗くて何にも見えなかったが指で板壁をさすると、そこには細かに爪で引っ掻いたような傷が無数にあった。
それから神棚や神具はひっくり返した。
しかし、結局何の成果を上げられなかった。
…………………
…………………
は、はっハハアハッハハハアハハハハハハハハハハアハｈ
無理だ、無理だ、無理だ。
そして突然、私は悟ってしまったのだ。
自分には何の能力もないのだと。
それは私にとって死刑宣告を受けたも同然だった。
私の役目は、まさしくそれだったから。
私の人生は、まさしくそれだったから。
私の存在理由は、まさしくそれだけだったから。

私はとんでもないことを考えた。
父もはじめ先祖たちの誰ひとりとして、能力を使えるものなど初めから誰もいないのだということを公表したりすることだ。そうすれば、私ももう隠す必要もない。これ以上苦しまなくて済む。
しかし、それは同時に、新しい恐怖を心に呼び起こした。
もしかしたら、そんなこと誰もが知っているのではないかということだ。
みんな私の嘘を理解したうえで、私の嘘を守るために、嘘に気付いていない風に振舞っているだけなのではないかと。
　それは、余りに滑稽だ。
　ある分野で超人的な能力を持った人物を、大衆は『神』だという。しかし、その『神』と言われた人物が、突然「俺は神なんかではない。人間だ」などと言いだしたらどうだろう。
　そんなこと知っている。
　当り前だろう。
　何を言いだしているんだ。
　大衆はとたんに白け始めるだろう。
　自分の今の状況は、まさしくそのようなものなのではないということだ。
こうなってくると、極度の人間不信に陥ってしまう。
どうしようもない。
どうしようもない。
誰にもどうしようもない。
どうすればいいのかさえ分からない。
どうすればいいのか。何をすればいいのか。やめてくれ。頭が痛む。痛い。つらい。誰にもどうしようもない。どうすればいいのかさえ分からない。どうすればいいのか。何をすればいいのか。やめてくれ。頭が痛む。痛い。つらい。ぎゃああああああああｇはいうｒｇｈ；ｊをｆじょいｒｈ；ｇｊｋｐふぇこりｊがりおｆ；ｊｇ：いｇｊｒｊげあい：ｒｊぎあぎ：ｆｐ：――れおｇｌ、あｋｆ＠あｌｐ、ｇみｖはうんぁいｄじあおｊｖの；あｍｋｊふぃｈば；ｊぽいぢえいｆじあじゃＱＢ「君達人間はいつもこうだ……」いお；ｒｊふぁおｍっヴぁお；ｈｊ：ｖじえおｊｆｒびじょあｋｇｈろいじゃあ９ｗｇｒにあえうｌじょくゅｑごあんｆｆんｖｖじょいｊまｆのいｖふいあきかｈｓんふじゃんｄｊろ；いあｖｊｖ；なあおいｆｖじょ；いｆｊヴぃおｒｈｆばん；じゃ；おいあｊヴぃんじゃいｖぼ；ｓｂｓんふぁひうｆｊびおあ；えｈｂなろいｖじゃｊふぃｊｇｊｈあいぽんかわいすぎｇｈじゃお：いｊヴぁおい；れｈんらえ；おいｊｖｇら；おｆんじあろ；えｈヴぁえ；おいｊふぇｒ；いｆじあろ；ｆｈｊ；おふぃｊれあ；おいｒｊｆｊりおｇ；えあｊｇ；おｊぎおれじろしゃ；ｆｇｊりお；あｊｒｊふぉ；いあえｊｆ；おいえｒｈごい；あれｊｈご；あいじぇｆｒ…………………………
明志「はっ」
明志は飛び起きた。
明志「はぁ、はぁ、はぁ。イヤな夢を見てしまった」
明志は全身から大量の汗をかき、今でも胸の苦しみを感じていた。
明志「はぁ、はぁ、はぁ」
明志はそっと頭にかぶっていたものを取った。
明志「はぁ、やっぱり下着を頭に被って寝たのが悪かったのかな。今度から注意するか……」
明志は下着を握りしめながら、再び眠りについた。














７月２５日(休日)
今日は補習が休みである。
しかし、家にいても仕方ないので、今日は彩と遊びに行くことにした。
商店街をぶらぶらと回ったり、公園のベンチで休んだりした。
一通りのことを終えて、今後の予定をどうするか明志は彩に訊ねた。
明志「この後どうしようか。疲れたならもう帰るか？　それともどっかに寄ってく？」
彩　「それなら、薫ちゃんも誘おうよ。たしか今日は部活があるって言ってたから、学園にいると思うよ」
明志「そうだな。なら、学園行って、薫の部活が終わるまで待っとこうか」
彩　「うん！！」
彩は嬉しそうに頷いた。

明志と彩は学園につくと、野球部はまだ練習をしていた。
二人は石段に腰掛けて部活生の練習風景を眺めていた。
彩　「あっ、薫ちゃんだ」
彩は高い声をだして指差した。
広いグラウンドを幾つもの部活が分割して利用している。そんなグラウンドの中を薫は、縦横無尽に横断していた。
あっちで野球の守備についたかと思うと、今度はこっちのサッカーの試合に入ったり、次はテニスをしたり、バスケをしたりしていた。
年中部員不足に陥っているこの学園の部活のために、薫はこうやって色々な部活に参加しているのだ。いわゆる助っ人というやつだ。
明志「相変わらずだな。あいつは」
彩　「そうだね。薫ちゃんっていつみても元気だよね」

薫　「おやっ？」
途中で薫が二人に気づいたらしく、近寄ってきた。
あれだけ動いていたというのに、薫は汗一つかいていなかった。
薫　「龍谷に、彩ちー。どしたの、こんなところで？」
彩　「えとね、実は薫ちゃんと一緒にあのケーキ屋さんに行きたいなと思ってるんだけど。どうかな？」
薫　「ホントか？　行く行く、絶対行くよ。楽しみだな。私も久しぶりにあそこのケーキ食べたいと思ってたんだよ」
薫は、垂れるよだれを甲で拭きとりながら言った。
薫　「それじゃ、もうすぐ練習が終わるからもう少しだけ待っててね」
薫はそう言うと、明志の飲みかけの椰子の実サイダーを取りあげ、ごくっと一気に飲み干した。
薫　「ぷはぁぁぁぁ。この何ともいえないこの癖になる味たまらないぜ」
薫は飲み干した空き缶を遠方に投げて、グラウンドに戻って行った。
明志「おい、薫。空き缶をポイ捨てするなって」
明志はそう叫んだが、もうはるか先まで行っている薫には声が届かなかった。
明志「ったく、あいつ」
明志は薫が捨てた空き缶を拾おうと立ち上がる。
すると、目の前に浮遊する塊が見えた。それは、薫が先程投げた空き缶であった。
明志はその空き缶の行方を目で追う。
空き缶は、放物線を描いてゆっくりと落下していた。そして
ガランゴロン
空き缶は、みごとに校舎脇のゴミ箱にゴールインした。
明志「うわぁー」
明志はそれ以上の言葉を続けることができなかった。


彩　「ふっふふ～ん⊂（_＾ω＾）⊃」
明志「随分とテンションが高いじゃないか。そんなにケーキ食べるのが楽しみなのか？」
彩　「あーくん、まだあのお店のケーキを食べたことがないからそんなこと言えるんだよ。ものすごくおいしいんだから。ねえ、薫ちゃん」
薫　「そうだ、そうだ。あれはまさしく中毒性のあるおいしいさだな」
彩と薫は嬉しそうに手をつないではしゃぎ始めた。
明志「それは楽しみだな」
彩と薫が案内したその店というのは『キュリオ』という名で、駅前の一角に軒を連ねる一軒の洋菓子店であった。
本格的な洋菓子店らしく内装も凝ってあり、店員もメイド服を着ているが、今時の媚びた感じではなく本場の本物をモチーフとしたものであった。
その店に入ると、店内は繁盛しているらしく、多くの人で賑わっていた。二人の話によると、この店はつい最近開店したそうなのだが、そのケーキのおいしさと雰囲気の良さから、すでに学園の特に女生徒のたまり場となっているらしい。
たしかに、店内にいる客を見てみると、自分たちと同じくらいの年の人が多ことに気がつく。
店員「いらっしゃいませ」
席について間もなく、忙しそうに店員さんが注文を取りに来た。
明志「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」
明志はその店員さんを見て、思わず叫んでしまった。
店内のみんなが一斉に明志のこと見た。
それだというのに明志は、一呼吸おいて再び叫んだ。
明志「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」
店員「お客様、どうなさいましたか？」
店員さんは心配そうな顔をした。
明志「…………」
明志はさっきまで叫んでいたのに、今度は黙り込んだ。
薫　「なにいきなり叫んでんだよ。ビックリするだろ」
彩　「どうかしたの、あーくん」
彩と薫も不思議そうに明志の顔を見つめた。
明志は、息を整えてからもう一度その店員さん横目で見た。
チラッ
「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」
明志は再び叫んでしまった。
店員「お、お客様」
どうしたものかと困り果てた顔をしている店員は、なんと、まぎれもなく『先生』だった。それも、メイド服を着て、奇麗な身のこなしをしている『先生』だった。
明志にとってそれは何度見ても、驚かざるをえなかったのだ。
明志「せ、せ、先生何してんですか。こんなことで」
明志はガクガクと寒気を覚えながら訊ねた。
彩　「ハハハ。違うってば、あーくん。この人は先生じゃないよ」
　答えたのは彩だった。
明志「え、でも……」
彩　「この人は先生の双子の妹さんなんだよぉ」
明志「はぁ？」
彩はそんなの当然じゃないといわんばかりの真顔で言ってくる。
明志「い、いやいや、そんなまさか……」
明志が恐る恐るその先生似の店員さんを見ると、店員さんは優しく微笑んでいた。
薫　「ギャハハハハハハハ。龍谷がいきなり阿呆みたいに奇声あげるから何事かと思ったけど、そんなことかよ。ギャハハハハ」
薫が腹を抱えて笑っている。
彩　「すいません店員さん。あーくんが迷惑かけちゃったみたいで」
彩は申し訳なさそうに、ペコリと頭を下げた。まるで、子供非礼を詫びる母親のようであった。
薫　「ホントだぜ。まったく」
明志「…………すいません。いきなり叫んでしまって」
　明志も頭を下げた。
店員「ふふふ。いいのよ、全然気にしてないから。でも、他のお客様に迷惑がかかるから、今度からは注意して頂戴ね」
店員さんは親しいお姉さんのように優しく注意を促した。
店員「それで、今日のご注文は何にしましょうか。本日はこちらの商品がおすすめですよ」
　そういうと、店員さんはメニュー表を広げた。
彩　「わあ、クリームたっぷりだぁ。おいしそう」
薫　「これは期待大だね」
彩　「じゃ、これを三つと、それからいつものやつをください」
店員「はい、かしこまりました」
彩　「あーくんは、どれにする？」
明志「今、彩が頼んだのでいいよ」
彩　「じゃ、あーくんも同じので」
店員「かしこまりました。こちらの商品を六つですね、ありがとうございます」
彩　「はい」
明志「ちょ、ちょっと待って。違う違う。彩が三つ頼んだそれをみんなで食べるんじゃないのか」
彩　「えぇ～違うよ～～。この三つは私の分だよ」
明志「そんなに食べるのか？」
彩　「これでも今日は押さえてる方なんだよけど……」
明志「そ、そうなんだ……」
彩　「それじゃ、あーくんどうするの？」
明志「じゃ、今のを一つで」
店員「はい、かしこまりました」
薫　「じゃ私はこれとこれと、それからこれとあれをそれぞれ三つづつお願いします」
明志「お前は明らかに頼み過ぎだあ」
彩　「薫ちゃんは流石だね。薫ちゃんの食べっぷりには感服の至りだよ。そのおいしいものへの執念。私も見なわなくちゃいけないものがあるよ」
明志の突っ込みは、彩の敬服の辞によってかき消された。

しばらくすると、銀のトレーに一杯のケーキが次々に運ばれてきた。装飾に凝った円形の机にはケーキで埋め尽くされた。
彩・薫「「いっただきま～す」」
女の子二人はその掛け声とともに、一目散にケーキを口に運んで行った。
彩　「おいしぃいいいいい」
薫　「やっぱり、うまいなここは」
ケーキを美味しそうに頬張って、ご満悦そうな二人を見ながら明志はゆっくりとケーキを口に運んでいった。
明志「おいしぃ……」
一つしか頼んでいない明志は、そうそうにケーキを食べ終えていた。
ケーキ一つでも十分にお腹は膨れた。
そうだというのに、残りの二人は……
その食べっぷりに気持悪くなった明志は、静かに席を立った。
そして、さっきの先生の双子の妹さんとかいう店員さんを探した。
明志「すいません、ちょっといいですか？」
明志は声をかけた。
店員「どうなさいましたか、お客様。ケーキがお口に合いませんでしたでしょうか？」
店員さんは申し訳なさそうな顔をした。
明志「いえ、そんなことはないです。ケーキとても美味しかったです」
店員「そうですか、それはよかったです」
店員さんは、ほっと胸をなで下ろすように可愛らしく笑った。
明志「あの、一つ聞きたいことがあるんですけど聞いていいですか？」
店員「はい、なんでしょうか？」
明志「あの…………先生ですよ」
店員「……はて、なんのことでしょうか？　確かに双子の姉は学園で教師をしていますが」
明志「いやいや、あなたどう見たって先生でしょ。どこからどう見ても先生でしょ」
店員「一卵性の双子なので、よく間違えられますけど」
店員さんは困ったように俯いたり、上を向いたりした。
先生の顔でそんなあどけない仕草をされると、鳥肌が立ってきた。明志はとうとう押さえきれなくなってしまった。
明志「先生、いい年してそんな格好して恥ずかしくないんですか？正直いって痛痛しいですよ」
店員「なんだとコラァァァァァァァアッァ。もういっぺんいってみ、ろ…………」
店員さんは手を振り上げた状態で停止した。
店員「……なんちゃって。テヘペロ」
店員さんはゆっくりと振り上げた腕を下ろして、可愛らしく舌をだした。
明志「……なんちゃってじゃないでしょ、先生。公務員がバイトしてもいいんですか？　バレたらただじゃすまないんじゃないですか？」
明志はそういうと、店員さんは急に態度を急変させ、近くにあった椅子にどかっと座りこんだ。そして、足を組んで、顔を曇らせた。
明志は、その変貌ぶりにさすがに驚いた。
店員「アホか。あの学園をそんじょそこらの学校と一緒にすんなよ。学園がちょっと力使えば、法律なんて簡単に吹き飛ばせるぞ。それぐらいあの学園には理屈が通じないんだよ」
明志「いまのセリフって完全に自分が教師だって認めてますよね」
店員(先生)「何のことでしょうか？」ニコニコ
店員さん(先生)は急に声色を変えて、店員モードの声を出した。
明志「今更、誤魔化そうとしても遅いですって、先生」
店員２「ちょっと、○○さん。これ運んでくれない？」
店員(先生)「はい、わかりました。今行きまぁ～す」
先生は人の変わったような声を出して返事をした。
店員(先生)「それじゃ私は仕事がありますので、これで失礼いたします」
先生は店員モードのまま、立ち去った。
明志「これじゃ、明日学校で先生に会うのが気まずいな。こんなことになるなら、変に問いたださなければよかった。それに、先生も演技して騙すなら最後までちゃんと騙し切ってくれよ。トホホ……」
明志はヘトヘトになって、席に戻った。
テーブルに戻ると、テーブルには大量の空の皿が山積みにされ、彩と薫は優雅に紅茶を飲んでいた。
明志「もう全部食べちゃったのか……」
　明志は呆れながら、女ってつくづくわからない生き物だな、と思わずにはいられなかった。



















７月２６日
先生「それじゃ、出席とるぞぉ」
先生は皺のついた白衣に手をつっこみながら、出席をとり始めた。
時折アーとかハァーとか、ため息にも悲嘆にも聞こえる声を出し
ながら。
休日開けのというのは、生徒ばかりでなく教師も心身つらいのだろう。席に座っている生徒たちもけだるそうに項垂れていたりする。　　
チラホラ席が空いていたりもする。
明志も前日の疲れが残っているのか、自然と欠伸が出ていた。
先生「岡本ぉ」
生徒「はい」
先生「小林ぃ」
生徒「は～い」
先生「佐伯」
生徒「……」
先生「ああ、サボりか？　ったくあいつサボりやがって。こっちだってわざわざ二日酔いの身体に鞭打って出て来たってのによ。一体誰のせいでこうなってると思ってんだよ。……もういいや、疲れるだけだ。え～と、次は……」
先生はやる気無さそうに、出席番号順に生徒の苗字を読んでいく。
先生「立華」
天使「はい」
先生「龍谷」
明志「はい」
先生「彩」
彩　「はい」
彩は元気よく手を上げて返事をした。
みんながダルそうな、今にもへたりこんでしまいそうなぐらいの声しか出さないというのに。
それゆえに、彩の声はより一層教室中に響いた。
先生「はぁ、彩はいつも元気で羨ましいよ」
彩　「えっへへ。ほめられちゃった」
彩は照れて頭に手を置いた。
先生は、なおも出席簿に書かれた生徒名を読み上げていった。
彩は先生が出席を呼び終えたあとも、「ほめられちゃった」と嬉しそうに呟いて、前の席に座っている明志の背中を指でつついていた。
　彩
　彩
彩……
『彩』と呼ばれる彼女はいつだって『彩』と呼ばれてる。
どんなときでも、どんな人にでも例外なく『彩』と呼ばれる。
決して彼女は本名で呼ばれることはない。
決してだ。
といっても、彼女には名字がないわけではない。彼女にだってちゃんとした名字、親から受け継がれた歴史ある名字がある。
彼女の名字は『龍谷』だ。
龍谷
龍谷
龍谷……
彼女の本当の名前は『龍谷彩』
彼女が、明志の遠縁の親戚であるというのだから、それも十分ありうる話であろう。
彼女の本当の名前は『龍谷彩』
しかし、彼女が龍谷という名で呼ばれることはない。
決してだ。
例え誰かが『龍谷』と呼べば、それは間違いなく龍谷家当主『龍谷明志』のことを指す。
　『龍谷』が彩を指すことはない。
決してだ。

彼女は『龍谷』という苗字を持ちながら、決して苗字で呼ばれることはない。
それは『龍谷』という名前が神聖なもので、正当な血筋のものしか名乗れない、などというバカバカしい考えが通説となっているからだ。
龍谷家が、他のものへの『龍谷姓』を禁止しているわけではない。一般市民たちが勝手にそういう規則をつくりあげ、勝手に信仰し、勝手に守っているのだ。
自分が姓で呼ばれないこと、事実上自分の姓を剥奪されることに対して彩がどう感じ、どう考えているかは分からない。でも、彩の口からそれに対して不満だとか、不愉快だという言葉を聞いたこともない。
もちろん、これは彩だけの問題ではないだろう。
叔父だって、その他の親族だってみんな、明志が存在するがためにその姓を剥奪されているのだ…………



　キーンコーンカーンコーン
授業は淡々と行われていた。
先生が黒板に板書し、生徒たちはそれをなんとなく眺めている。
なんの変哲もなく、なんの変化もなく、なんの感慨もない。
ただ淡々と授業は行われていた。
明志は授業中そっと教室を出た。
授業中に教室を出ていくというのは初めてだったが、あまり抵抗のあるものではなかった。
チラリと横目で見えた彩は、すごく驚いた表情をしていた。しかし、先生は何も言ってこなかった。
一人になりたかった。
いや、一人にならなければならない。
明志はそう感じたのだった。

罪悪感と嫌悪感に包まれ、明志は静まりかえった校内を歩きまわった。
一体どれくらいの間、歩き回ったことだろう。
同じところを何度も何度も歩いた。同じところ回ったというのに、同じところを回っているという感覚なかった。初めて見た道を初めて通る、そんな感覚だった。
とうとう歩き疲れた明志は、最後にたどり着いた図書室に入ることにした。
入ってみると、図書室にはクーラーがついていたが、誰もいなかった。
図書館のグラウンド側の窓からは、真夏の燦々とした太陽光が入り込んでいた。グラウンドでは、豆粒のように見える部活動生たちが動いており、ときおり歓声のような掛け声が聞こえてきた。
明志は急いで黒いカーテンで窓を覆った。
それから、図書室にあるありとあらゆる窓をカーテンで閉じていった。最後にクーラーも電気も消した。
そして、図書室は暗くなった。
明志以外は誰もいない図書室は、暗くなった。
暗かった。
たしかに暗かった。
しかし、それは暗闇ではなかった。
あくまでカーテンで締め切って電気を消した図書室でしかなかった。
明志は図書室の中央にある大テーブルに腰掛け、眠り始めた。
「…………」
「……」
「……」
「」
「」

明志が目を覚ますと、そこはいつもの図書館であった。
いつもの図書室というのは、カーテンが開けられ、窓からは日光が差し込み、クーラーがついており、時折外から部活動生の掛け声が聞こえてくる、そんな図書室だ。
明志はゆっくりと身体を起こす。
頭の痛みや身体の疲れは取れていた。
席に座ったまま図書室内を見渡した。するといつも司書さんがいる図書室の貸出台の中に先生を見つけた。先生はこちらに注意をむけないまま椅子に座っていた。
明志「あっ、……えっと」
　明志は気まずくなって声をかけた。
先生「やっと起きたのか」
　先生はそう言った。
明志「え～と、先生はここで何をしてるんでしょうか？」
先生「それはこっちのセリフだ。お前こそこんなところでなにやってたんだか」
先生は椅子にだらしなく座り、図書室だというのに平気で煙草を吸っていた。
明志「……」
先生「別にいいさ。詮索しようなんて気さらさらないからな」
そう言うと先生は、カウンターの上に置いてあった雑誌をぱらぱらとめくり始めた。
明志「あ、あの……」
先生「なんだ？」
明志「え、と……先生。授業はどうしたんですか？　まだ授業してる時間帯ですよ、ね」
先生「教師は授業をするだけが仕事じゃないのさ」
明志「どんな言い訳ですか」
先生「ったく、そんなこといちいち気にすんなよ。心配しなくたって授業は他の奴に頼んでるからさ。こういったことを喜んで引き受けてくれる奴がいるんでな」
明志「？」
先生「それより、なんだ。随分とげっそりしてるじゃないか。悩みごとでもあるんじゃないのか？」
明志「……いえ、別に」
先生「まぁ、いいさ。お前に悩みがあろうとなかろうと。あったとしても相談なんか受けたくもないしな」
明志「ホントに教師ですか？　あなたは」
先生「それでもな……」
先生は突然神妙な口調で言い淀んだ。
明志「なんですか？　突然」
　しばらくしてから、先生は意を決して話しだした。
先生「それでも、やっぱり。悩みがあろうとなかろうと気分転換は必要だと思うんだよな」
明志「……そうですね。僕もそう思います」
明志はそう言った。
先生「そうだ、龍谷。雑誌読むか？」
先生はそう言って、自分でペラペラめくっていた雑誌を明志に差し出した。
明志「いいですよ別に、そんなの。貰っても読まないと思いますし」
先生「なんで読まないんだ？」
明志「あまりニュースとかあまち興味ないですし。それに他人のこととか知ってもしょうがないじゃないですか。ホントに必要な情報は、いずれ計らずとも耳に入ってきますから」
先生「それは、お前だけだよ。事件の中心にいつもいる人間だな。それでも一度ぐらい読んでみるのもいいと思うぞ。外のこととか分かるし」
明志「外のこと？」
先生「ああ。これは外の雑誌だからな。外の連中ってのは随分と面白いぞ。この町のことやこの町の住人に対してすごい偏見をもっていたりしてな。お前や龍谷家のことも例外なくな」
明志「……それなら、なおさら読みたくないですよ」
先生「ほんとにいいのか？」
明志「どういう意味ですか？」
先生「お前はいずれこの国の中心となる人間だろう。いや、今現在もそうなのかもしれないが。とにかくこの国の中心となったとき、お前についてくる下のもののことをお前は何もしらないだろう。この町の人間など、特殊な環境下で生まれ育ったミュータントだぞ。　
こいつらは国民の１%以下。もっともっと低い割合の人間だぞ。他の大多数の人間は外の人間だ。国の中心となって、この国を率いていくとき、彼らのことを全くしらないお前は、彼らを率いていくことができるのか。全くしらない奴らをだぞ。
お前にこの国を率いていく気がないなら、そこまでは言わないが。違うだろ。お前は違うだろ。
世間から逃げるな。世間から乖離するな。世間をみろ。
この町なんて小さい。あまりに小さいぞ。
外に目を向けて見ろ。今のお前だと驚きすぎて目ん玉飛び出てくるかもしれないな。ハハハ」
そういうと先生は腹を抱えて笑いだした。
何がおかしかったのか、明志には全く理解できなかった。
先生「とにかくさ、読んでみろよ。知ることはいいぞ。それが良いことでも悪いことでもな。それにそんな気を張らなくても、ただの娯楽としても読めると思うぞ。週刊誌ってのはそういうもんだ」
明志「でも……」
先生「なんだ、まだ渋ってるのか。金なんて取らねえよ。タダでやるって。私の読んだ後だしな」
先生「それに、週刊誌にはエロいグラビアとかも載ってるぞ。お前もそういうこと興味あるんだろ。なら貰っとけよ。人生の先輩からの贈り物さ」
明志「しょ、しょうがないなー。ほんとはほしくないんだけど、先生がそこまいうならもらっといてやらないこともないなー」
先生「わかったから、わかったから。そんな白々しい言い訳いらないから」
明志「い、い、言い訳ちゃうし」
明志は顔を真っ赤にして反論する。
それに対して先生は、冷やかすような目線を明志に送る。
先生「ほらよ」
先生は週刊誌を差し出してきた。
明志は辺りに誰もいないことを確認してから、さりげない格好(先生に対して横を向き、視線を斜め上にセットし、今にも口笛でも吹きそうなぐらいさりげない受け取り方)をしてそれを受け取った。
　そのとき
志穂「二人でこそこそして何をしているのかしら？」
明志「ぎゃぁあああ」
驚いた明志が振り返ると、そこには本を両手で抱えた志穂がいた。
明志「さ、さ、さ、さ斉藤さん」
明志は思わず声が裏返ってしまった。
明志はすっかり汗でびっしょり濡れた手に持っていた週刊誌を急いで背中に隠す。
明志「こ、こ、こんにちは、斎藤さん。い、いつからいたの？」
志穂はそんな明志をジト目で眺めてから、
志穂「慌てちゃって馬鹿みたいよ。あなたが一体何を隠してるのか知らないけど、あまりそんな浮ついたことばかりしていると軽く見られてしまうわよ」
明志「……う、うん。わかった。忠告ありがとう」
志穂「べ、別に忠告とかそんなんじゃないわよ。勘違いしないでよね」
志穂は、ふんっと言って明志から顔を反らした。
先生「おう、斉藤か」
先生はいつも通り落ち着いた感じで志穂に挨拶をした。たしかに先生が慌てる必要なんてないのだろうけど、明志にはそれが恨めしかった。
志穂「はい、こんにちは先生」
志穂は先生の方を向いて、ペコリと頭を下げた。
先生「今日は資料の返却か？」
志穂「はい。必要なところはコピーを取り終わりましたので」
志穂はそういうと、持っていた本をドカンとカウンターに乗せた。そこでカウンターに置いてあった灰皿に気がついた。
志穂「ちょっと、先生」
先生「ん？　なんだ」
志穂「なんだじゃないですよ。もしかして図書室でタバコ吸ってたんですか？」
先生「え～と、少しだけ」
先生はきまりがわるそうに頭を掻きながら答えた。しかし、それを聞いた志穂は烈火のごとく怒りだした。
志穂「ちょっと、何言ってるんですか。自分が何を言っているのか認識してるんですか。自分がどんなに非常識で馬鹿げたことを言っているか、しているのか分かっているんですか。いい加減にしてくださいよ。図書室でタバコ吸うってどんな神経してるんですか。もしかして無神経っていう神経だよ、なんていいだしたらここでぶん殴りますからね。
もし、火の後始末が悪かったり、不注意で本に火が移ったらどうするんですか。紙の塊である図書室なんて簡単に全焼ですよ。
さらにそうならなくても、火災報知機がタバコの煙を感知して水を放射してきたらどうするんですか。本なんて一発でぐちゃぐちゃになっちゃうんですよ。
でも一番恐れるべきことはこんなことじゃありません。一番怖いのは本の劣化です。本の紙ってのは、タバコの匂いを簡単吸いこんじゃうものなんですよ。それによって変色もしてしまうし。もしそうなってしまったら、どうするんですか。たしかにそうなっても文字は読めます。でもそこには情緒がありません。それはホンではあっても本ではありません。そうじゃありませんか、先生？」
先生「あぁ～話はよくわからんが、それって全部、本を電子化すれば済む話じゃないのか？」
志穂「カーーーなんて暴論吐くんですか。もう信じられない」
　志穂はすっかり顔を赤くして、不貞腐れてしまった。それを見て呆れ気味に先生は呟いた。
先生「お前ってさ、図書室に視聴覚ブースとか設置したら図書室に立てこもりそうだよな」
志穂「はぁ、なんですか突然」
先生「いや、何でもない。こっちの話さ」



お昼になって、明志と彩は芝の上でシートを敷いて昼食を食べていた。
彩　「最近あーくんが授業に来てくれなくて、私寂しいよ」
明志「そういわれても、授業にでたら先生にイジられるんだよな。あの先生さえどうにかしてくれれば授業にでられるんだけどな」
　明志はとくに考えもなく、先生に責任転嫁した。
彩　「えっ、ホント」
しかし、彩はなにを思ったのか、目を輝かせはじめた。
彩　「ホントに先生をどうにかしたら、あーくん授業にでてくれるの？」
明志「う～ん、どうだろ。やっぱり授業は出たくないし、今のままでいいかも」
彩　「そんなぁ～」
彩はブー垂れる。
明志「でも、時間を見つけて出るようにするからさ。それでいいだろ？」
彩　「うーわかったよ。ふふふ」
彩は嬉しそうにほほ笑んだ。
明志は彩に感謝していた。
それは、きっと先ほどの授業を飛び出した理由を追及されると思っていたからだ。でも彩はそのことについて一切聞いてこなかったし、話にもださなかった。
そんな彩の気遣いに明志は改めて、自分にとっての彩の存在の大きさを感じずにはいられなかった。
工藤「おや、二人仲良くお昼ごはんかい？」
そこにいたのは工藤先輩だった。先輩は、明志と彩の間に割り込むようにして覗き込んできた。
明志「工藤先輩、こんにちは」
工藤「ああ、こんにちは。それと彩くんもこんにちは」
彩　「……どうも」
彩は不機嫌そうに言った。
工藤「今日は日差しが強いから随分と暑いだろう。なんなら、生徒会室を開けてやるが。クーラーもついてるし、ここよりよっぽど快適だろうさ」
明志「いや、そんな悪いですよ。わざわざ僕らのためになんて」
工藤「そんなこと気にしなくてもいいんだぞ」
工藤先輩は明志の背中をバンバンと叩いた。
明志「でも僕ら、生徒会にとっては部外者ですから。やっぱりお昼を食べるためだけに生徒会室に使うのはどうかと」
工藤「そうか……ふむふむ。生徒会にとって部外者だから、か……ふむふむ、なるほど。なら仕方ないな」
意外にも先輩は、すんなり諦めたようだった。
工藤「それにしても中々おいしそうなサンドイッチだな。私はこう見えても料理には自信があるんだが。これはなかなか素晴らしい出来だな。彩くんが作ったのかな」
彩　「……」
彩はそっぽを向いた。
明志「そうなんですよ。これ彩が作ってくれたんですけど、すごくおいしいですよ」
明志が慌ててフォローする。
工藤「そうかそうか。彩くんは料理の才能もあるのか。それはすばらしいな」
明志「せ、先輩もどうですか、ひとつ」
彩　「ちょっと、あーくん」
彩が叫ぶ。
明志「そう言うなよ。いいだろこんなにあるんだから一つぐらいあげても」
彩　「でも……」
明志「さ、先輩どうぞお好きなのを」
明志はバスケットを持ち上げて、工藤先輩に差し出す。
工藤「そうか。明志くんがそこまで言うなら仕方ないな」
工藤先輩は彩の方を見ながらサンドイッチを受け取り、頬張った。
工藤「ほう、これはおいしい。玉子の塩加減が絶妙だな」
彩　「くっそ、こんなことなら、ハバネロたっぷりのサンドイッチを作ってくればよかった」
工藤「ん？　彩くん、何か言ったかな？」
先輩がサンドイッチをもぐもぐと頬張りながら彩の顔を覗く。
彩　「い、いえ何も」
その後、彩はムスッとしてしまって、何を話しかけても反応してもらえなかった。



志穂「ちょっと、内宮さん。学校の木に登って何をしてますの？」
薫　「んん？　会長さんか？」
志穂「だ、か、ら。木に登って何してますの？」
薫　「ちょっと、小腹が減ってね。へへへ。会長さんも食うか？」
そういうと薫は、手に持った果物を志穂に差し出してきた。
志穂「そんなもの食べるわけありませんでしょ。なんで小腹が減ったから、野生の木の実を食べようなんて発想が出てくるんですの。それに野生の果物なんて一体何があるかわかりませんのに、怖くありませんの？」
薫　「私いつもやってるし、気にする必要なんてないって。それにうまいぞ」
志穂「そういうこと言ってるんじゃありませんのよ。今すぐ降りなさい。危ないでしょ。それにその木は学園のものよ。だからその木になっているものはすべて学園のものなのよ。だから一般生徒であるあなたが勝手に取ったらダメなのよ」
ムシャムシャ
薫　「おいし」
志穂「って内宮さん、聞いてますの？　今度は無視を決めこもうってことですの？　これ以上私の警告を無視しますと、学園に対する挑発行為とみなしますわよ。だから早く下りてらっしゃい」
ムシャムシャ
薫　「おいし」
志穂「コラーーーーー」



工藤「毎度毎度のこととはいえ、明志くんも大変だね。それとももう慣れっ子かしら」
　工藤先輩が明志に話しかけた。
明志は薫の悪戯の後片づけのため、廊下に散らばったビー玉を拾い集めていた。
明志「生まれた時から僕の周りは、こんなやつらばかりでしたから」
工藤「それもそれね。でもお友達と仲良くするのはいいけど、もうちょっと騒がしくならないようにしてほしいわね」
明志「すいません、以後気をつけます」
工藤「いいのよ、そんなに気にしないで。今のは元生徒会長としていっただけだから。それに貴方が友達と楽しそうにやってるのを見ると、こっちも嬉しくなるんだから」
明志「先輩は母親見たいなこと言うんですね」
工藤「むぅ。一歳年上の人に母親みたいってのは失礼なんじゃない。せめてお姉さんみたいとかいって欲しかったわ」
明志「ははは、すいません」
工藤「ふふふ」





志穂「はぁ」
志穂は溜息をついた。
志穂「どうして内宮さんはあんなにめちゃくちゃなんでしょうか。頭が痛いですわ」
薫の悪戯の後処理をして、志穂はすっかり疲れ切っていた。
志穂はトボトボと歩く。
そしてそのまま、校内の見回りでもしようと普段行かない校舎裏に足を運んだ。
志穂「な、なんなのこれは！？」
志穂は驚きのあまり声を出した。
校舎裏には大量のゴミが山積していたのだ。
志穂「はぁ」
志穂は再び溜息をついた。それから、ゴミ袋と軍手を取り出して掃除し始めた。
校舎裏は思ったより、けっこう広かった。志穂は掃除する範囲を広げていき、どんどん校舎裏の奥へと足を踏み入れていった。
そして、ある校舎の角を曲がったときだった。
「ひっ！？」
志穂は驚いて持っていたゴミ袋を手から落としてしまった。
すっかり校舎裏には、誰もいないものだと思っていた。しかし、そこには６、７人の怖そうな男たちがいた。見るからに不良といった感じだ。
男たち「……」
男たちは何も言わず、じっと志穂を睨みつけてきた。
初めこそ志穂は、人がいたことに驚いたが、すぐに心を落ちつけて物おじせずに言った。
志穂「ちょっとあなたたちここで何をしてますの？　もしかして校舎裏のゴミはあなたたちの仕業ですか」
男たち「…………」
男たちは何も言わない。それ以前に微動だにしない。
志穂「ゴミを散らかしたら、自分たちで片付ける。そんなこと当り前でしょ。昔お母さんに習わなかったの？」
男たち「…………」
志穂「はぁ」
志穂は小さく溜息をついた。
志穂「確かにここは日陰で、誰も来ないからひと目も気にしないでのんびりできますけど。今は夏休み期間中よ。わざわざこんなじめじめした陰気なところに来なくたっていいじゃありませんの。
といっても、遊んでばっかりじゃいけませんわよ。あなたたち、勉強はしてるのかしら。夏休みの宿題とか。後になって慌ててやり始めるのはカッコ悪いですわよ。やるなら早めにやっといた方がいいですよ」
志穂がそう言い終わると、男たちの中の一人が急に立ちあがった。
男１「なにこいつ」
男２「ああ、もしかして新しい生徒会長じゃないっすか。転校してきたっていう」
志穂「ってあなた達、人の話聞いてますの？」
男たち「「「…………」」」
志穂と男たちは睨みあった。
男３「白けたな。もういいや、行こうぜ」
一人がそういうと屯していた不良たちが、一斉に立ち上がり去って行った。
志穂「ちょっと、あなたたち。ゴミ散らかしっぱなしじゃない。自分たちのゴミぐらい片付けなさあああい」
ジメっとした校舎裏の環境のせいだろうか、一人残された志穂は全身から変な汗をかいていた。




















７月２７日
明志は朝っぱらまから、石段に腰掛けた。
未だひんやりとした空気が辺りを漂っている。もうしばらくすればイヤというほど太陽を拝まされるというのに、肌寒い中、早く太陽が昇らないかと期待してしまう。
明志はズボンに手を突っ込みながら、ぼんやりと校庭を見渡した。
広いグラウンドには、ぽつぽつとしか部活動生がいない。まだ早い時間帯だからだろうか。
部活動生たちもグランドを整理していたり、軽くストレッチをしながら談笑していたりする姿が目立つ。
それから、少しずつ部活動生たちがグラウンドに集まってくる。そして野球部にサッカー部、陸上部がほぼ同時に練習を開始し、それに遅れるようにしてバスケ部とラビビー部が練習を開始した。

野球部が打撃練習をはじめた。
薫が気合いの雄たけびを上げて打席に立つ。
薫の打つ球は、鋭いライナー性の打球が多く、飛距離もだいぶあった。いくつかは石段の所まで転がってくる球もあった。
そして薫が何球か大きく打ち上げた次の打球。
薫のフルスイングした打球はあらぬ方向に飛んでいき、校舎を超えて中庭の方の飛んで行ってしまった。
薫はトテチテトテチテとリズミカルにボールを探しにいった。
薫がいなくなってからも打撃練習は続いた。
しかし、次に打席に入った選手も、その次に入った選手も、薫ほどの打球速度や飛距離はなかった。明志はそれを見て、あらためて薫の運動能力のすごさに感服した。
しかし、一方ボールを探しにいった薫は、いつまで経っても帰ってこない。ボールを探すのに手間取っているのだろうか。
明志はすっと腰を上げて、中庭に向かった。
中庭には、花壇の草むらに頭を突っ込んでいる薫がいた。
明志「おい、薫」
薫はピクッと反応してから、草むらから頭を抜きだした。
薫　「おや、龍谷じゃないか」
明志「ボールまだ見つからないのか？」
薫　「なんで知ってるんだ？」
明志「ずっと石段の所から見てたよ。薫が豪快にファールボールをぶっ放したところもね」
薫　「何だ見られてたのか。なんか恥ずかしいな……///」
薫は恥ずかしそうに頭を掻いた。
明志「それより、まだボールは見つからないのか？」
明志は薫の肩や背中についた葉っぱや土を払ってやりながら訊いた。
薫　「う～ん、そうなんだよ。このあたりに打ったと思ったんだけどなぁ。どういうわけか見つからないんだよ」
明志「そっか、薫にも見つけられないのか」
薫「私にもって、どういう意味だよ？」
明志「薫って探し物とか探すの得意そうだなと思ってな。鼻とか犬並みに効きそうじゃないか」
薫　「う～ん、犬の鼻がどれだけいいか分からないけど、確かに私は鼻がいいぞ。目をつぶっても目の前にいるのが誰か匂いで判断できるし、３００m先の家の晩飯は当てられる自信があるぞ。それから『お前の鼻は思わず舐めたくなるほどきれいな形をしているな』とよくナンパされるぞ」
明志「最後のは関係ないな」
明志はそう言いつつも、薫の鼻をそっと盗み見た。
目頭からすっとなだらかに伸びた鼻筋がとても奇麗だった。決して鼻が高いから奇麗ということではなく、顔の各パーツにおける配置がきれいに整えられており、その中で目立り過ぎずかといって他のパーツたちの間に埋没しているわけでもない。一つのパーツからでは決して感じられない、全体の調和から生まれてくる美。まさしくそれを体現したような鼻であった。
明志は頭を振るった。
いくら奇麗だとはいえ薫の鼻を舐めたいかと言われれば、そうでもなかった。いくら明志でも、生きた人間の、それも知り合いの人間の鼻を舐めるというのは抵抗のある行為であった。
明志は思わず悔しさに顔を歪ませた。
もし生きた人間でなく、マネキンがこの薫と同じ鼻を持っていたなら、すぐにお持ち帰りしていただろうに、と。そして自分の部屋にそのマネキンを置いて、夜な夜な人目を盗んで、ペロペロするのだ。あまりに愉快な妄想に明志は頬を緩ませた。
薫　「おい、おい」
薫が心配そうに、明志の肩を揺する。
薫　「おい、龍谷。龍谷ってば」
明志「えっ……な、なんだ。どうかしたか？」
薫が心配そうに、明志の顔を覗き込んでいた。
薫　「どうかしたかじゃないだろ。いくら話しかけても反応しないし、もしかして危ない薬でトリップして、お花畑に行っちゃたのかと心配したんだぞ」
　薫はさらに、顔を明志に近付けた。
明志「……」
薫の顔が近づけてきたため、必然的に明志の目の前には薫の鼻が迫ってきた。
白く透きとおった色をした小ぶりな鼻。驚くほどキメが細かくどことなくいい匂いがしてきそうだ。近くで見れば見る程、薫の鼻の美しさは一層加速した。
明志は懸命に意識をしないように努めるが、その努力は逆に薫の鼻への注意を呼び起こしてしまうだけだった。
目が薫の鼻から離せない。
明志「あ、……あ、うあ……」
明志の口が無意識のうち開く。そして舌がサバンナの捕食者のようにそろりと動く。
薫　「おい、龍谷。龍谷」
自分を呼び掛ける薫の声が遠くで聞こえてくる。
その声は明志の耳には届いているのだが、意識にまで届いてこない。雑音やBGMのように片方の耳から入って、もう片方の耳から抜けていく。
今薫なんかどうでもいい。
重要なのは薫の鼻だ。
鼻こそが重要なのだ。
薫が動くたびに鼻が動く。冷静に考えれば、それは当り前のことなのに、今の明志にはそれが生命の神秘のように感じられた。
明志「は、は、鼻が、う、動いている、動いてる。エッヘヘヘ」
鼻が独立した生命体のようだ。もし独立した生命体なら、それ単体で持ちかえることができるに違いない。
もしこの鼻を所持できたらなんと素晴らしいことだろうか。ポケットの中に忍ばせて、誰にも見られずに指先で弄ぶのだ。それは何事にも代えがたい快感であるに違いない。
明志「う……興奮してきた」
明志は鼻血がでそうになって、指で鼻を押さえた。そのときだった。
ドスン
低く重い音がなった。
サンドバックを本気で殴ったときのような、そんな音だった。
それと同時に明志は、脇腹に強烈な痛みを覚えた。
そして吹っ飛んでいた。
そして吹っ飛ばされながらやっと認識できた。
自分が薫になぐられたのだと。
明志「イタタ」
吹っ飛ばされ花壇に落ちた衝撃で、明志は腰を打った。
薫　「おい、大丈夫か。龍谷」
明志「だ、大丈夫かじゃねんだろ。痛いじゃねえか」
薫　「スマン。でも龍谷があんまり気持悪い顔してトリップしてたから、つい」
明志「ついって……そのついで人を殴るなよ」
薫「でも、私は龍谷が心配だったんだよ」
薫は手を差し伸べて、明志を抱き起した。
明志「イタタ」
薫　「そんなに痛むなら保健室行くか？」
明志「いや、それには及ばないよ。そんなに痛いわけじゃないし。それに今夏休み期間中だから保健室しまってると思うし」
薫　「そっか」
明志「はっ！？」
腰の痛みで気付くのが遅れたが、今目の前に薫の鼻があった。
それもさきほどよりずっと近くにだ。
明志「な、な……は、はあ……鼻が」
薫　「えっ」
ドスン
今度は顔を殴られた。
薫　「スマン、身の危険を感じて思わず手がでちまった」
明志「う……う、う」
薫　「大丈夫か、龍谷」
　薫が明志を抱き寄せる。
明志「は、鼻が……こんなに近くに……」
薫は再び拳を振り上げる。
明志「ま、待って、待って。お願いだから待って。もうやめるから。お願いだから殴るのはよして」
明志は、命の危険を感じて薫から即座に離れた。
その後、恐る恐る薫の鼻を見ても、興奮しなくなっていた。
薫に殴られて冷静になったのか、命の危険と性癖を天秤にかけて命の危険を選んだのか。とにかく、無事明志は真人間に戻ることができた。
明志「ところで俺たちは何をしてたんだっけ？」
薫　「何って。私の話聞いてなかったのか？」
明志「私のはな……だと」
薫の腕が上がる。
明志「う、うそ、うそ。冗談だって。薫が打ったボールが見つからないってことだったな」
薫　「うん。はやくボール見つけて打撃練習に戻りたいってのに。ボールはどこあるんだよぉ」
薫は周囲を見渡す。しかし、一向に見つからない。
明志「なら、戻れよ」
薫　「へぇっ？」
明志「だから、後は俺が探しとくから。薫は練習戻っとけよ」
薫　「悪いだろ、それは。私が失くしたボールだぞ。私が探さなくてどうするんだよ」
明志「そんなこと、気にすんなよ。こっちは暇で暇で仕方がないんだよ。同じ暇つぶしなら、人助けの暇つぶしの方がいいだろ。だから気にするな。早く練習に戻らないと、練習時間なくなっちゃうんだろ」
薫　「それは、そうだけど……なら私も一緒に探すよ。その方が早く見つかると思うし」
明志「いや、それは勘弁してくれ」
薫「どうしてだ？」
明志「これ以上、今薫と一緒にいたら本格的に新しい性癖が開発されてしまいかねんからな。そして同時に命の危険もな」
薫　「はぁ？」
明志「いやこっちの話だ。気にするな」
薫「そっか。なら本当に任せてもいいのか、ボール探し」
明志「ああ。もちろん」
薫「そっか、ありがとうな、龍谷。感謝するよ。今度必ずお返しするからさ」
明志「そうかい。期待せずに待ってるよ」
薫は手を振りながら走って行った。

＊＊＊＊＊＊
明志が一人で探し始めると、ボールはすんなり見つかった。
ボールは中庭に生えた樹木の枝に引っかかっていたのだ。
下ばかりを探していた薫が、見つけられなかったのも当然であった。
明志「ボール確保っと」
明志は見つけたボールをポケットにしまった。
明志はこの中庭を隅々まで見回ったことで、発見した事実があった。それは中庭の花壇や茂みには、意外に沢山のゴミが散らかっていたことだ。
最近ではこの中庭で昼食を食べていたというのに、そんなことちっとも気付かなかった。一見中庭は、花壇があり、芝も植えてあって自然豊かできれいに見えるのだが、実はそうではなかったのである。
明志「ったく、汚いなあ。誰か掃除しろよ」
明志は制服についた土を払い落しながら呟いた。
明志は見つけたボールを早速、薫に返しに行こうと野球部のグラウンドに向かった。
グラウンドについてボールを返そうと薫を探したが、見つからなかった。
明志「薫のやつ一体どこに行ったんだよ」
明志はなおも薫を探したが、どこにも見つからなかった。
ボールを返すだけなら、他の野球部員に渡すとか、そっとグラウンドの隅に置いて置くなどといった方法で十分であったが、明志にはそれをする勇気がなかった。
どうしようかと途方に暮れていると、体育館の入り口から中を覗き込んでいる女の子がいた。
その女の子は、野球部のマネージャーでいつも薫のそばにいる子であった。身長は彩と同じくらい小さい。顔をじっくり見たことはなかったが、いつも長袖を着ていたので覚えていた。
以前薫のことを先輩と言っていたことから一年生なのだと思う。
近づいてみると、体育館から歓声が起こっていた。
わずかに開けられた入口の隙間から見るに、中ではバレーボールの試合をしているらしい。
マネージャーの女の子は、体育館に入らないで頭だけを中に入れるような格好をして、時折身体を揺らしたり、足をばたつかせたりしていた。
そのあまりの異質さに、明志は思わず声をかけてしまった。
明志「そこで何をしているの？」
ビクッ
女の子は声をかけられたことに驚いて、硬直してしまった。
明志「ご、ごめん。驚かせるつもりはなかったんだ。ただ体育館を覗いて何をしてるのかなって思っただけだから」
女の子「………」
女の子は無言のまま、ゆっくりと振り向いた。
明志「あ、あ～と、えと、ごめんね」
女の子「……」
女の子はうっとうしそうに明志のことを睨んでいた。
明志は何か話さなくてはいけないと考え、思い切ってこの子に薫のことを聞いてみることにした。
明志「薫がどこにいるか知ってるかな？」
女の子「！」
今までこちらの呼びかけに反応しなかった女の子が、『薫』という言葉にわずかに反応した。
明志「薫どこにいるか知ってる、かな……」
明志は再度訊く。
すると女の子は、すっと指を体育館の中の方に向けた。
明志「体育館のなか？」
明志が女の子の肩口から中を覗き込むと、なんと薫がバレーボールの試合をしていた。
明志「なるほど、バレーボールの助っ人でこっちに来てたってことか」
明志は納得して頷いた。
コクリ
同じように女の子も頷いた。
明志はポケットからボールを取り出して、女の子に渡した。
明志「これ、野球部のボール。後で薫に渡しといてくれるかな」
女の子は不審がりながらも、そのボールを受け取った。
明志「でも、君野球部のマネージャーだったよね。だったら、わざわざ薫に返さなくても部の方に返しておいてくれればいいよ」
コクリ
女の子は再び頷いた。
ボールを野球部に返却するという要件が終わったので、明志は早く立ち去りたかったが、女の子がまだこちらを見てくるので困った。　　
何か見返りを要求されているかのように感じたからだ。
明志はポケットをまさぐって、飴玉を取り出した。
明志「飴いる？」
明志は飴玉を差し出した。
すると女の子は、差し出された飴をすんなりと受け取った。
女の子もこれで満足したのか、再び体育館を覗く作業へと戻って行った。
明志は立ち去りながら、不思議な子だなと思った。



明志「ふう……」
空は青く、太陽はカンカンと照っている。
暑い、暑い、暑い。
時刻的に太陽はすっかり昇りきっただろうが、これからまだ気温が上がるだろうことを思うと気が重くなる。
いくら日陰に避難しているとはいえ、それでも暑さを防ぐことはできない。風が全く吹かないからだ。
薫の失くしたボールを探す作業をしたためか、体温が非常に上がって、暑くてたまらなかった。
明志は自販機で一番つめたそうなジュースを買って渡り廊下に移動した。
明志「うわっ、何だこれ」
プルタブを開けて一口飲んだジュースは、どろりとしてねちょねちょした食感で、それでいて冷たいという不快感MAXの飲み心地だった。
ジュースのラベルを確認するとそこには『冷た～いおしるこ』と書かれていた。
明志はがっくりと肩をおろして、ジュースの缶を置いた。
『つめた～い』という言葉に反応してしまったのがまずかった。そのため、他のことに盲目になり、とんでもないものを飲まされてしまった。
明志「うわああああああああああああ」
悔しくて泣きそうになる気持をこらえようと叫んでみた。明志のか弱い絶叫は、部活動生の掛け声でいとも簡単にかき消されてしまった。
するとその後、すぐ志穂と工藤先輩が現れた。二人は大きな段ボールを一緒に運んでいる最中だった。
明志「工藤先輩、斎藤さん、こんにちは」
その声に反応して志穂は身体をくねらせて、明志の方を見た。そしてそれが明志だと認識すると、ウッと身体を震わせて逃げ出すような素振りをした。
が、先輩と一緒に段ボールを持っていたので逃げられなかった。
志穂のそんな動揺に気がつきながらも、工藤先輩は何食わぬ顔で明志に話しかけた。
工藤「これは、これは明志くんじゃないか。こんな暑い中野球観戦かい？」
明志「いえ、違います。ただの暇つぶしです。見ようと思って見てたわけじゃないですし。それにしてもその段ボールずいぶんと大きいですね。一体何が入っているんですか？」
工藤「これかい？　これはちょっとした備品だよ。今度生徒会室に置くね。この前業者に頼んでおいたのがちょうどいま届いたところなんだよ」
志穂「…………」
明志「要は荷物運びってことですね。なら僕も手伝いますよ。だいぶその段ボール重そうですし。二人だけだと大変でしょう」
明志はそう提案して、段ボールに近寄ろうとした。
しかし、そのとき志穂が移動して、明志と段ボールの間に割って入った。
工藤「おっと」
志穂が突然動いたため段ボールが傾き、先輩がバランスを崩してしまった。が、倒れることはなかった。そして、それまで黙っていた志穂が口を開いた。
志穂「随分とお優しいのね、龍谷明志……でもあなたの助けなんていらないわ。これは私と工藤先輩の仕事よ。それに二人だけでも全くもって問題ないわ。全然重くもなんともないもの」
工藤「まあ、それもそうなんだが。せっかくの機会だ。人の好意を素直に受けとるというのも生徒会長として、人の上に立つものとしての大事な役目だぞ。だからここは明志くんに仕事を手伝ってもらうことにしようか」
志穂「先輩ッ」
工藤「志穂。私に文句でもあるの？」
志穂「ムッ…………先輩がそういうなら仕方ないですが」
工藤「と、いうわけだ、明志くん。一緒にこの段ボールを生徒会室にまで運んでくれないか？」
明志「よろこんで」
というわけで明志は、工藤先輩と志穂との三人で巨大な段ボールを一緒に運ぶこととなった。
明志「むっ……」
段ボールは見た目以上に重量があるらしく、あまりの重さに明志のこめかみにうっすらと汗が流れた。
工藤「どうだい、けっこう重いだろ」
工藤先輩は、明志と同じ重さを持ち上げているというのに、何ともないようにへらへらと笑いかけた。
明志「こ、こ、これくらい、へっちゃらでよ。へっへっへ。なにせ男の子ですから」
工藤「そうか、そうか。それは頼もしいな」
志穂「…………」
工藤「それにしても、君もいいかげん彩くんから卒業したらどうなんだい？」
工藤先輩は、段ボールの側面を持っている明志に話しかけた。
明志には段ボールの重さで、返答どころではなかったが、ここで返さないのは気が悪かろうと思い、冷や汗をかきながら答えた。
明志「……は、はぁ」
工藤「君だっていつまでも彩くんにべったりというわけにもいかないだろ。いずれ、彩くんにだって好きな人ができたり、もしかしたら恋人ができるかもしれないだろ。
そのとき君はどうするんだ。前もって心構えでもなけりゃ、突然その時が来るというのはきついだろ。だから今のうちに『親離れ』というか、『彩離れ』でもしといたほうがいいんじゃないのか。
というか、もしかしたらもうすでに彩くんには恋人がいるかもしれないだね」
明志「ハハハ、そうなってくれるとこちらとしても嬉しいんですがね。それと、逆ですよ、先輩。先輩が言っていたことと。
親離れ出来てないのは彩のほうです。いつもいつも世話してやってるのは、僕のほうですから。あいつ一人じゃ何もできないですよ」
工藤「おやっ、そうなのかい？　なら君はいつも誰に朝起こしてもらっているんだい。誰に弁当を作ってもらっているんだい。なにより誰に心を埋めてもらっているというんだい。
これでも、まだ世話をしているのは自分の方だって言い張るのかい、明志くん」
明志「そ、それは…………確かに彩に世話になっているというのは事実ですが」
工藤「ふふふ。今日は素直でいいじゃないか。いつもそれぐらいの可愛さがあるとこっちとしても気持がいいもんなんだがね」
明志「かわかわないでくださいよ」
工藤「ハハハ。まあそれは置いといてだ。それを踏まえた上でちょっと話というか相談があるんだがいいかな？」
急に話を変えられたことに戸惑いを感じながらも、明志は返事をした。
工藤「明志くんに提案なんだが。彩くんからの卒業をかねて、勉学以外の活動をしてみないか？」
明志「え～と、学外活動ということですか？」
工藤「そんな大それたことじゃないよ。この夏の暇つぶしとして生徒会に入って仕事を手伝ってほしいってだけの話だよ」
明志「生徒会！？」
工藤「ああ」
明志「僕がですか！？」
工藤「ああ」
明志「あ～、え～と、なんていえばいいんだろう……僕が生徒会に、ですか」
明志はなんと返答するのがいいか、分からなかった。
工藤「志穂くんをはじめ他の生徒会役員たちも、この時期は引継ぎや準備とかで色々と忙しいからね。だから、ぜひ君に生徒会に入って手伝ってほしいんだよ」
志穂「私は反対です」
そのとき志穂が猛烈に反対してきた。
志穂「どうして、龍谷明志を生徒会に入れるなんていう話になっているんですか。そんな必要はないですし、なによりいくら工藤先輩だからってそんな横暴通らないですよ」
工藤「まあ、まあ、そんなに興奮しないでくれ。それに私には志穂がなんで明志くんを生徒会に入れるのを反対するのかイマイチよくわからないんだが」
志穂「なんでって、それは…………龍谷明志なんていう学園の最重要不穏分子を生徒会に入れられるわけないじゃないですか」
工藤「いやいや、その論理はおかしいぞ。まず、彼はちっとも不穏分子なんかじゃなければ、監視しておかなければならないような存在でもない。ただの一般生徒だ。
そしてもし、龍谷明志を学園の不穏分子だと仮定するなら、一層彼を生徒会に入れて、いつでも監視できるようにしておくべきではないのかね。この学園では、生徒会長は一般生徒に対して命令権はないが、同じ生徒会役員になら明確な命令権が与えられているからな。これに反論でもあるかい？」
志穂「ぐぬぬ」
工藤「それに、彼が生徒会に入ればきっと役に立つだろうさ。それに、もうすぐあれがあるだろう。あれの準備には予想以上に人員と労力がいるよ。そのためにも少しでも人は多い方がいいだろう」
志穂「確かに、仰ることはわかりますが……で、でもそれなら龍谷明志でなくても。他にも優秀な人材はたくさんいます」
工藤「しかし、あれの準備には基本的に生徒会の人間で行わなければならない。そうだろう？」
志穂「……それが伝統ですからね」
工藤「そうだ、伝統だ。伝統はときとして明文化された法律よりもやっかいなものだが、あえてそれを壊すことを私は良しとしない。　
なぜなら、伝統こそが歴史を作るからだ。私は少なくともそう思っているよ。志穂はどうだい？」
志穂「はい。私もその意見には賛成です」
工藤「その口ぶりだとまだ明志くんの生徒会入りを認めているわけじゃなさそうだな」
志穂「そ、それは…………」
工藤「ふふふ、頭では分かっていても心がまだ追いついていないとうところかな。志穂。君の感情もわからなくもない。だが、常に効率と成果を求めてきた君が、龍谷明志の生徒会入りを反対するのはおかしいだろう。おそらく自分自身でも己の信念と感情の矛盾が起きて、折り合いがついていないんだろう。
まあいいだろう、話を続けよう。
さっきも言ったように、あれの準備は生徒会が、しなければならない。しかし、いくら会長でも独断で生徒会役員を決めることはできない。つまり、新しい役員をもってくるにしても、それを生徒たちの投票または信任によって賛成を貰わなければならない。
しかし、困ったことに今は夏休み期間中だ。生徒たちからの投票を貰うこともできない。だからといって、生徒たちの投票なしで勝手に生徒会役員を決めたとなると、のちのち生徒たちからの反発もあるだろう。
だがしかし、その新任の生徒会役員が『龍谷明志』なら話は別だ。
彼なら生徒たちからの投票がなかったとしても誰も反論する者もいないだろう。
それにたしか今、副生徒会長の席が空いていただろう。そこに明志くんを入れよう。そうすれば、もう誰からの批判も上がってこないだろうね」
工藤先輩は少し顔を曇らしてから話を続けた。
工藤「ただ、懸念されるのは『彩くん』の存在だね。龍谷家側の人間である彼女が、明志くんの生徒会入りを認めるとはとても思えない。それに、彼女の個人的な感情的にもね。
でもそこは私がなんとかしておくから、君達が気にかけることもないだろう」

志穂「もう知りません。私行きますんで」
志穂は突然そう言うと、三人で持っていた段ボールから手を離し、来た道を戻って行ってしまった。
明志「ぎゃあああああああ」
突然自分の腕に振りかかってきたすさまじい重量に、思わず明志は絶叫した。
工藤「ふむ、志穂にも困ったものだな」
工藤先輩はやはり重さなど気にならないらしく、平然としていた。
この人なら段ボール一人で持てるじゃんと、明志は心の中で突っ
込むのだった。
明志「あの、それより、生徒会の話なんですけど」
工藤「ああ、そうだったな。元の話はそれだったな」
明志「僕、一言も生徒会に入るなんて了承してないんですけど」
工藤「なんだ、イヤなのか？」
明志「イヤってわけじゃないんですけど……」
工藤「なら、いいじゃないか。全く問題ないじゃないか」
明志「それより、僕でいいんでしょうか？　それも突然に。他の生徒会役員の人たちにも迷惑かけないでしょうか。斎藤さんにはもう迷惑かけちゃったみたいだし(ショボーン)」
工藤「なに、心配することはないさ。志穂も本気で君の事を嫌っているわけじゃない。それどころか仲直りしたいと思っているはずだよ。
でも、そのきっかけがない。そして何より彼女の性格上、自分から相手に歩み寄ることができない。君も現状を理解していないから何がどうなって、どうすればいいのか分かっていない。だから今君達の関係が変な膠着状態に陥っているんだよ。
とはいっても志穂くんも仲直りしたい、君と仲良くしたいってのが本心だろうから、彼女のことを嫌わないであげてほしい」
明志「もちろんです」
工藤「それから、他の役員のことについてだが。君は自分が思っているよりよほど他人から好かれているよ。だから君が生徒会に入ってきたことによって、迷惑がかかるんじゃないかなんて気にする必要もないよ」
明志「……そうですか。でもやっぱり、僕なんかが生徒会に入ってもいいんでしょうか？」
工藤「それは自分の実力や能力的なことで心配しているのか？　……それとも自分が龍谷家の当主だということで心配しているのか？」
明志「え～と、そうですね。どちらかといえばどちらもですね」
工藤「そうか、ふむ。まずは、明志くんの能力についてだが、これはまったく問題ないだろう。君はたしかに補習組ではあるが、それは成績が悪いわけでも特別知能がないわけでもなかろう。
それから、君が龍谷家当主だということだが……」
工藤先輩は少し唸って俯いた。
工藤「……そうだね。確かにこの町で、権力を握っている二大勢力。『龍谷家』と『学園』のトップを同じ人が担うことは、権力の独占になりかねない。県議会ましてや政府、国会からも批難がでるかもしれない。
でもそこは安心してくれ。誰も君も生徒会長にしようなんて思ってない。生徒会長はあくまで志穂くんで、君はその補佐、つまり副生徒会長だ。生徒会長以外の役員の権力なんてないも同然だしね。一般生徒と同じ程度よ。
だから権力の独占にはならないわ。もし、これでも批判がでたらそのときはそのときで、こちらで処理しておくわ。だからそこは安心して」
工藤先輩は段ボールを床に置いた。それから、手首をひねったり、腰を回したりした。それからおもむろに明志を見据えた。
工藤「といっても、これは君に権力を独占しようという意思がなければの話だけど」
明志「そんなことはしませんって」
明志は断言した。
工藤「ふふふ。そうね、明志くんはそういう人間だったのよね」
工藤先輩はうれしそうに笑った。
工藤「よし、なら善は急げよ。さっそく生徒会室に案内しましょう」
工藤先輩が拳を元気よく突き上げた。そのとき背後から声をかけられた。
役員「工藤先輩、ちょっといいですか。予算のとり方についてお聞きたいことがあるんですけど」
話しかけてきたのは、書類を抱えた女の子であった。どうやら生徒会の新役員で工藤先輩の後輩らしい。
工藤「おお、ちょうどいいところに来たじゃない」
先輩は役員の質問には答えずに、女の子を引き寄せた。
工藤「いいところってどういうことですか？　えっ、わあっ、ちょっと」
工藤「早速だが、君は彼のことを知っているか？」
工藤先輩は明志の方を指差した。
役員「わぁっ」
女の子はそこで初めて、ここにいるのが明志だということを知って、思わず叫んでしまった。
明志はどうしたらよいか迷った末、とりあえず笑っとこうと考えた。しかし、顔が引きつり、困窮した頬笑みになってしまった。
明志・役員「「…………」」
二人の間で気まずさが流れた。
役員「あっ、ええと、その。ごめんなさい」
女の子はすまなそうに頭を下げた。
明志「いや、大丈夫だよ」
工藤「何してるんだよ、君達は」
工藤先輩は呆れたように言った。
工藤「そういうわけなら、紹介の必要もないとは思うけど一応だ。こちらは龍谷明志くんだ」
明志「はあ、どうも」
明志は後頭部に手を当てて、頭を下げた。
女の子もそれに合わせてペコリと頭を下げた。
　先輩は紹介を続けた。
工藤「この学園の二年生の男の子だ」
役員「はあ」
女の子は、先輩の言わんとしていること理解できないらしく、頭を傾げた。
工藤「そして、言わずと知れた龍谷家の現当主様であらせられる」
役員「……それぐらいなら知ってますけど」
工藤「それでもって、今日から新生徒会の新しい役員、それも生徒会副会長になる男です」
役員「はあ……って、ええええええええええええええ」
女の子は、顎が外れんばかりに口を大きく開いた。
持っていた書類が床に散らばった。しかし、それを気にするほどの余裕もないようであった。
役員「な、な、なんでですか。ちょっと、よく状況が読み込めないんですけど」
工藤「いいから、いいから。そんなこと気にしなくて。理解すべきは今私が言ったことだけで十分だから。龍谷明志はこれより、君達と同じように生徒会役員になるってことだけだから」
役員「そんな勝手に……」
工藤「すでに志穂くんからの了承はもらっているから」
役員「……会長がイイって言ってるなら、私が反対することでもないですから、反対はしませんが」
女の子は、しぶしぶながら明志の生徒会入りを認めてくれたらしい。
工藤「戸惑いはあるだろうけど、心配することでもないだろう。彼はきっと役に立つからね。これからの生徒会にとっても、この学園にとっても。そして君達にとってもね」
役員「私たちにとっても役に立つ、ですか？」
工藤「ああ、その通りだ」
工藤先輩は胸を張って断言した。
工藤「それでなんだけど、君に明志くんを生徒会室まで案内してあげてほしいんだよ。それに生徒会の仕事のこととかもね」
役員「わ、わ、私がですか？」
工藤「ああ、私に君にお願いしてるんだよ」
役員「……わかしました」
女の子は明志を生徒会室に案内するのがイヤなのか、ずいぶんと低い声で返事をした。
工藤「それじゃ、私はこれを一人で運んでおくから。案内よろしくね」
そういって先輩は床においてある段ボールを持ち上げようとした。
明志「その段ボール生徒会室に運ぶんじゃないんですか。それなら、生徒会室まで僕も運びますよ」
工藤「いや、それには及ばないよ。ああ、そうか君は知らないのか」
明志「？」
工藤「それもそうか。明志くんは、この学園ではあくまで一般生徒という位置づけだからね」
工藤先輩と後輩の女の子は二人して頷いた。
明志「どういう意味ですか？」
工藤「明志くんが、今この学園の生徒会室だと認識している場所はどこだい？」
明志「えっ？　生徒会室って、職員室の隣にあるところですよね。えっ、違うんですか？」
工藤「正解といえば正解だし、間違いといえば間違いだね」
明志「どういう意味か、さっぱり」
工藤「ふふふ、あれはフェイクだよ。フェイク」
明志「はぁ？　フェイク？」
工藤「そう、あれはいわば囮。権力をもったこの学園の中枢部である生徒会室の集合場所をむざむざと晒している訳ないだろう。テロにでもあったらどうするつもりだい」
明志「……テロにあうような組織なんですか、ここの生徒会って」
工藤「んん？　明志くん、何か言ったかい？」
明志「いや、何も」
工藤「そうか、ならいいが。とにかく、そういうことなんだ。実は、表向きの生徒会室の他に、もう一つ本当の生徒会室があるの。
だから、この段ボールは表向きの生徒会室。つまりは職員室のとなりの部屋に運ぶことになってたのよ。
普段は囮の部屋として、使ってないんだけど。ときにはこうやって備品を運んでおかないと、人気がないってバレるのよ。
まぁそれはおいといて、今から君を案内する所が本当の生徒会室ってことだよ」
明志「わぁ、驚きました」
工藤「ふふふ、じゃ、後はお願いね」
工藤先輩は軽々と段ボールを持ち上げた。
役員「そんな、先輩待ってくださいよおおお」
生徒会役員の後輩の女の子は、すがるように言ったが、先輩は軽く手を振って立ち去った。
残された二人には、当然のように気まずい雰囲気が流れた。
明志・役員「「………………」」
女の子はこちらをちらりと見て、目があるとすぐに反らした。
明志はこの気まずさに耐え切れず、口を開いた。
明志「あの、ごめんね、こんなことになっちゃって。嫌なら別に案内なんてしなくていいから。じゃ、僕は補修があるから、これで」
明志はそう言って立ち去ろうとしたが、すぐに呼び止められた。
役員「待ってください。工藤先輩に案内しろと言われましたし、それにイヤなんかじゃありませんから。
そのぉ、りゅ、龍谷明志さんを本当の生徒会室に案内していいものかと考えていただけですから」
明志「考えていた？」
役員「も、もしかしたら、私の考えすぎっていうだけのことかもしれませんが……」
明志「いいよ、聞かせてみて」
明志は優しく語りかけた。
役員「……はい。えっと、ご存知だと思いますが、この町は龍谷家とこの学園の二つの権力集団によって構成されています。そしてその一方である龍谷家の現当主を、学園の中枢機関の生徒会室にいれてもいいものなのかと。
うわわわわわ。私は別に生徒会の場所を教えるのがイヤだとか、龍谷家に反感を持っているとか、敵対しているとかいうわけじゃないですよ。ただ倫理的な問題としてどうなのかと」
明志「権力の独占が生まれるんじゃないかと、そういうことかい？」
役員「あっ、はい。そうです」
　女の子はずいぶんとはっきりと返事をした。
役員「もちろん、学園がそもそもこんなにも権力を持っているのは、もともと学園という組織が龍谷家サポートを生業としていたからにほかなりません。そう言う意味で、生徒会が同じようにこんなにも権力を持ったは、紛れもなく龍谷家のおかげです。
つまり、そういった意味からみると、学園も生徒会も龍谷家の下組織です。だから、本来なら龍谷さんが生徒会に入ろうと何の問題もないと思うんですけど…………」
明志「続けて」
役員「はい。もしかしたら失礼な発言になるかもしれないんですけどよろいしですか？」
明志「うん、いいよ」
役員「……今では龍谷家と学園は同じくらいの力関係になっていると、いうのが一般的な考えでして。私が思うに、実際そうなのでしょう。
先ほども言ったように、龍谷家と学園は二つの権力集団。それも同じくらいの権力をもった集団となっています。そういった意味では、互いに権力の行きすぎを押さえる仕組みが、自然と働いていると思うんです。だからこそ、ここ最近、この町は平穏に過ごせていると私は思っています。
こういった良い意味での均衡状態の中、一方のトップをもう片方の中枢機関に入れるというのは…………」
明志「良くないってことだよね」
役員「……はい」
明志「でも、それなら大丈夫だと思うよ」
明志は軽い感じでいった。
先ほどまで随分と重いトーンで話していた女の子も、この明志の軽い返事にやや拍子抜けしたような顔をした。
明志「実はさっき、工藤先輩と同じような話になったんだ。そしたら、先輩がそんなこと気にしなくていいってさ。それどころか批判がでたら自分が何とかするってのも言ってたし。だから大丈夫だと思うよ」
役員「そ、そうだったんですか……工藤先輩がそう言ってるなら安心ですね」
この子、流されやすいタイプなんだなーと明志は思った。
明志「それにしても、やっぱり生徒会の人だよね。龍谷家とか学園の関係のこととかよく知ってるし」
役員「そ、そんな。こんな知識、テレビでさんざん言っているじゃないですか」
明志「え、そうなんだ。僕テレビとか見ないから知らなかったよ」
役員「へえ」
女の子は何がへえ、なのか分からないがとにかく深く感心したみたいに頷いた。
それから明志を本当の生徒会室に案内した。
本当の生徒会室というものに顔をだしたが、誰もいなかった。
生徒会室はいたって普通の場所に、いたって普通のつくりをした部屋であった。木を隠すなら森の中、人を隠すなら人混みのなか、ということなのだろう。
明志を案内した女の子は、明志を机に座らせてからお茶をだした。
明志「ありがとう」
役員「私はこれからまだ仕事があるので、失礼しますね」
女の子はそう言い残すと、明志を一人生徒会室に残して立ち去ろうとした。
明志「ちょ、ちょっと待ってよ。僕はどうすればいいの？」
明志は思わず、立ち去ろうとする女の子の腕を掴んだ。
女の子は困ったように、ニヤけてから、何かを言いだそうとした。
明志はその言葉を待って、手を離した。
その瞬間女の子は扉を開けて、走って逃げ出してしまった。
役員「ごめんなさぁ～い、やっぱり私には荷が重すぎましたぁああああ」
女の子は廊下を走りながらそう叫んだ。
明志はしょうがなく、出されたお茶を飲んでしばらく生徒会室で涼んでいた。
するとそこに志穂が現れた。
明志は志穂に向かって手を振った。
志穂は入ってすぐ、そこにいる明志に驚いたが、さきほどのやり取りが現実だったことを悟ったようで、がっくりと肩を落としてみせた。
志穂「はぁ、工藤先輩にも困ったものだわ」
明志は苦笑いするしかなかった。



教室に戻ると、彩が怖い顔をしていた。
明志「彩、どうかしたのか？」
彩　「どこに行ってたの？」
彩はそう訊いてきた。
明志「えっと、図書室だけど」
明志は嘘をついた。
というのも彩との長年の付き合いから、こういうときは嘘をついてでも彩の機嫌を取るほうが良いということを理解していたからだ。　
いつもならこう答えれば、反論する証拠もない彩は諦めるしかなかった。だが、今日は違った。
彩　「嘘。図書館にいたなんて嘘でしょ。さっき渡り廊下にいるの見たもん」
明志は思わず項垂れた。
どうやら今日は証拠があったようだ。
確かにこの教室から見ようと思えば、三階の渡り廊下を見ることができる。でも、距離がけっこうあるので、その渡り廊下に誰がいるかまでは見られないはずだ。一般人には……だが。どうやら彩には見えたらしい。
これは困ったと、明志は思った。
自分が渡り廊下にいるところを見たということは、工藤先輩と話していたところも見たという可能性が高い。それに、彩がこんなに意気込んでいるところから察するに、工藤先輩と話しているところを実際に見たのだろう。
彩　「それに渡り廊下であいつと話してるのも見たよ」
彩のいうあいつとは『工藤先輩』のことだろう。やはり見られていたらしい。
彩の天敵である工藤先輩と話しこんでいるのを見られたのはまずかった。
彩　「何話してたの？　どんな話してたの？　あいつ何て言ってたの？　あいつに何て言われたの？　あいつどんな嘘をついた？　あーくんは何て言ったの？　あいつの何を話したの？」
明志はできることなら、彩には話さない方が望ましいと考えていた。別に彩をのけものにするとかそういうことではなく、間違いなくややこしくなるだろうからだ。しかしここまでくると、彩に正直に話すしかないだろう。
明志は決心した。
明志「実は、工藤先輩に誘われて生徒会に入ることにしたんだよ」
彩　「せ、生徒会？」
彩は予想外のことを口に出されてポカンとしていた。
明志「夏前にあった生徒会選挙で選出された人たちで、構成された新しい生徒会に入ることになったんだ。副会長としてね」
彩　「なんで……」
明志「工藤先輩は生徒会引退したから、今の生徒会にはいないよ」
明志はとっさにつけ足した。しかし、彩の癇に障ったのはそのことではなかったらしい。
彩　「どうして、どうしてそんなことになったの？」
明志「え？」
彩　「どうして？　なんで、あーくんが生徒会何かに入ることになってるの？」
明志「何て言えばいいんだろう。成り行きっていえば成り行きだよな。それと生徒会副会長にさせてもらったし」
彩　「ねぇ、ねぇ」
彩は、明志の袖を引っ張る。
明志「何？」
彩　「ねぇ、ねぇ、ねぇったら、ねえ」
彩は絶叫に近い声を出した。
彩　「どうして、どうしてそんなことするの？　どうしてそんな無意味なことするの？」
彩は明志の腕を強く握る。彩の爪が明志の腕の肉に突き刺さり、痛みが走る。
明志「む、無意味なんてことないだろ。普段俺たちは学園に通わせてもらって、世話になってるだろ。特に俺たちは、儀式とかの関係でいっぱい迷惑もかけてるだろうし。恩返しのつもりじゃないけど、少しでも学園のためになることをしたいと思ったんだよ」
彩　「ハハハハハ、ギャハハハハ」
　彩は目を細めて笑いだした。
彩　「お世話になってる？　迷惑？　恩返し？　違うよ、違うよ。あーくんそれは全然違うよ。この町もこの学園もあーくんのためにあるんだよ。あーくんの為に作られて、あーくんのために存在してるんだよ。だからあーくんが学園に感謝する必要なんかこれっぽっちもないんだよ。逆に感謝なら学園側がすべきなんだよ。だから、あーくんがこの学園に迷惑をかけているかもしれないとか、生徒会に入って学園に恩返しようとか、そんなこと考えなくてもいいんだよ。必要ないんだよ」
明志「たとえ必要はなくても、俺はしたいんだ。自主的にね。たしかにはじめのきっかけは成り行きかもしれない。でも今は確かに生徒会に入って頑張りたいと思ってるんだよ」
彩　「…………」
明志「大丈夫、彩との時間は今まで通りにつくるから。それでいいだろ」
彩　「……約束破ったら許さないから」
彩は明志の腕を抉っていた手をゆっくりと離した。彩の指先からねっちょりと血が垂れていた。
７月２８日
志穂「コラー、内宮さん、待ちなさい」
薫　「およ？　追いかけっこかい？　かけっこなら私負ける気がしないぜ」
志穂「待ちなさぁああああああい」
人気のない廊下で、志穂が薫を追いかけている。
他に人がいないので、薫はどんどんと加速していく。志穂は加速した薫に追いつけるわけもなく、どんどんと差が広がっていった。
志穂「ま、まちな……もうダメ。げほげほ」
薫　「およ？」
膝に手をついてげほげほしている志穂の元に薫は戻ってきた。
それから、志穂の背中を擦ってやった。
薫　「大丈夫か、会長さん？」
志穂「あ……あなたのせいでしょ。いきなり走り出すんだから」
薫　「それは会長さんが追いかけてくるからで」
志穂「言い訳なんてしないで頂戴。……うぇ、吐きそう」
薫　「おい、おい大丈夫かよ」
志穂「内宮さん。どうしてあんな破廉恥な格好で廊下に出ることができるんですの？　下着も見えてましてよ。着替えながら廊下を走るなんて正気の沙汰じゃありませんわ」
薫　「えええ。別に誰も見てないんだし、いいじゃんそれくらい。それに急いで練習に行きたかったんだもん」
志穂「だからって、廊下で下着姿なんて……恥ずかしくありませんの？」
薫　「私は別に構わないよぉ」
志穂「なっ……あ、あなたが恥ずかしくなくても、見てるこっちが恥ずかしいんですのよ。今回見かけたのが私だったから良かったものの、男子に見られたらどうするるもりでしたの？」
薫　「だから、私は誰に見られようと構わないって」
志穂「あなたが構わなくても、見てるこっちが困りますの」
薫　「さっきと同じやり取りしてるって、会長さん。少し落ち着いたら」
志穂「わ、私は落ち着いてますわ。むしろ落ち着かないといけないのはあなたの方でしょ。うぇ……げほげほ」
薫　「ほら、そんなに怒るから。身体に悪いよ」
志穂「怒らせてるのは、あなたでしょうが。もう、全くあなたって人は」
やれやれと志穂は頭を振った。
志穂「それにしてもあなたという人は、どうしてこんなにがさつというか大雑把というか、大味な性格なんでしょう。同じ女性として考えられませんわ。そもそも、女性とは太古の昔～～～～～～～」
薫「話長そうだから行こう」
薫は、饒舌に説教を始めた志穂を残して立ち去った。


薫はグラウンドに急いで、その途中、中庭に着いた。
ここから校舎内を突っ切ればグラウンドまで一直線で行ける。
しかし、ここで薫は昨日の明志のことを思い出した。
明志は、昨日失くしたボールを探して見つけてくれた。そしてそれを届けてくれたらしい。そのことは野球部のマネージャーでもある後輩から聞いた。
それからまだ明志に会っていないので、感謝の言葉を告げることできていない。今すぐにでも明志を探して感謝をしたいが、今は部活に急いでいる。
薫はふと、明志がどこにいるだろうかと考えた。
普通に考えれば補習の授業を受けているに違いない。でも、昨日の明志の言葉を思い出した。
『石段からプレーを見ていた』
そうだ、もしかしたら石段のところにいるかもしれない。
薫はグラウンドまでの近道である校舎へと伸ばした足を戻して、石段へと向かった。
石段に着くと案の定、そこには明志が石段に座り込んでいた。
薫はさりげなく、偶然鉢合わせしたように振舞うことにした。
薫　「あっれぇ～。龍谷じゃん。こんなとこでなにしてんだよ。補修のサボりか？」
明志「まあ、そんなとこだよ」
薫「そっか。なら、今暇なのか？」
明志「わりかし暇だな」
薫　「こんなトコで見てないで、中に入ってくればいいのに。あそこのベンチなんて特等席だぞ。ただちょっと暑いけどな」
　そういうと、薫は野球部の練習をしているグラウンドの内のベンチを指差した。
明志「あんなとこにおれがいたら迷惑だろ」
薫　「めいわく？」
薫は首を傾げる。
明志「皆が変に気を使って、練習がままならなくなるだろ」
薫　「なに変なこと考えてんだよ。おまえバカか。そんなに相手のこと考えてる暇があったら、行動しちまえばいいじゃんかよ。ほらっこっちこいよ」
薫は手を無理やり引っ張って、明志をベンチのところまで連れてきた。薫と明志のやり取りは校庭中に響き渡ったようで、練習していた生徒たちがみんなこちらを見ていた。
薫　「はやくこいよ」
明志「嫌だって、やめろよ。そんなこと望んでないって」
薫　「見栄を張るなって」
明志「見栄なんてこれっぽちもはってねぇって」
志穂「あなた達すこし黙りなさい」
校舎の窓から顔を出した志穂に怒られた。
これ以上志穂にも他の生徒の人にも迷惑を掛けるわけにもいかず、明志は仕方なくベンチまでいって腰掛けた。それで満足したらしく薫は野球部に声をかけて練習に入っていった。
砂埃が舞い、ボールが転がる。
それを流れるような動きでキャッチし、ファーストに投げる。（練習描写）
カキーン
明志「わぁっ」
ボールがこっちに飛んできて、明志はもう少しで当たりそうになった。皆の安堵の溜息がこぼれている。
ベッターボックスのほうを見ると、薫が片手で謝るような仕草をしていた。それからも何度も明志はボールに当たりそうになった。
こんな危ないところさっさと逃げ帰りたかったが、これで逃げたなんて思われたくなかったので、明志はじっと我慢した。
そして運良く、練習が終わるまで一度も当たらずにすんだ。

野球部は休憩に入ったらしく、皆がグラウンドから退いた。
明志も教室に戻ろうかと腰を上げたところで、女の子が駆け寄ってくるのが見えた。それは、この前体育館から薫を覗き見していたマネージャーの女の子だった。マネージャーの女の子は手には紙コップがあった。
女の子はコップを落とさないように注意しながら、明志に差し出してきた。
明志「くれるの？」
マネージャー「……」
女の子は何も答えず、頷いただけだった。
明志「ありがとう」
明志は素直に受け取った。
実は長時間の炎天下で、ひどく喉が乾いていたのだった。そのためこの水は、非常にありがたかった。
マネージャー「……内宮先輩が持って行けって言っただけだから」
女の子は、ぼそっとそう言って立ち去った。
こんなに暑いというのに相変わらず長袖のジャージを着ていた。
暑くないんだろうか。
いや、顔には大量の汗をかいていたことからみても、やっぱり暑いことは暑いのだろう。
明志「どういうことなんだろう？」
明志は女の子のことを不思議がった。



半分無理やりのような形で入った生徒会ではあるものの、やるからには役目を全うしようと明志は考えていた。
とはいえ、明志に何かしらの仕事が与えられることはなかった。
志穂は、明志に出会いそうになるとすぐに逃げるし、やっと話しかけられたとしても生返事を繰り返すばかり。他の生徒会役員たちも、明志とどう接したらいいのか分からないという状況であった。
今まで数回、生徒会室に顔を出してはいたが、明志が来たらすぐに微妙な空気になってしまう始末であった。
とはいうものの、これで生徒会室から足が遠ざかれば、生徒会に入れば役に立つとまで断言してくれた工藤先輩に申し訳ない。そういう気持から気が乗らないが、明志は再び生徒会に顔を出すことにしたのだった。
明志は生徒会の扉の前で立ち止まり、逡巡する。
扉の奥では楽しそうな役員たちの声が聞こえてくる。
明志「これ以上、何かを考えても仕方ないな」
明志は頭を振るって余計なものを払い取った。
それから決心を固めて生徒会室の扉を開いた。
生徒会室に入ると、おしゃべりをしていた役員達が一斉に開いた扉に振り返ってきた。
口を開くのをやめ、作業をとめ、ペンをおき、呼吸さえもやめる。
沈痛なほどの空気が、津波のように押し寄せる。
先程まではあれほど騒がしかったはずなのに、生徒会室はすっかり静まり返る。
こちらをちらりと窺い、またすぐに視線を反らせる。ごくりと生唾の飲み込む音が聞こえる。
明志はやや顔を伏せながら、一番隅のイスに腰を下ろす。
誰かがわざとらしく咳払いをする。
それから皆が、我に返ったように動き出す。
しかし、ぎこちない。
誰もが糸で操られたマリオネットのようにぎこちなく、表情はこわばっている。しきりに机に足をぶつけ、こけそうになっている。
役員１「うわあ、ミスしました」
役員２「キャ、インクこぼしちゃいました」
役員３「ぎゃああ、お茶こぼしちゃいましたあああ。ずいまぜん(泣)」
慌ただしく動いているものの、いたるところでミスが起きている。
役員４「あわわわわ、忙しい、忙しい」
明志「あのぉ、忙しいなら僕も手伝うよ」
　明志は見かねて声をかけた。
役員４「えっ！？」
明志「なりゆきとはいえ、僕も一応生徒会役員になったわけだし。何か仕事ないかなって？　なんでもするよ」
役員共「「「………………」」」
皆が困惑して、目を見合わせている。
明志「な、なにか…………ない？」
再び明志が訊ねた。
役員共「「「……」」」
誰も返事をしない。
明志は立ち上がり、コピー機の前で戸惑っていた少女に声をかける。
明志「これ、おそらく中で紙がつっかえているんだと思うよ。なんなら僕が直してからコピーしておくよ」
役員１「ひぃっ、い、いえ、いええ、だ、だ、だ、大丈夫です。してもらわなくてもぉ」
少女は身体をくの字にして叫んだ。
次に明志は、「忙しい、忙しい」と言ってテンパりまくって、花瓶を本棚にしまおうとしていた少女に声をかけた。
明志「花の水なら僕が換えてくるよ、花瓶貸して」
明志は手を差し伸べた。
しかし、すぐさま手を払われた。
役員４「いぇぇぇ、これは私の仕事ですから。他の人にしてもらうことなんてできません。それに私がしないと、花が死んじゃいますからぁああああ」
花瓶を取られないように、花瓶をお腹のあたりでラグビーボールのように抱えながら少女は絶叫した。
明志「そんなことないと思うけど」
役員４「そんなことある、ある、あるんです。だ、だから、私がしないとぉぉ」
明志「う、うん、わかったよ」
明志は戸惑いながらも引き下がることにした。それから、他に手伝える仕事はないだろうかと生徒会室の中を見渡した。

すると、明志のもとに一年生の生徒会役員の子が近づいてきた。
右手と右足が一緒に前に出て、不出来な二足歩行ロボットのような歩き方だった。
先ほどお茶をこぼした子だ。
女の子は緊張しているのか、視線がグラグラと揺れていた。前をしっかり見ていないのか、立ち止まっていた明志にぶつかって、それでやっと立ち止まった。
明志「？」
すると突然少女は口を開いた。
役員３「お茶くんできて」
明志「……えっ、と。僕が」
役員３「はい」
役員共「「「ぎょええええええええ」」」
他の役員たちが一斉に絶叫しながらその子に襲いかかった。
体をおさえつけて、口をふさいでいた。そのなかの一人が女の子の頭を手で押さつけながら、明志に謝罪した。
役員２「す、す、す、すいません。こいつ少し頭が緩い奴でして。でも決して悪気があって言ってるわけじゃないんです。お願いですから、命だけは、命だけは助けてやってはくれませんか」
そういってきた少女は今にも土下座しそうないきおいで言った。
明志「別に気にしてないけど」
役員２「ホントですか。ありがとうございます、ありがとうございます。ほらっ、お前も感謝しろ」
役員３「うわっ、やめてください、頭押さえないで下さい。痛いじゃないですか」
女の子たちは再び騒がしくなった。
今度はおしゃべりんかではなかったが。


明志はその騒ぎのなかそっと、生徒会室を出た。
明志「せっかく彩を説得までして生徒会に入ったというのに、仕事もまともにもらえないとは……」
明志はがっくりと肩を落とした。
仕方がないので、明志は校内をぶらぶらしていた。
そして中庭を通りかかったとき、この中庭が一見奇麗なのに、実はゴミが大量に捨ててあることを思い出した。
明志「せっかくだし、ここ掃除しようかな。こういった校内の美化活動もきっと生徒会の仕事だよな。斎藤さんもよく校内の掃除とかしてるし」
明志はゴミ袋と軍手を見つけてきて、中庭の掃除をはじめた。
茂みに腰をおろしてゴミを拾う。
さまざまなものが落ちている。
紙パックに空き缶。
漫画雑誌に紙くず。
折れた鉛筆に軍手。
紅白帽に靴下。
割り箸にビニール袋などなど。
茂みに手を伸ばせば伸ばすほどゴミの散らかりようが見えてくる。
明志「ったく、誰だよこんなところにゴミを捨てるのは」
明志は呆れながらも黙々と作業を続けた。
そのとき
ビシャ
明志の身体に大量の水が吹きかけられた。
明志「ぎゃあああ、冷たぁぁぁ」
明志はすぐさま茂みから飛び出した。
明志「な、なに、なに。何が起こったの？」
女の子たち「「えっ」」
するとそこには、ホースを握って花壇に水をやっている女の子二人がいた。
どうやら、茂みに身体を突っ込んでいた明志に気づいていなかったらしい。それで、花壇に水ろうとして、明志に水をぶっかけてしまったらしい。
女の子たちはすぐさま明志に駆け寄ってきた。
女の子１「す、すいません。人がいるなんて気づかなくて……」
一人の子は、ハンカチで水浸しになった明志の制服を拭きはじめ、もう一人の子は「ホントにすみませんでした」と何度も何度も頭を下げていた。
明志は濡れて、垂れた前髪をかき上げる。
そしてその女の子たちの方を見た。
するとその女の子たちは紛れもなく、以前校舎裏の花壇で百合行為をしていたあの女の子二人組だということに気がついた。
明志「あっ」
明志は思わず、声を出した。
それと同時だった。
女の子１「なに、これ」
明志の制服を拭いていた方の女の子が声を出した。
明志のズボンのポケットの異様な膨らみ具合を見て、不審に思ったのだろう。ポケットに手を突っ込んで中の物を取り出していた。
出てきたのはなんと『女物の下着』であった。
女の子１「えっ。これ、わ、わたしの……」
膝をついていた女の子が見上げる。
明志と目があった。
太陽と逆光になり明志の顔は、陰影によってひどく恐ろしく見えた。
女の子１「ひぃっ」
女の子は地面を這いつくばる様にして、明志から逃げた。
女の子の顔は真っ青であった。
女の子２「な、なに、どうしたの？」
するとそれを見たもう片方の女の子が、駆け寄っていった。
女の子１「わ、わ、わ、私の失くしたと思っていた下着をこ、こ、この人が持ってた」
女の子は全身を震わせてながらそう言った。そして言い終わると発狂したように叫び声をあげた。
女の子１「キャーーー」
明志「お、落ち着いて。何も慌てるようなことじゃないじゃないか。それはただのお守りだよ。僕の大事なお守り。それに他人の大事にしているお守りを見て叫ぶなんて失礼じゃないかい。
まぁ、そんなことはどうでもいいよ。それより、そのお守り返してくれないかな」
女の子たち「「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」」
女の子は下着を持って、二人とも野太い声をあげながら走り去っていった。
明志「あぁ……僕のお守りぃ……」
明志の虚しい声が、中庭に小さく響いた。

＊＊＊＊＊

志穂「今日も掃除しないと行けないわね。今日はまず中庭にしよかしら。あそこは一見きれいそうだけど、けっこうゴミがたまってるのよね」
志穂は掃除をしようと中庭に向かった。
女の子たち「ぎゃあああああああああああああああああああああ」
すると、世紀末でもあるかのような絶望と恐怖に彩られた女の子たちの叫び声が聞こえてきた。
志穂「な、なに？」
志穂はすぐさま、叫び声のあったほうへと走り出した。
すると中庭から下着を握りしめたまま、悲鳴を上げて逃走する女の子たちとすれ違った。
志穂「え、デジャブ？」
志穂はイヤな予感しかしないながらも、中庭へと急いだ。
中庭に行くと案の定、龍谷明志がいた。
志穂「りゅうた、……に？」
志穂はどなり声をあげて明志に詰め寄ろうとしたが、明志の様子がおかしいので踏みとどまった。
しばらく影から様子を見ておこうと思ったのだ。
志穂「え、どういう状況なのこれ？」
志穂はしきりに首を傾げる。
明志はびしょぬれた制服のまま突っ立って途方に暮れている。
そしてその足元にはゴミの入ったゴミ袋が落ちている。
――下着を持って逃げ去る女の子
制服のずぶ濡れた龍谷明志
足もとに落ちてるゴミ袋
志穂「はぁ、なるほどそういうこと。……なんて不幸な子なのかしら」
志穂は呆れながら明志に近づいて行った。
明志「あれ、斎藤さん」
志穂は明志の前に立った。
明志「ど、どうしたのかな？」
志穂「……はい」
志穂はぶっきらぼうに、明志にタオルを突きだした。タオルはピンク色で微かにラベンダーの香りがした。
明志「貸してくれるの？」
志穂「……」
志穂は何も言わず、タオルを明志の胸に押しつける。それを明志は受け取った。
明志「あ、ありがとう」
明志は受け取ったタオルで身体を拭きはじめた。だが、明志の身体はびしょ濡れだったので、そのタオルだけでは、全部を拭ききることができなかった。
志穂「はぁ」
志穂は力なく溜息をついた。
志穂「あなたって人は……やっぱりそういう人なのよね、昔っから……」
明志「？」
志穂は置かれていたゴミ袋拾い上げて、担いだ。
それから明志の方を見据えた。
志穂「よかったわ。あなたが変わってなくて」
志穂の満面の笑みに、明志はドキリと胸が鳴った。


　明志は、まだ濡れている制服のままではいられないので、保健室で仮の制服を借りた。それから、明志は久しぶりに、授業に出ることにした。
先生「龍谷ぃ、タバコ買ってこい」
明志「はああああああああああああ。ホントいい加減にしてくださいよ。久しぶりに授業に出てみれば、さっそくパシリですか。先生にとっての僕の存在価値ってまさかパシリですか？」
明志は不満たらしく、口を歪ませて言った。
先生「文句言わないでさっさと行ってこい。気分転換を兼ねて行けばいいだろ」
明志「気分転換も何もないですよ。授業開始してまだ五分しか経ってないじゃないですか。それに買ってこいって言われてもどこで買ってくればいいんですか？　この前は運よく購買部が開いてましたけど、また今日も運よく購買部が開いているなんてとても思えないんですが。前回のは工藤先輩の気まぐれで店番してただけって言ってましたし」
先生「心配しなくていから、さっさと行ってこい」
明志「あぁ～～～はいはい、分かりましたよ。行けばいいんでしょ行けば」
明志は久しぶりの授業を、ほとんど受けることなく教室を追い出された。

明志はストレス解消のため、ふらふらと校庭に顔を出したり、校長室に『ピンポンダッシュ』ならぬ『ノックダッシュ』を仕掛けたりと寄り道をしながら、とうとう購買部についた。
明志「この前は偶然先輩が店番してたけど、まさか今日もやってるなんてうまいことあるわけないよな」
工藤「いらっしゃい」
工藤先輩が購買部カウンターから手を振っていた。
明志「うわぁあああああ、うまいことあった」
明志は思わず叫んでしまった。
工藤「なんだい、人の顔を見るなりいきなり叫んで。失礼じゃないか」
工藤先輩は不貞腐れたように頬を膨らませた。
明志「すいません。購買部が開いていることに驚いてしまって。というか、なんで今日も先輩が購買部の店番しているんですか？」
工藤「んん～、単なる暇つぶしかな」
明志「そ、そうですか……」
工藤「それより何が御所望なんだい？」
明志「え？」
工藤「購買部に来たということは何かほしいものがあって来たんだろう？」
明志「あ、そうでした。え～～～と、ないとは思いますけどタバコ、っておいてますか？」
工藤「あるよ」
そういって工藤先輩は、足元の方をごそごそと漁って、幾つかの銘柄のカートンを取り出した。
明志はカウンターを叩いた。
明志「なんであるんですか？　なんで学校の購買部で煙草が売ってあるんですか？　ありえなくないですか？　ありえないでしょ。絶対ありえないでしょ。というか教育的にありえないでしょ」
工藤「そんなこと私に言われてもね。でも、安心してくれ、普段は売ってないから。今日ちょうど入荷したんだよ」
明志「今日入荷ですか。そんな偶然ってありますか？　先生がタバコのお使いを頼んだ日にちょうど入荷してあるなんて」
工藤「もともと先生が注文してあったんじゃないのか。だから先生は、もともと今日タバコが入荷することを知っていた。と、こういう真相さ」
明志「それもそうですね。僕の早とちりみたいでした」

工藤「まいどありー」
明志はタバコを買って受け取った。
工藤「それよりどうだった、生徒会は？　もう慣れたかい？」
明志「そんなすぐにどうにかなるものじゃないですよ。みんな戸惑いまくりで、動揺しまくりですよ」
工藤「ハッハッハ。そうか、そうか。それも当然の反応か」
明志「そうですよ」
工藤「まぁ、みんな悪気あるわけじゃないから。根はいい子たちだよ。だから生徒会役員の誰かが無礼なことをしても、笑って許してやってくれよ。そしたら、皆もしだいに心を開いてくるだろうからさ」
明志「そんなもんですか？」
工藤「ああ、もちろんさ。それから、明志くん自身もこれから辛いことがあっっても逃げだしたらダメだからな」
明志「半分無理やり入れたくせに」
工藤「んん？　何か言ったかい」
明志「いえ、何も。……わかりましたよ。肝に銘じておきます」
明志はやれやれと頭を掻いた。



　キーンコーンカーンコーン
授業が終わるのを待ってから、買ったタバコを職員室に持っていった。
明志「先生質問があるんですけど、訊いていいですか？」
先生「答えられる範囲なら答えてやってもいいぞ」
明志「先生は料理とかするんですか？」
先生「わたしか？」
明志「はい。それ以外に誰がいるんですか？」
先生「双子の妹がいる」
明志「まだ言っているんですか、そんなこと」
先生「料理だったな。私は料理なんかしないぞ。いつも外で食べてるな」
明志「やっぱり」
先生「やっぱりってなんだよ、やっぱりって。おいコラ龍谷。私だってそれなりに女らしい面だってあるんだぞ」
明志「例えば？」
先生「甘いのが好きだな」
明志「でしょうね。ケーキ屋でバイトしてるくらいですから」
７月２９日
キーンコーンカーンコーン
ガラガラ
授業開始と同時に教室の前の扉が開いた。
補習組の生徒たちは、すでに皆席についている。ということは、扉を開けたのは先生ということになる。が、その扉の開け方はいつもの乱暴な開け方ではなかった。静かで丁寧で、どことなく品があるような気がした。
案の定、開いた扉から入ってきたのは、先生ではなく工藤先輩だった。
工藤「おはよう、諸君」
工藤先輩は、驚いている生徒たちを尻目に軽く手を上げて、自己紹介を始めた。
工藤「私は工藤○○。この学園の三年生だ。みんなの中には私のことを知っている人がいるかもしれない。私はついこの間まで生徒会長だったからな。つまり今は前生徒会長というわけだ。
それでどうして私がここに来たかというと、補習組の担任である先生は今日私用で欠席するということだ。つまり今日は先生の代わりに私が授業をしようってわけだ。人に物を教えるというのはあまり得意なことではないが、皆の役に立てるように頑張りたいと思う。今日一日よろしく頼む」
そう言って工藤先輩は教壇で頭を下げた。
生徒１「やったーーー工藤先輩の授業が受けられるぅーー」
生徒２「幸せだーーー」
教室からは歓声が上がった。学園のマドンナである工藤先輩が自分たちのために授業をしてくれるのである。これは興奮しないわけにはいかないだろう。
工藤「ふふふ、ありがとう」
工藤先輩は恥ずかしそうにそう言った。
工藤「じゃ、さっそくだが授業始めるぞ」
生徒たち「「「うおーーー」」」
彩　「チッ、チッ……チッ、チッ」
不機嫌そうに彩は舌打ちをしていた。


工藤先輩の授業は、非常に分かりやすかった。
指導には多少のぎこちなさはあったものの、補習組の生徒の理解力に合わせて分かりやすい授業をしてくれた。
先生とは違って、生徒たち一人一人に考えさせる思考力をつけさせる方法をとっていた。そのため長い時間生徒に問題を解かせたりしていた。
ある数学の問題を生徒たちに解かせているとき、工藤先輩は生徒たちの席を回っていた。そして、彩の席を見つけるとそろそろと近づいていった。
工藤「なんだ、彩くんはこんな問題もできないのか」
工藤先輩が肩口から彩のノートを覗き込んで、大声で言った。教室中の生徒が顔を上げて、彩の方を見た。
工藤「違う違う、彩くん。全然見当違いの解き方をしているよ。どうしてそんな解答の仕方をしようとしてるのか、私にはさっぱり理解できないよ。ﾌﾟｰｸｽｸｽ」
彩　「クッ……ソ」
ギシギシ
彩は悔しそうに顔をしかめて、右手に握られたシャープペンシルがギシギシと音を立てていた。
工藤「分からないなら授業中に言ってくれないと困るじゃないか。問題を理解していない生徒がいるか、見ながら授業を進めているんだから」
ギシギシ
工藤「まぁまぁ、でもそんなに悲嘆することはないさ。こんな簡単な問題が分からないからといって、どうってことないのだから。なんせこんな問題は実生活では、全くもって役に立ちにもしないものだからね。
だから彩くんがビックリするぐらいの阿呆でも、こんな小学生でもわかるような簡単な問題が解けなくても、そんなことを気にする必要はないんだよ。
彩くんが人間的に素晴らしいというは、きっと皆知っているんだから。なぁ、明志くん」
明志「そ、そうですね」
明志は思わず返事をしてしまった。
パキン
その瞬間、彩のシャープペンシルはその短い寿命を終えた。

　キーンコーンカーンコーン
授業が終わり昼休みになった。
彩　「やったー、やっと終わったよ」
彩は思わず手を振り上げて、ガッツポーズをする。
明志「そんなに疲れたのか？」
彩　「疲れたってもんじゃないよ。だって、あいつが授業してるんだもん。あーくんも見てたでしょ。あいつが私にばっかり難しい質問を答えさせるの。キーーー、思い出しただけでも腹立たしいよぉ」
明志「まぁまぁ、今は昼休みなんだから、ゆっくりのんびりしようや」
彩　「そうだ、ならお外でお昼ご飯食べない？　ちょうどお昼ごろから薫ちゃんが野球の試合するって言ってたし」
明志「へえ～そうなんだ。試合かぁ。紅白戦なのかな。それとも他の学校との練習試合なのか。どちらにせよ、顔出してみよっか」
彩　「うん♪」
明志と彩は弁当箱を持って、野球部のグラウンドに顔をだした。
残念ながら試合とは紅白戦のことであった。
それも名目上赤チーム、白チームと分けられ、試合を行っているが、ほとんどいつもの練習と変わらない雰囲気であった。
応援も見物もいるわけでもなく、しかも、せっかくベンチが一塁側と三塁側と、ふたつあるというのに、いつもと同じように部室に近い一塁側のベンチしか使われていなかった。
これでは、サインも作戦もあったもんではない。
とはいいつつもやはり試合ということだろう、普段は見かけない、得点板やスコア板などが置かれていた。
投手の投球ごとに、係のものがスコア板を変える。黄色い○が増えて、次に青い球が増える。また青い球が増えて、今度は全部が消えて赤い球が出てくる。
明志は物珍しさから、やや興奮していた。
彩　「あーくん、どうしたの？」
明志「いや、なんでもないよ。それより、どこに座ろっか」
明志は辺りを見回したが、このあたりで昼飯を食べるのに適した場所は、野球部のグラウンドから遠く離れた石段ぐらいしか見当たらない。しかし、この石段に座ると、野球の試合が遠くてよく見えないという難点があった。
たしかに野球部の三塁ベンチは空いていた。
しかし、試合をしているグラウンドに入って、なおかつ三塁ベンチを占領するようなことは、明志には憚られた。
しかも、三塁ベンチは昨日薫に引っ張られて連れて行かれたが、今日も連日でベンチに行くとなると、厚かましくないか、図々しくないかと考えてやはり躊躇ってしまう。
薫に聞けば、部室からパイプイスでも持ってきてくれるだろうと思い、薫を探した。しかし、なかなか薫が見つけられない。
そのとき
薫　「おりゃああああ」
と薫の声が聞こえてきた。
声の方を見ると、ピッチャーマウンドに薫はいた。そう、薫が投手をしていたのだ。
とても洗練されているとは言い難い、どちらかといえば野獣のようなフォームから投げ出されるボールは、ごうごうとこちらまで音が聞こえそうなぐらい迫力があった。
彩　「あーくん、ちょうどいい場所があったよ」
彩はそう言って三塁ベンチを指差した。
明志「あそこは、マズイってば」
彩は、明志の言葉などお構いなしに、グラウンドに行き、そして三塁ベンチに腰掛けた。
ほんとこいつの図太さや考えのなさは羨ましいものだな、と明志は呆れ気味に思った。

彩が弁当箱を開いているうちに、グラウンドでは薫が打者を次々に打ち取っていた。
彩　「はい、あぁ～ん」
明志「や、やめろって」
彩　「いいじゃん、いいじゃん」
明志「よくないって、はずかしいだろ」
彩　「わたし全然はずかしくないよ」
明志「彩は恥ずかしくなくても、俺は恥ずかしいんだって」
彩　「ええ、でもあぁ～んしたいよ」
薫　「おやおや二人ともおアツいねえ」
顔を上げると、そこには野球姿の薫がニヤニヤとして立っていた。どうやら、攻守交代となったようだ。
薫　「冷やかしならやめてくれよ。それより、薫すごいじゃんか。やっぱりお前はなんでもできるんだな」
薫　「にゃははは。そんなに褒めるなって。褒めたって私の気分がよくなるだけだぞ」
そういって薫は、再度にゃははと笑った。
明志は薫の耳元に、口を寄せて耳打ちをした。
明志「それより、ここのベンチって俺たちが使っててもいいのか。邪魔になったりしてないか？」
薫は手をふるふると振って、全然構わない、と言った。
薫　「誰も使ってないし、全然誰も困ってもないよ。それに、私らだって誰かに見られてる方がプレーのしがいもあるってもんだよ」
薫はこともなげにそう言った。
明志「そっか、それならよかった」
彩はさっきから話しに加わらず、弁当を食べ続けている。
薫　「それよりさぁ」
薫は話し続けた。
薫「龍谷。一緒に野球してかない？」
明志「はぁ、俺が？　野球？　なんで？」
薫　「なんでって理由なんてないけどさ」
明志「理由もなしに参加ってそれは悪いだろ。それに今試合中じゃないか。いきなり飛び込み参加オーケーって訳にはいかないだろ」
薫　「大丈夫だよ。ただでさえ人数が、ギリギリでやってるんだから、人数は多いに越したことはないよ」
薫はグラブを振る。
薫　「いいって。やろーよーやろーよー」
薫の声を聞いて他の部員たちも試合を止めて、こちらに耳を傾けていた。他の部員を見ると、戸惑った顔をして、辺りの奴とこそこそ話をしている。嫌だと直接的に反対しているわけでなく、どう接したらいいか分からずに戸惑っているという感じだ。
明志「みんなに迷惑だしやめとくわ」
薫　「えええ、そんなことないって。だよな？」
薫はそう言うと、近くで不安そうな顔をしている奴の肩を組んで、言った。
部員「えっえ～と、……うん、いいと思うよ」
明志「いや、やっぱりいいわ。今回はやめとくは。もうすぐ受けなくちゃいけない補修も始まるしな」
薫　「ちぇ～。わかったよ。今度は絶対に参加しろよ」
明志「わかったよ」
本気で残念そうな顔をする薫は気づかないだろう。
この他の部員の安堵するため息を。

キーンコーンカーンコーン
彩　「あっ、あ……」
明志「もう昼休み終りか。早く戻ろうか、授業始まっちゃうよ」
彩　「えええええええええ。……ねぇ、あーくん？」
明志「ん？」
彩「サボっちゃおうか、授業」
明志「それはダメだろ」
彩　「でも……お昼からもあいつの陰湿ないじめを受け続けなくちゃいけないなんて考えられないよ」
彩は目を潤ませた。
明志「イジメだなんて、おおげさな。工藤先輩だって、彩のためにと思っての事なんだから……きっと」
彩「ホントにそんなこと思ってる。あれだけの事を見といてそんなこと言えるの？」
明志「う……そ、それは……」
明志は返答に困ってしまった。
彩　「ふふふ、じゃ、サボっちゃおうよ。一日ぐらい大丈夫だよ」
そう言って彩は、明志の手を引こうとした。
その瞬間、反対に誰かが、彩の腕を掴んだ。
工藤「待て」
彩の腕を掴んだのは工藤先輩であった。
工藤「ふふふ、逃げようったってそうはいかないぞ、彩くん。君は午後も私の授業を受けてもらうぞ」
彩　「ぎゃああああああああああああああああ」
明志「イタイ、イタ、イタ」
工藤先輩は彩の腕を引っ張り、彩は絶叫し、明志は彩に腕を握りしめられ苦しんでいた。
彩もかなり抵抗したが、工藤先輩に力で勝てるわけもなかった。結局彩は工藤先輩に引きずられるように教室に連行され、授業を受けさせられた。
――後年、彩は語ったという。
あの後の工藤先輩の授業は、まさしく『地獄』であったと……

放課後、彩は放心状態で校内を探索していた。
探索というよりは徘徊という言い方のほうが近いかもしれない。
工藤先輩の猛烈ないじめにも似た授業を耐えた彩は、明志を求めていた。明志は午後の授業には出席していなかったのだ。
今どこにいるのかもわからない。
ただ見つけ次第、抱きついて明志の匂いを嗅ぎまわってやるという、信念にも近い思いで彩はふらふらと歩いていた。
屋上に行ってみたが、明志はいなかった。
今度は図書室にでも行こうかと考えていたとき、彩は廊下の向こうからやってくる人影を認識した。
それは志穂であった。
志穂の方も、途中で彩の存在に気がついた。
二人はなおも歩き、二人の差はどんどん縮まっていく。
それから数秒後、二人はちょうど音楽室前の水道の所で出会った。
志穂「こ、こんにちは、彩さん」
志穂はぎこちなく挨拶した。
彩　「……」
すれ違った彩は、志穂の方をチラリとも見ないで通り過ぎた。
志穂「……はぁ、やっぱり駄目か」
志穂がぐったりと肩を落とす。
彩　「よく戻ってこれたわね」
志穂「えっ」
志穂が顔を上げると、彩が顔を半分だけこちら向けた状態で立っていた。それだけで志穂は嬉しくなってしまった。
志穂「あ、彩さん。こんにちは」
彩　「……」
志穂「お久しぶりですね。私のこと覚えてますか？」
彩　「よく戻ってこれたわね」
彩は志穂の質問を聞かずに、再度同じことを言った。
志穂「えっ、ああ、政府選抜の留学制度の選考に残りまして」
彩　「はぁ……そんなこと聞いてないわよ。あなた、よくこの町に戻ってくる気になったわねって聞いてるのよ。あんだけのことをしでかしておいて。その度胸というか、身勝手さというか、考えなさとかには、正直私には考えられないわ」
志穂「わ、わたし。昔のことは悪かったってすごく反省します。そ、それでどうにか、罪滅ぼしってわけじゃないですけど、何か私にできることはないかなって、そう思って戻ってきたんです」
彩　「それなら、いい方法があるわ。あなたが役に立つ方法が」
志穂「本当ですか？」
彩　「いますぐこの町から出ていくことよ。あなた、自分が昔しでかしたことの意味と重大さがまだ分かっていないようね。
それにしても上の連中もどうして戻ってこさせたのかしら。あなたがいて、あーくんが過去を思い出したらどうしてくれるのよ。今度はただじゃすまないのよ」
志穂「過去を思い出す？　やっぱり、龍谷くんは過去の記憶がないんですか？」
彩　「……ええ、そうよ」
志穂「やっぱり、そうだったんだ。そっか」
彩　「チッ、なに安堵した表情してるんだか。誰のせいでそうなったのかわかってるの？　誰があーくのが記憶を失くしたのかわかってるの？」
志穂「ま、まさかあの時のことで」
彩　「そうよ、あんたのせいよ。間違いなくね」
志穂「そんな、私知らなかった」
彩　「知らなかった、馬鹿じゃないの？　あんたなんかが知ってるわけないじゃない、あんたみたいな部外者がね。あーくん自身だっておそらくわかってないだろうし、だれにも気付かれないようにしているんだから、私がね。
それだけのことをしておきながら、あなたはまだそこにいるの？
どうしてそこに立っているの？　あなたの居場所なんてここにはないんだよ。あの時から、あなたは外の人間。分かったなら今すぐ荷物をまとめて出ていくことね。私はいますごく腹が立ってるのよ」
志穂「でも、わたし……わたしは、外で色々なものを捨てました。そこまで覚悟してこの町に戻って来たんです。簡単に引き下がることなんてできません」
彩　「それであーくんが死んじゃってもいいの？　あなたはだれのためにここに来たの？　あなたさっき自分で言ったわよね、罪滅ぼしだって。それってあーくんへのことでしょ。あーくんのためにこの町に来たんでしょ。あーくんのために色々なもの捨ててまでして来たんでしょ。
なら、わかってよ。あーくんのためなんだから。あーくんのため、あーくんのため、あーくんのため……今すぐこの町から出て行って」
　彩は叫んだ。
志穂「……彩さん、何か勘違いしてらっしゃいませんか？」
彩　「はぁ？」
志穂「わたしは罪滅ぼしのために来たとは言いましたけど、それが龍谷明志のためだなんて一言も言ってませんことよ」
彩　「はぁ？　何を言ってるの、あなた」
志穂「だから、私は龍谷明志のためにこの町に戻ってきたんじゃない。私は私自身のためにこの町に戻って来たんですの。
私は私が望んだ、龍谷明志を助けるという望みをかなえるために自分勝手に来たんです。だれも龍谷明志のためなんかじゃありません。絶対に。断じて」
彩　「何を言っているのかさっぱりわからないわ」
志穂「だから私は、龍谷明志を助けますわよ。自分の信念に沿ってね」
彩　「そんなの余計なお世話」
志穂「私、自分勝手ですから」
彩　「……そう」
志穂「私は彩さんと敵対するつもりなんてこれっぽっちもありません。同じ願いをかなえる者同士仲良く致しましょう」
志穂が彩に手を差し出す。
すると、それまでこわばっていた彩の顔が朗らかになった。
志穂が一歩近づいてくる。
志穂「よろしくね、彩さ」
彩　「……」
志穂「えっ」
彩は、志穂の手を払いのけ、志穂の耳元に口を寄せた。
彩　「でしゃばってんじゃねぇぇよ、このクズが。お前なんて邪魔なんだよ。もし、私の邪魔してみろ。その時はまっさきにお前を処分してやるからな、龍谷の名のもとに」
彩はそう言い残してそのまま立ち去った。
志穂は彩の後姿を見ながら、さーっと血の気の引く思いがした。


帰り道。
明志と彩と薫の三人で帰宅していた。
彩　「ふっふふ～ん」
薫　「どうしたんだい、彩ちー。可愛らしい声を出して。何かいいことでもあったのかい？」
彩　「それがねー、えっへへ。どうしよう、やっぱり秘密にしようかなぁ」テレテレ
薫　「おらおら、秘密にしてないで教えてくれよ、彩ちー」
薫は、彩の脇をくすぐる。
彩　「薫ちゃん、やめて、やめてぇぇ」
薫　「やめて欲しくば、早く教えることだな」
彩　「わかった、わかった。すぐに言うから、やめてぇぇ。」
薫　「うんうん、やっぱり彩ちーは素直が一番だよ」
彩　「……そんなこと言うなら、やっぱりやめるぅ」
薫　「なんだと、こしゃくな。この、この」
彩・薫「「キャッハ、ウフフ」」

彩　「実は今日私、テストで五十点とったんだよぉ」
薫「そうか、そうか。やっぱり彩ちーはお利口さんだな」
薫は彩の頭を撫でてやる。
彩　「えっへっへ。もっと撫でてぇ」
明志「平均点七十点のテストだったけどな」
薫　「………」
彩　「うえ～ん。あーくんが、いじめるよぉぉぉ」
薫　「よしよし、泣かなくても大丈夫だよぉ。逆にいえば彩のいいところは勉学じゃないってことがわかったってことじゃないか。これで彩は成長したな」
彩　「そうかな」
薫　「ああ、きっとそうだよ。おい、龍谷も少しは気をつかうことも覚えろよ。今度彩ちーを泣かせたら私が容赦しないからな」
明志「お前に言われたくないぜ」
薫　「ちなみに、龍谷は何点だったんだ？　龍谷もそのテスト受けたんだろ？」
明志「俺は満点だったけど」
薫　「……」
彩　「うえ～ん。またあーくんが彩をいじめるよぉぉぉ」
薫　「龍谷お前は鬼か悪魔か。なにマジで答えてんだよ。ちっとは空気読めよ」
明志「点数訊かれたから、正直に答えただけだろ。俺に非はない」
薫　「だからってなぁ、お前って奴は、まったく。そこは男としてちったぁ気をきかせてだな」
明志「それなら、そうと先に言っといてくれ。それに補習した授業の確認テストなんだから、普通満点に決まってるだろ。逆に満点取れない奴らになんでって問いただしたいわ」
彩　「うえ～～～～～ん、うえ～～～～～～ん。あーくんのバカーー」
薫　「はあ……」
珍しくも薫は、諦めたように首を横に振った。





















７月３０日
朝。
今日も彩と登校していた。
学園に入ると、そこから見晴らし台の上に人影がみえた。
昇りかけの太陽の逆光となって、黒々としか見えなかった。しかし、明志にはそれが誰なのかすぐに理解できた。
明志「彩。ちょっといいか？」
彩　「ん、なぁ～に？」
明志「実は彩に紹介したい人がいるんだよ」
彩　「紹介したい人？」
彩はくたりと首を横に傾げてみせた。
明志「ほらこっち来て」
明志は彩の手を掴んで、見晴らし台に向かって走り出した。台には志穂が立っており、悠然と街並みを見下ろしていた。
明志「斎藤さん、おはよう」
志穂「ふぇっ、りゅ、りゅ、龍谷明志」
志穂は突然話しかけられたことに驚いて、バランスを崩して台から落ちそうになった。それから、変な声を出してしまったことを恥じているらしく、わざとらしくごほんごほんと咳をした。
明志「おはよう」
明志はもう一度言った。
志穂「お、おはようございます。それより、私に何か用ですか、龍谷明志」
志穂はぶっきらぼうに言った。
さきほどから、ちらちらと明志の後から彩の姿が見えて、志穂はさっと肝が冷えた。しかし、それを悟られないように、しきりに咳払いをする。
明志「実は、斎藤さんにも彩を紹介しようと思ってね」
志穂「え、紹介ですか？」
明志は振り返り、彩を向いて言った。
明志「彩は夏休み前とか学校に行ってなかったんだろ。だから斎藤さんと会うの初めてだろ」
彩　「えっと……そ、そう。私初めてね」
明志「やっぱり、そうだったんだ。でも、斎藤さんはこの前、彩を知っているようなこと言ってなかったけ」
志穂「そ、それは、気のせいじゃないかしら」
明志「いや、そんなことないと思うけど」
志穂「あっ、そうだ。思い出したわ。彩さんのこと前々から知ってたわ。だって彩さんはこの学校では有名人じゃない。だから他の人から話を聞いてたりしてたのよ。
でも、知っているっていっても一方的なそれよ。だからそれが、彩さんと知り合いみたいな感じに受け止められたんじゃないかしら。　
ごめんなさい、一方的に知り合いみたいに馴れ馴れしく話しかけちゃって」
　志穂は彩に頭を下げた。
彩　「いえ、全然気にしてないから、気にしないで頂戴」
志穂「では、改めて。どうも初めまして、生徒会長の斉藤志穂です」
彩　「こちらこそ、彩です」
二人はぎこちなくも握手を交わした。
彩はぶっすっとした顔で、斉藤さんは引きつりながらの笑顔であった。
明志「斉藤さんって頭いいらしいから、彩も勉強教えてもらえばいいと思うよ」
志穂「そんなことないわよ、私なんて」
彩　「そうだよ、教えてもらうなら、あーくんに教えてもらうからいいよ。それか先生に聞くし」
明志「いつもわからないところがあっても先生にも俺にも聞かないでほったらかしにしてるだろ。だから、もしかしたら同い年の同性になら、勉強も教えてもらいやすいと思うんだよ」
彩　「……これからはちゃんとするもん」
明志「まぁ、それが本当ならいいんだけどな」

明志「それより、斎藤さんよくここから景色を眺めてたりするよね」
志穂「知ってたの？」
明志「ときどき見かけるからね」
志穂「そうだったの、恥ずかしいわ」
明志「やっぱり外の事が懐かしかったりするのかな？」
志穂「まさか、そんなことないわ。ただ、ちょっと考え事してただけよ」
明志「そうなんだ」
志穂「私はもうそろそろ校舎に戻るわ。あなたたちも校舎に戻った方がよくないかしら。そろそろ補習の授業が始まるわよ」
明志「うわ、ほんとだ。なら一緒に戻ろうか」
志穂「ええ」
彩　「……」

明志は校舎に向かいながら、大きく両手を広げて、息を吸う。
清々しい空気が肺の中いっぱいに広がる。
明志「ん？　なんだ、あれっ」
明志はまたしても、変な人影を見つけてしまった。
それは、屋上から眼下を眺める工藤先輩であった。
明志「工藤先輩、あんなところで何してんだろ？」
志穂「ああ、あれは監視してるのよ」
明志「監視？」
志穂「そう、工藤先輩はああやって学校中を監視してるのよ。上からの方が全体を見られるからね。先輩が監視してくれるから、この学園の治安がいいのよ」
志穂は自分の事を自慢するかのように、工藤先輩の事を誇らしげに語った。
明志「へえ、そうなんだ」
彩　「クックッククククク」
彩は忍び笑いをしていた。
志穂はそれに気づいてむっとしたが、それを顔に出さないで話を続けた。
志穂「それに、治安がいいのは学園だけじゃなくて、このあたりの町もそうだと思わない。実は、そうなのよ。学園外でも先輩が見回って治安を守っているのよ。だから、この町は治安もいいし、犯罪も少ないし、変なやつも極端に少ないのよ。先輩はすごいんだから」
彩　「ククククックッククク」
彩は、志穂が話している間もずっと笑いを堪えていた。
志穂「ムッ……」
彩　「クククククク」
志穂「彩さん、さっきから一体何かしら。言いたいことがあるなら正面切って話してくれないかしら。そんなに、こそこそと笑いをかみ殺しているなんて、卑怯じゃない」
彩　「キャハハハッハハハ」
明志「お、おい、彩どうした？」
彩　「あんたがそんなに言うなら、言ってあげるわよ。この町の治安がいいですって、それこそ笑っちゃうわ。さらにそれがあいつのおかげだってのも笑っちゃうわ。キャハハハハ。
そんなわけないでしょ。そんなことあるわけないでしょ。ありえないでしょ。なんでそうなるの。そんなこと絶対あるわけないじゃない。
何が、先輩はすごいよ。あんなのに一体どれだけの力があるっていうのよ」
志穂「じゃ、じゃ。警察もいないこの町の治安維持機構は何だっていうのかしら？」
　志穂は挑むようにして訊ねた。
彩　「龍谷家……」
彩は即答した。
それから彩は、くるりを二人に背を向けた。
彩　「それだけよ……」
そう言って、彩は一人で昇降口へと歩きだした。しかし、すぐに立ち止まった。
彩　「それにね、あなたにどれだけあいつのことが分かっているっていうのよ。とても分かりっこないでしょう」
再び彩は歩き出した。
明志は、すたすたと歩く彩と呆然と立ち尽くす志穂を交互に見て、志穂に詫びるようなことを言ってから彩のもとに駆けていった。
キーンコーンカーンコーン
チャイムの音が学園中に響き渡る。
それでやっと志穂は我を取り戻した。
志穂は大きく息を吸い込んでから、屋上を見上げた。しかし、先ほどまでいた工藤先輩の姿はもうなくなっていた。
志穂はがっかりと肩を落とした。
それがなぜなのかは、志穂本人にもわからなかった。
心細い、慰めてほしい、頭を撫でてほしい、褒めてほしい、そしてなによりも自分の存在を、存在理由を肯定してほしい。それだけが、志穂の頭という頭を、身体という身体を駆け巡った。
甘えたいのだろうか。
志穂は自分でそんなことを考えて自身を嘲笑した。
自分は何を考えているのか。
たったこれだけのことで、弱気になってどうするのか。
自分はなんのためにこの町に来たのか。
戻って来たのか。
この街に来るためにどれだけのものを捨ててきたというのか。

自分自身を戒める言葉を心の中で呟き、志穂は上空を見上げた。
上空では雲が流れていた。

――空はどこまでもつながる
内も外もない
雲は自由に行き来する
誰の認可も貰わずに
誰の許可も貰わずに
そして何の対価を支払うことなしに…………





カタカタカタ
明志は生徒会室で作業をしていた。
志穂が居ないため、生徒会室は比較的静かだ。
ただ、他の役員たちが、妙にそわそわしている。理由はもちろん、明志の存在だ。
明志の方をチラチラとみて、アンテナを全開にしている。
明志「あ、あの」
とうとう明志は耐え切れずに、長机の向かいに座る女の子に声をかけた。
役員１「ひへっ」
すると、女の子はガタッと席を立って、こちらを恐れるように見る。
明志「えっと……」
明志は困ったような顔をしながらも、笑顔を送る。
役員１「すいません、すいません。さっきからチラ見してホントすいません。なんだったら今ここで土下座しますんで。お願いですから殺さないでください」
明志「お、落ち着いてよ。誰も殺そうなんてしてないから。そんな物騒なことしないって。たしかに女の子の土下座は見てみたいけどさ」
役員１「そうなんですか。りゅ、龍谷さんの機嫌を損ねると、『鬼』の餌にされるって聞いて……」
役員の女の子は真顔でそんなことを言う。
おそらくそんなことを本気で信じていたのだろう。
明志「そんなことを本当にすると思う？　僕はそんなことするような人間に見える？」
役員１「……」
女の子は黙ったまま俯く。
その微妙な沈黙に明志は凹んだ。
役員１「いえ、違うんです。ただそういう噂があるだけで、信じていたというわけではなく……」
明志「ハハハ、気にしてないから。そんなに僕に気を使わなくていいんだよ。居ないものだっていうふうに接してくれてもいいから」
役員１「そんな、滅相もない」
明志「それでなんだけど……」
役員１「なんですか？　用があったり、不満な点があるならなんでもいってください」
明志「そっか。修正液を借りたかっただけなんだけど、そこまで言ってくれるなら一つお願いしたいことがあるんだけど、いいかな？」
ゴクリ
生徒会室が静まり返る。役員たちが唾を飲み込む音が聞こえた。
ポトポト
蛇口の閉めが悪く、蛇口から水がシンクに落ちている。
　明志は、生徒会室にいるみんなに対して話し始めた。
明志「僕は皆のことを、もっと知りたいと思ってる。そして同じくらい僕のことも知ってもらいたいと思っている。確かにみんなからしたら、突然生徒会に入ってきて、それも副会長になって、迷惑だってのはわかってる。でも、それでもみんなとは、これから仲良くやっていきたいと思ってるんだ。どうかな。僕と友達になってくれないかな」
役員１「そんな滅相もない」
女の子は手をブンブンと振っている。
明志「お願いは聞いてくれるんじゃなかったの？」
役員１「でも……」
なおも、もじもじとしている女の子に明志は手を差し出した。
明志「これから、よろしくね」
役員１「……はい、こちらこそよろしくお願いします」
女の子はそっと差し出された明志の手を握った。
明志「うん、それでよし。みんなもよろしく」

＊＊＊＊＊＊

ガラガラ
志穂が生徒会室に戻ってきた。
志穂「ふぅ……疲れたわ。今日の分はとりあえず目処がたった、わ……どういうこと？」
志穂は立ち止まって、目を丸くした。
生徒会室の光景を目の当たりにして、呆然としてしまったのだ。
役員１「明志さん。こっち集計を確認してもらえますか？」
明志「いいよ。どれどれ」
役員１「これです」
明志「じゃ、少し待ってて」
役員２「明志さん。補正資料は何分ずつコピーしたらいいですか？」
明志「それなら、先生の分と生徒の分で一応３０部くらいコピーしといてもらえる」
役員２「わかりました」
役員３「明志さん。このグラビアの中だと、どの子が一番タイプですか？」
明志「一番端の白い子かな」
役員３「マジっすか。明志さん、パネエっす。やはり目の付け所が違うっす」
志穂「なに、これはどういうこと？」
志穂は驚いた。
明志と他の生徒会役員たちがものすごく馴染んでいたのだ。昨日までは、あんなにギクシャクした関係だったというのに。
明志「斉藤さん、おかえり。ってどうしての？　そんなところに突っ立って？」
明志は、志穂を不審そうに見つめて問いかけた。
志穂「どうしたもこうしたもないじゃない。な、な、な、どうして。どうしてあなた達が、龍谷明志と仲良くしてるのよ？」
役員１「どうしてって、同じ生徒会の仲間じゃないですか。仲良くするのなんて当り前ですよ。それにこの前、明志さんと仲良くしなさいって、会長自分で言ったじゃないですか。もしかして忘れちゃったんですか？」
役員２「それに明志さん。すごく優しくて、頼りがいがありますし」
役員３「明志さん、パネエっす。マジぱねえッス」
志穂「な、な、な」
役員４「会長、もしかして嫉妬ですか。私たちが先に明志さんと仲良くなっちゃったから。ﾌﾟｰｸｽｸｽ」
部屋のあちこちで忍び笑いが起こった。
プルプル
役員２「会長も可愛いところあるんですね」
プルプル
明志「さ、斉藤さん、落ち着いて」
志穂「いい加減にしなさい、あなたたち。それと龍谷明志ぃぃぃぃぃ」
明志「ハイ」
志穂「付いてきなさい」
明志「えっ」
志穂「早く」
明志は、志穂に腕を引っ張られて生徒会室を出た。
生徒会室からは、役員たちの忍び笑いが聞こえてきた。



明志「さ、斎藤……さん？」
志穂「……」
なおも志穂は、明志の腕を強く握ったまま、歩いていた。
明志「ねぇ、斎藤さん」
志穂「……」
明志「腕が痛いんだけど、もうそろそろ離してもらえないかな？」
志穂「はっ」
志穂は急に足を止めて、恥ずかしそうに明志の腕から手を離した。
志穂「か、勘違いしないでよね。別に手を握りたかったとかそんなんじゃないんだから」
明志「わ、わかってるよ。ただ僕と二人きりになりたかったんだよね」
志穂「な、な、そんなわけないじゃない。ふざけないで頂戴」
明志「ならどうして、僕を連れ出したの？」
志穂「そ、それは……あなたに重い資料を運んでもらおうと思ったからよ」
明志「資料？」
志穂「そうよ。さぁ付いてきなさい」
そう言うと志穂は、図書室に向かって歩き出した。
明志「ま、待ってよ」
明志はそれを追いかけた。

図書館に着くと、そこには先生がいた。
明志「なんで先生がいるんですか？　補習はどうしたんですか？」
先生「代わってもらってるっての。一日中授業とか疲れるし」
明志「もしかしてまた工藤先輩ですか？」
先生「ああ、そうだが。何か問題でもあるのか？」
明志「工藤先輩が授業すると、彩がその日ずっと不機嫌になるんですよね。彩が不機嫌になると何かしでかさないか心配で心配で大変なんですから」
先生「ぎゃははははは、そうかそうか。それは面白いことをきいたな。でも、これからは気をつけることにするよ。私も彩が不機嫌なのは勘弁だからな」
先生はそういって手元にあった週刊誌をめくった。
明志「ゲッ！？」
先生「おい龍谷、人の方むいて何ちゅう声だしてんだよ。失礼だろ」
明志「そんなことより、先に僕に言わせて下さい。あんた学校で何ちゅうもん見てるんだよ」
先生「ん？　これのことか？」
先生はそう言うと、週刊誌を両手で開いて、こちらに向けてきた。そこには女性のヌード写真が載っていた。
明志「な、なんちゅうもん、見せてくれてんですか、バカ野郎―」
先生「あぁ？　私が週刊誌見てたらイカんのか？　私が同性裸を見てたらイカんのか？　それにこれは袋とじだ」
明志「いやいや、最後の説明になってないし。それより場所を考えろって言ってんですよ。ここ教育現場ですよ。そ、それに……」
明志は志穂の方を横目で見て、先生の耳元で「斎藤さんもいるじゃないですか」と言った。
先生「ケケケ。女の前だからってそんなに見栄はることないぜ、龍谷ぃ。お前も欲しいなら後で見せてやるから」
明志「クッ……え、遠慮しておきます」
先生「またそんなこと言って」
先生はそういうと、さっきから黙っていた志穂の方を向いて、話を振った。
先生「ほら、斉藤。お前からも言ってやれよ。お前なら、思春期の男連中がこういうのに興味をもつことが正常だってことぐらい知ってるだろ」
志穂「……もちろん知ってます。けど、理解はしてませんけど」
志穂はいつもの落ち着いた調子で言ったが、顔が真っ赤であった。先生はそれを見て、ニヤニヤしていた。
志穂「そ、そんなことより、先生。早く鍵を貸してください」
志穂は乱暴に手を出した。
先生「はいはい、鍵ね。ホラッ」
先生は鍵を取り出し、志穂はそれを受け取った。その鍵は、図書室別室への扉の鍵であった。
――図書館の別室。
そこには、この学園の資料や歴史書、歴代の生徒会の使用していた書類などが保管されている。ここにある資料は秘匿性が高く、重要なものが多いので、学園からの持ち出しは禁止されている。それ以前に一般生徒が、図書室の別室に入ることさえ許されていない。
普段は厳重に鍵をかけられているのだ。
ここに入れるのは、学園の教員と生徒会の役員だけだ。
つけ加えて、生徒会の役員が入るときにはさらに制限がつく。
生徒会の役員が、別室に入るには、まず教員から鍵を借りなければならない。つまり役員には図書室の別室への鍵は持たされていないのだ。
そして、入るときには必ず生徒会長も一緒でなくてはならない。つまり、いくら教員から鍵を借りたとしても生徒会長以外の役員同士で別室に入ることはできないのだ。
こういった仕組みができているのは、何か不祥事が起きたときに責任の在り処を明確にできるからである。


志穂と明志は、先生からカギを借りて、図書室の別室に入った。明志にとって、ここに入るのは初めてであった。
薄汚れた窓からは歪んだ光が差し込み、埃が舞っている。図書室の別室というものの、要は資料の物置である。
志穂は慣れた手つきで、必要な資料を見つけだし、机に出していった。
志穂「えっとこれは……あ、あったわ。それから次は……」
志穂は、指で背表紙をなぞりながら探していく。
明志は何をしていいのか分からなかったので、ぼんやりと資料を見て回ることにした。
ここには実にさまざまな書類がまとめられて、置かれていた。
『新築体育館の設計図及びに予算書』
『生徒会選挙における基本規則について』
『時系列順による学園の統廃合の歴史』
『第○○回学園祭実行委員会議事録』
『○△年度予算書』
『学園成立における社会的背景について』
『体育倉庫裏の建てつけの悪い扉を開ける方法』
『第××期卒○組同窓会連絡簿』

明志は顔をあげた。
明志「斉藤さんって、夏前に転校して来たばっかりなんだよね」
明志は、本棚の向こうにいる志穂に話しかけた。
志穂「ええ、そうよ。それがどうしたのかしら？」
明志「斎藤さんって、来てまだ間もないのに、生徒会の皆からすごく信頼されてるよね」
志穂「そ、そうかしら」
明志「うん、そうだよ。みんなけっこう好き勝手にやってるように見えるけど、それはリーダーの生徒会長である斎藤さんに信頼を寄せているからこそできることだよ。それに、皆斎藤さんの話をするときすごく楽しそうだったよ。まるで自分のことのように斎藤さんの自慢をしてたもん。すごく慕われてるなって感じがしたよ」
志穂「そう……かしら」
明志「さ、斎藤さん」
志穂「ん？」
明志「ごめん。本当にごめん」
志穂「なによいきなり謝ってきて。ビックリするじゃない。一体何のことに謝ってるのよ？」
明志「えと、校長室でのことなんだけど」
志穂「あぁ……あのとき」
本棚で志穂の姿は見えないが、志穂が動きを止めたことは察せられた。
明志「ごめん。あのときの僕の無神経な言葉が、斎藤さんを傷つけたのなら謝るよ。本当にごめん。でも、決して斉藤さんのことを侮辱しようとして言ったことじゃないんだ。それだけは信じてほしい」
志穂「……」
明志「本当にごめん」
明志は志穂のいる本棚に向かって頭を下げた。
ドスン
志穂は持っていた資料を台の上に置いた。
志穂「別に気にしてないわよ、そんなこと。私はそんなことぐらいじゃへこたれないって決めたんですもの。
それにあのときのことで謝るとしたら、私の方ですわ。勝手に勘違いして、勝手に思いあがって、勝手に夢見て、勝手に見放された気になっていたのは、私なんですもの。それであまつさえあなたのことを叩いてしまいましたわ。
やっぱり謝るのは私の方ね。あのときは本当にすいませんでした」
志穂も、明志のいる本棚の方に向かって頭を下げた。
志穂「ふふ」
明志「はは」
明志・志穂「「フフフフハハハハハ」」
二人は思わず笑いあった。
気まずいわけでも、おかしいわけでもない。ただ自然と笑みがこぼれてきたのだ。

明志「斎藤さんはどう？」
志穂「どうって？」
明志「この町に来てどうかなって？　この町の環境であったり、この町での生活であったり、この町の住民であったり、この学園の生徒たちとかどうかな？」
志穂「ふふふ、随分と漠然とした質問なのね」
明志「う、ごめん。なんだろう。自分でもよくわからないけど、この町に新しく越してきた人ってそう多くはないんだよ。出ていく人はときどきいるけど」
志穂「……そうね、龍谷家による半隔離政策を行っているからね」
明志「半隔離？　ハハハ、そんな言葉初めて聞いたよ」
志穂「そうかしら、外ではよく言われてるわよ。龍谷家によるこの町の人的物的交流の制限のことをね」
明志「そ、そうなんだ。……でも確かにそうかもね。言われてみれば『隔離』なのかもしれないな」
志穂「龍谷家の当主である、あなたでさえその程度の認識しかないのなら、この町の他の人ならなおさら『隔離』されているなんて意識ないかもね」
明志「外か……」
明志は窓のそばに寄って、外を眺めようと思った。
明志「あれっ？」
明志は、部屋の隅に置かれている段ボールに気がついた。
何かと思って開けてみると、そこにも資料が置かれていた。そしてその資料の題名を見たとき、明志は思わず声をあげそうになった。
『龍谷家と学園の関係』
龍谷家という言葉がそこには書かれていたのだ。
確かに、龍谷家と学園の関わりの深い。だから学園の図書室に龍谷家に関する資料が置かれていても、何もおかしいことはないはずだ。しかしでも、明志は驚いてしまった。
明志は、段ボールに入っていた他の資料を見て、さらに驚いた。その段ボールに入っていたのは、すべて龍谷家に関する資料だったからだ。

『龍谷家敷地内の見取り図及び周辺環境について』
『龍谷本家家系図』
『龍谷家敷地地下における地盤及び磁気について』
『龍谷家と学園とによる戦略的互恵関係の樹立について』
『龍谷家分家における養子制度について』
『龍谷家による土地開発』
『龍谷家における情報規制・及び住民統制について』
『龍谷家による私刑制度について』
『龍谷家当主の学園在籍時における扱いかた』

資料群は、全て明志を驚かした。
衝撃的だった。
余りに衝撃的だった。
龍谷家はこんなにも調査され、その結果がここにおめられていたのだから。そして、この衝撃的な資料の中でも、特に明志を凍りつかせたものがあった。

『龍谷家当主における能力について』
『儀式について』
『鬼について』

明志「あ、あ……なっ」
明志は声にならない音を出していた。
どういった感情から、その声を出しているのか分からない。
衝撃か
恐れか
喜びか
悲しみか
妬みか
明志の手は、自然と『能力』ついて書かれた資料に伸びていた。しかし、手に取ったものの、それを開く勇気はなかった。
それを見てしまったら、自分がどうにかなってしまうような気がしたからだ。
――能力、能力、能力、能力、能力、能力……
あれほどまでに知りたいと欲し、持ちたい欲し、それでも得られないと知って諦めた能力。
明志の手は震えていた。
もしかしたら全身が震えていたのかもしれない。
寒気か武者震いか。
どちらかは分からないが、とにかく明志は震えていた。
もしかしたら、自分に能力がないことが書かれているのかもしれない。もしかしたら本物の能力が存在し、自分だけがその能力を使えない無能の当主なのかもしれない。もしかしたら、それが書かれているのかもしれない……
その資料をめくることにより得られる、あらゆる断定が明志には怖かった。

志穂「龍谷明志、龍谷明志」
明志「……」
志穂「龍谷明志ってば」
呼んでも反応がない明志を不審に思って、志穂が明志に近寄ってきた。そして呼びかけながら、明志の肩に触れた。
明志「うわあああああああ」
志穂「うえっ」
明志は驚きのあまり叫んで、志穂はその明志の驚きに驚いた。
志穂「ど、どうしたの一体？　何かあったの？」
明志「い、いや何でもないよ」
明志は志穂に見つからないように、資料を元の段ボールにしまい、近くに置いてあったガムテープで厳重に閉じた。
明志「…………」
明志の視界が、めまぐるしく回る。
何がどうなっているんだ。
何がどういうことなんだ。
汗がだらりと床に落ちた。
自分のことなのに、自分の知らないところで、勝手に歯車が動いているような、そんな恐ろしい気がしていた…………






７月３１日
？？「ん、ん、んっと。えいっ」
明志「？」
朝学園に登校すると、どこからともなく唸り声のようなものが聞こえてきた。
？？「う～ん、ん、ん」
彩　「なんだろ、これ」
彩が不思議そうに首を傾げた。
あたりには、辺りに他の人は見当たらない。
よくよく探してみると、女の子が校門脇の植木の茂みに頭を突っ込んでいた。茂みからお尻だけを、こちらに向けたような格好で、小刻みに揺らしている。足元には透明のゴミ袋が置いてあった。
？？「ん、ん、きゃ、とい」
明志「だ、大丈夫ですか？」
　明志は不審に思って声をかけた。
？？「キャーーーーー。誰か助けてぇーー」
声をかけられてびっくりしたのか、お尻だけを見せた女の子は叫び声をあげた。
なんと茂みから顔を出したのは志穂であった。
制服や髪の毛には細かな木の枝や葉っぱがついていた。
明志「さ、斎藤さん！？　何してるの？」
志穂「す、すいません。叫び声をあげてしまって」
志穂は自分の汚点をさらしてしまったと思っているらしく、恥じ入った感じで俯いてしまった。
明志「いや、僕のほうこそゴメン。いきなり話しかけてびっくりさせちゃったみたいで……それにしても、助けてってのは何？　何か困ったことでもあったの？」
志穂「あっ、と、えと、その…………言いにくいことなんですが、私てっきり襲われたかと思ったんです。私おしりだけ向けてましたし……って、龍谷明志じゃない。あなた一体こんなところでなにしてますの？　はっ、もしかして私のお尻を狙ってたのは、あなたなのね」
明志「え～と……なんのこと」
志穂「え……はっ、ごめんなさい。勘違いしちゃってたみたい……///」
明志「え～と、改めてだけど。おはよう、斉藤さん」
志穂「な、なにかしら、龍谷明志。私に何か用がお有りなのかしら？」
明志「斉藤さん、おはよう」
志穂「お、おはようございます。彩さんもおはようございます」
彩　「………」
彩は志穂の挨拶を無視しようとした。
明志「彩、斉藤さんに挨拶されたんだから、返してあげなよ」
彩　「……おはよう」
彩は仕方なしに、挨拶を返した。
志穂は、嬉しそうな顔をした。
明志「こんな朝早くからゴミ拾いしてるの。えらいね」
志穂「べ、別にえらくなんてありませんわ。生徒会長として学校をきれいに保つことは当たり前のことですから。仕事だなんて思ってませんわ。それにこれは好きでやっていることですから」
明志「僕も手伝おうか？」
彩　「あーくん、いいからもう行こうよ」
彩が肘をつかんで引っ張る。
明志「まだ授業まで時間があるんだし、少しぐらいなら大丈夫だろ」
彩　「でも」
明志「彩はしなくてもいいよ。僕がするだけだから。彩は見てればいいから」
彩　「それが嫌なの」
彩は頑なにそう言った。
志穂「龍谷明志。いいから貴方はさっさと学校にいって、勉強でもしてなさいい。これは貴方がすることではないわ。あなたには今するべきことが他にもあるでしょう。それをなさい。人を助けられるのは、自分が助かっている人間だけなのよ。私の立場を不安定にさせないでくださいまし」
明志「……わかった」
　明志と彩は二人で、校舎に向かった。
彩　「アイツが好きでやってることなんだから、やりたい奴がやってればいいんだよ。中にはやりたくないことを無理やりさせられている人もいるんだから。そういう人をこそ助けるべきなんだよ。ねぇ」
明志「そういうもんかな？」
彩　「そういうもんだよ……こんなこと深く考えない方がいいよ、きっと」
明志「そっか」



職員室。
クーラーがガンガン効いた職員室で、志穂と先生が話をしていた。
志穂「そろそろ補習組の方達の力を、お借りしたいのですが」
先生「もうそんな時期か。それにしても早いな。例年より随分早いんじゃないのか？」
志穂「確かに昨年よりは早いですね。でもそれは、去年アレを率いたのが工藤先輩だったからです。先輩だったからこそそれができたのでしょう。
でも昨年以外の例年と比較したら、この時期から始めるのもあまり変わらないと思いますよ。それに前もって早めにし始めておかないと、私この学園に来たばかりなので色々と手惑ってしまうと思いますし」
先生「それもそうだな。よし、わかった。補習組の奴らには今度言っておくことにする」
志穂「はい、そうしていただけると非常に助かります」
先生「よし、わかった。まぁ、分からないところがあれば私に聞いてくれればいいし。っていうか工藤がいるか。
困ったことがあれば、あいつに聞いたほうがいいな。あいつなら何にでも答えてくれるだろう。すでに経験者だし、なにより歴代最高の会長様と言われた奴だからな」
志穂「……はい」
頭を下げてから志穂は、職員室を出た。
職員室を出ると、もわっとした暑い空気が全身を包んだ。しかし志穂はそんなことに気をとめず、誰もいない廊下をひたすら歩き続けた…………



明志「暇だな……疲れたな……眠いな……」
明志は階段を登りながら、ぶつぶつとくだらない愚痴を吐いた。
屋上へと続く扉の網入りガラスは、靄のかかったような歪んだ陽光を、薄暗い階段へと投げかけていた。
扉を開けたとたん、強い風が吹き込んできた。
かなり強い風だったらしく、風圧で前髪や制服が、ばざばさと音を立ててなびいた。
視界が開けた空は青く澄んで、太陽は燦々と輝いていた。
屋上は青く晴れた大空の下、明志を開放的にさせた。教室内のクーラーで冷えた身体には、昼下がりの陽ざしがちょうど気持がよかった。
明志「こんだけ快晴だと気持ちがいいな」
うんと腕を伸ばしてみる。
ますます身体が弛緩していくと同時に、高揚感がみなぎってくる。
明志「こんなに気持がいいと、思わず叫びたくなっちゃうな」
明志は深呼吸をする。
肺いっぱいに空気を吸い込んで、今度は全部の空気を吐き出す。そしてまた空気をめいいっぱいに吸い込む。
明志「イヤッホぉーーーーーー」
明志は空に拳を突き上げて、叫んだ。
工藤「君はずいぶんと恥ずかしいことをしてるんだな」
明志「うわあああああああああああ」
突然、無防備にも背後から声をかけられ、明志は思わず転びそうになった。
振り返るとそこには工藤先輩がいた。
明志「く、工藤先輩」
工藤先輩は、屋上の柵に寄りかかりながら嬉しそうにドーナツを頬張っていた。先輩の足元には、某ドーナツショップのお持ち帰り用の箱が、いくつも空となって積み上げられていた。
明志「すいません、てっきり誰もいないものだと思い込んでまして」
工藤「ふふふ、それもそうだな。普段でさえ誰も来ないような場所だ。夏休みに屋上に人がいるなんて、考える方がどうかしてるな。これなら屋上にきて、いきなり叫んじゃうのも仕方ないな」
明志「恥ずかしいので、説明しないでくださいよ」
工藤「ふふふ、心配するな。明志くんの恥ずかしい行動は、私の胸ポケットあたりにしまっておくから」
明志「どうせしまうなら胸の奥にしまっておいてくださいよ。うっかり転んで、はずみで落ちてきたらどうするんですか」
工藤「君は、私が転ぶとでも思ってるのか？」
明志「それもそうですね。そのことに関しては、全く心配いりませんでしたね」
工藤「そうだよ。私はただ、明志くんが私の言うことを聞かないときのための交渉材料として取っておくだけなんだから」
明志「何しれっと、怖いこと言ってんですか。勘弁してくださいよ」
工藤「ハハハ。冗談だよ、冗談」
明志「ぜんぜん冗談に聞こえない……」

先輩は足元の箱から新しいドーナツを取り出して、再びむしゃむしゃと食べ始めた。
明志「工藤先輩はドーナツが好きなんですか？」
先輩はよくぞ聞いてくれましたと言わんばかりに、ニヤリと口元を釣り上げた。
工藤「ああ、大好きだぞ。一日三食ドーナツでも文句は言わないくらい大好きだ。私は基本的に甘いものがダメなんだが、ドーナツに関してだけは大好きなんだ。だから、ドーナツに関しては詳しいぞ。何かドーナツについて悩みがあったら私に聞くといい」
明志「ドーナツについての悩みって範囲が狭すぎますよ。あっそうだ。なら、ぜひドーナツのおいしいお店を教えてください。彩や薫が甘いもの好きなんで、教えてあげようか思って」
工藤「そうだな、私のオススメのお店は……最近できた駅前の洋菓子店『キュリオ』だな。あそこのドーナツはおいしいぞ。私も頻繁に利用させて貰っている」
明志「……え～と、もしかしてそのお店って、先生が……」
工藤「なんだ、君も知っていたのか。あそこは先生の双子の妹さんが勤めているんだよな」
明志「えっ、先生の双子の妹……」
工藤「先生の妹さんは、姉とは違って礼儀正しくてな。実に気品があって尊敬できる方だぞ。店内の洋風な雰囲気にぴったりの店員さんで、完璧なメイドさんだろう。姉の先生も少しは見習ってくれればいいのに……」
工藤先輩は、そう言ってやれやれと頭を振った。
明志「…………」
明志は頭を抱えるしかなかった。

明志は工藤先輩と同じように柵に肘をかけて、外を見た。
ここからは、きれいに街並みが見下ろせた。
校庭全体も見渡せたし、明志がよく足を運ぶ渡り廊下も、石段も見えた。さらには、補修組が授業を受けている教室も見えた。教室の窓から人が動いているのも見えるが、顔を認識するにはあまりに遠すぎた。
明志「先輩はいつもここから色んなとこを見ているんですね？」
工藤「どういう事だい。何か変な誤解をうみかねない発言だよ」
明志「いえ、斉藤さんから聞いたんですけど、先輩はいつもここから学校の見張りをしているって」
工藤「ふふふ。志穂くんも面白いことをいうな。私が見張り、か。ふふふ」
工藤先輩はクスクスと笑った。
明志「やっぱり違いましたか？」
工藤「む～、間違いか間違いでないかと聞かれれば、間違いではないだろうけどな。限りなく間違いに近い正解といったところかな。
見張りとか、監視とかそういうことを目的にしているわけじゃないからね。ときには純粋に覗きに近いことをしてることもあるよ。
ここからは色んなところが見られるからね。例えば、君がいつもいる渡り廊下」
明志「やっぱり知ってましたか」
工藤「ふふふ、ここからだと近い分、丸見えだからね。どんだけ丸見えかというと、君があそこで彩くん以外の女の子とイチャラブしているのも知っているくらい丸見えだよ。
もしかしたら、すでに生徒会長でもない私に言われる筋合いはないのかもしれないが、ただ同じ学園に通う先輩として言われてもらえれば、いくら人目がないからといって、渡り廊下であんな破廉恥な行為をどうどうとするのはどうかと思うぞ。
たしかに世の中には露出プレイとかいうものがあって、そういう環境のほうが興奮するという人種がいることは理解しているよ。でもだからといって学園内でするというのもどうかと思うぞ、私は。
で、でも勘違いしないでくれよ。私は決して君の性癖を否定しているわけじゃないんだぞ。それはそれとして大事にしてくれればいいと思う。人の上に立つ者として、マイノリティの考えも尊重するべきだからな。
だから、いくら自分が露出狂の色情魔の変態野郎だからって卑下することはないんだぞ。明志くん」
先輩は同情しきった顔で、明志の肩に優しく手をおいた。
明志「してなぁあああああああああああああああい。僕そんなことしてませんって。先輩は一体何を見たんですか。それを本気で言ってるなら、一度眼科に行った方がいいと思いますよ」
工藤「私はそんな明志くんでも受け入れるぞ」
明志「だからしてなぁあああああああああああああい」
工藤「ふふふ、冗談だよ。明志くんに冗談をいうのは本当に面白いな」
明志「勘弁してくださいよ……」
明志は疲れて肩を落とした。


《選択肢１》
１：彩のことについて工藤先輩に聞く
２：志穂のことについて工藤先輩に聞く

《選択肢１》：（１）
明志「す、すいません、彩のことについてなんですけど……」
明志は工藤先輩に彩のことについて聞いてみることにした。
工藤「はじめから冗談に決まっているだろう。なにせ、もとより君には、そんなことする勇気もないだろうからね」
明志「……僕が意気地なしとでも？」
明志はムスッとした調子で言った。
工藤先輩の発言で、彩のことを聞こうとしていたこともすっかり忘れてしまった。
工藤「なら、自分は意気地なしではないとでもいうのかい？」
明志「もちろん」
工藤「そうか。なら、今の状況はどうだい？　他に誰もいない屋上で私と二人きりだぞ……」
工藤先輩はそう言うと、すっと明志に身体を寄せる。
しかし、明志はすぐに身体を引く。
明志「先輩は僕にどんなキャラ要求しているんですか。それにそんなことして彩に知られたら、悲惨を通り過ぎる状況になるのは目に見えてますよ」
工藤「彩くんは君の恋人かい？」
明志「いえ、そういうわけじゃありませんけど」
工藤「なら、そもそも私とイチャついても、彩くんに怒られるのは筋違いではないのかい？」
明志「そ、それはそうなんですけど……」
工藤「彩くんは君の世話係だが、君の恋人ではない。それにいくら龍谷家の当主とはいえ、君は男だ。それも今は多感な時期だろう。そういうことに興味がないこともないだろう。
他にも『英雄色を好む』とも言うし、男女関係の一つや二つあってしかるべきじゃないのか。それなのに世話係ごときが、それを制限するのはおかしくないのか」
工藤先輩は扇情的な色目をして、指を明志の顎を這わせた。
工藤「なぁ、男女関係の一つや二つあってもおかしくはないだろう」
パシン
明志は工藤先輩の腕を払った。
明志「彩のことを世話係ごときなんて言わないでください。彩は世話係なんかじゃ、世話係なんじゃありません。僕の、僕の……僕の大切な人なんです」
明志は自分でもびっくりするぐらいの大声を出していた。
工藤「……でも、その大切な人というのは、好きな人ということではないのだろう」
明志「……」
明志は黙る。
工藤「どうなんだい、明志くん」
工藤先輩は明志を促す。
明志「……わかりません。好きなのかそうでないのかなんてわかりません。でも、彩は間違いなく僕にとって大切な人であり、恩人です。それに、好きとか好きじゃないとかそんなこと関係ないと思います」
工藤「……」
明志「……」
工藤「ふふふ」
明志「？」
工藤「はははははは」
工藤先輩は笑いだした。
工藤「ははは。すまない。私の言い方で君を怒らせてしまったようだね。今度からは気をつけるよ」
明志「僕の方こそ突然怒鳴ってすいません」
明志は頭を下げた。
工藤「それにしても、君の彩くん好きも相当なものだな」
明志「だからそんなんじゃありませんって」
工藤「いやいや、男女の好き嫌いではなくて、人間的の好き嫌いの方だよ。いや、もともとそんな違いなどないのかもしれないけどね……」
工藤先輩は、そう言うと柵に寄りかかって、遠くを眺めた。
明志もそれ以上言葉を続けることなく、先輩と同じように柵に寄りかかった。
上空を流れる雲のように、明志の頭には何度も何度も同じ問いが流れた…………

























《選択肢１》：（２）
明志「す、すいません、斎藤さんのことについて聞きたいんですけど」
明志は工藤先輩に斎藤さんのことを聞いてみることにした。
明志「それより生徒会はどうだい？　役員の人達とも仲良くやってるかい？」
先輩はどういうわけか、志穂のことではなく生徒会のことを訊ねてきた。
明志「おかげさまで、仲良くさせてもらってます」
工藤「そうか、そうか。それはよかった」
工藤先輩は嬉しそうに微笑んだ。
工藤「今からの時期、生徒会は忙しくなるだろうからさ。君も志穂くんのサポートをしっかり頼むよ」
明志「はぁ、それは理解してますが、斎藤さんなら僕の助けなんてなくても何でもこなせちゃいそうですけどね」
工藤先輩は柵に肘を乗せて、遠くを眺めた。
遠くの山の上空で、灰色の積乱雲が停滞していた。
工藤「志穂くんもね、ななかなか大変なんだよ」
工藤先輩はそういうと溜息をついた。
明志「斎藤さんが大変ってどういうことですか？」
工藤「志穂くんのしていることは、幾つもの障壁と困難が付きまとっているの。彼女自身それにとても苦しんでいる。
例えば、この学園がどれだけ強大な権力と影響力を持っているかは、明志くんなら少しは知っているだろう。
そしてこの学園と同様、生徒会にも大きな権力と影響力が与えられている。これは今君が考えているよりずっと大きな力だ。
やっかいなことだが、一般の生徒もわずかながらそういう認知があるみたいなんだ。この学園の生徒会にはすごく力があるってね。　
とても曖昧な表現なんだけどな。でもそういう認識はあるんだ。
そして志穂くんは、この夏前に外から引っ越してきた。外からの転校生がただでさえ珍しく、偏見があるなか、その転校生がいきなり生徒会長就任だぞ。それじゃまるで権力を持つためにこの町に来たみたいに見えないか？」
明志「なっ、斉藤さんはそんなことを考える人じゃないし、そんな事のためにこの町に来たわけじゃないと思います」
工藤「ふふふ。君ならきっとそう言うと思っていたよ」
明志「？」
工藤「そうだ、確かにそうだ。彼女はそんなこと決して考えない。そんなことのために、この町に戻ってくるような玉じゃない。もちろん私もそう考えている。そして君も今即答したね。志穂くんは、そんなことしないって。
でも明志くんはなぜそれを即答できたんだい。それは君が志穂くんのことを知っているからだよ。志穂くんが良い人でそういうことをしない人という性格評価よりもまず先に、彼女を知っているというのがまず前提なんだ。
君ももし志穂くんのことを知ってないと、即答はできなかっただろう？」
明志「はい、そうですね」
工藤「私も君も志穂くんの事を知っている。しかし現実はそれが全てじゃない。志穂くんのことをよく知らない人は、確実に存在する。　
それも彼女のことをよく知っている人より何倍、何十倍って人がね。その人たちの目から見て、今回の志穂くんの出来事はどう映る？」
明志「そ、それは……」
工藤「そうだ。どんだけ良心的に志穂くんの肩を持とうとしても、やはりそこには戸惑いが生まれる。彼らの目に、彼女が権力の為にこの町に来たという風に見られてもそれは仕方のないことなんだ。
かといって、生徒の目にそう映ったとしても、それでどうなるものでもない。彼女を知ればそれが違うことは一目瞭然だし、すぐにその認識を訂正することだろう。現に夏休みに入る前の志穂くんには友達もちゃんといたし、楽しく学園生活を送っていたよ」
明志「そうだったんですか。それはよかったです」
明志はそれを聞いて、緊張していた力が抜けていくような感覚になった。しかし、なお強張ったままの工藤先輩の顔を見て、再び明志に緊張が走る。
工藤「でもね」
工藤先輩は続ける。
工藤「生徒の中には、志穂くんのことを悪く思う奴がいるのも確かなんだよ。そしてその中のごく一部の生徒だが、彼らは志穂くんのことをあからさまに邪険に扱っている。私も直接その現場を見ているわけではないので詳しくは言えないが、人から聞くところによると嫌がらせとかそんな範疇のものではなく、かなり卑劣な行為をされているらしいんだ」
明志「そ、そんな……」
明志はそれ以上声を出すこともできなかった。
工藤「でもね、彼女はそんな卑劣極まりない行為の前に決して屈しはしなかったよ。やっぱり志穂くんは強いよ。それもすごく強い。
でもだからって志穂くんが完璧なわけじゃない。彼女の心労は相当なものだろう。
きっと苦しんでいることだろう。
きっと悩んでいることだろう。
きっと悲しんでいることだろう。
きっと悔しんでいるだろう」
明志「そんなことがあったんですか……」
工藤「だから君にも、志穂くんも助けてあげてほしい。彼女はほんとうに良い子なんだ。私はそれを知っている。とてもよく知っている。
でも君は、わたしよりもっともっとよく彼女のことを知らなければいけない。私はそう思っている。どうかお願いだ。彼女のこと頼む」
工藤先輩は、そう言うと明志の方を向いて、深々と頭を下げた。
明志「…………」
























屋上にも居づらくなって、明志はグラウンドに顔をだした。
グラウンドでは野球部が練習していた。
明志は野球部の練習を見てようと思ったが、どこで見ればいいか迷ってしまった。
いつもなら石段から眺めていたが、ここ数日野球部の三塁ベンチから眺めることができ、そこからの練習風景は圧巻の一言であった。　　
どうせ見るならぜひ三塁ベンチから見たいのだが、一人で三塁ベンチに行ってもいいのかと躊躇してしまう。
一昨日は薫に無理やり座らされたし、昨日は彩に付いていくような形だった。
やはり一人で行くとなると勇気がいる。
それよりまず、野球部の関係者でもない自分が三塁ベンチに行っても良いものなのか……
明志「どうしよう、どうしよう」
明志はグラウンドの近くで、尻尾を追いかける犬のようにくるくると回って考えていた。
明志「薫がいれば、なんとか……」
情けなくても薫に助けを求めようと薫を探したが、グラウンドのどこにもいなかった。おそらく、またどこかの部活の助っ人にいっているのだろう。
明志「ああああ、どうしよう、どうしよう」
自然と独り言が口から出てしまう。
野球部員「あっ」
すると、そんなおかしな行動をとっている明志に、一人の野球部員が気付いた。
明志と目が合う。
明志「あっ」
明志も同じように声がでた。
明志が何か話しかけようと手間取っている内に、部員は来た道を走って戻ってしまった。
明志「あっ……」
一人残された明志は、見放された子羊のような声をだした。
走り去った部員は、グラウンドに向かい、すぐさま他の部員に何かを話しはじめていた。
明志「はぁ」
明志は、どうせ自分の変な噂をしているのだろうと考えていた。
たしかに、今回の場合変なことをしていたのは事実なのだが。
しかしどういうわけか、話を聞いた部員たちは、部室に走って行った。それから少しして部員たちは座布団を取り出して使われていない三塁ベンチの椅子に置いた。
何事だろうと、明志は遠巻きに事の様子を眺めていた。
すると驚いたことに、部員たちは座布団を設置した後、明志の方を向いて軽く頭を下げた。
明志「えっ？」
明志はポカンとしていたが、部員たちは練習に戻って行った。部員達の行動から考えるに、明志のために席をつくってくれたらしいことは察せられた。
明志「でも行っていいのかな？」
明志はそれでも悩んでしまっていた。
しかし、練習を再開した部員達の視線が、ちょくちょくこちらに向かってくることに気がついた。
彼らがどういう理由からこういうことをしたのか理解に苦しむけれども、彼らの好意を無下にすることはできないと、明志はとうとう決心した。
明志はゆっくりとグラウンドに降り立ち、三塁ベンチに腰掛けた。
部員「さぁっこーーい」
部員「さぁっこーーい」
明志が椅子に座ったのを見て、部員達の掛け声がより一層大きくなった。それを見て、明志はすっかり照れてしまった。

やはり三塁ベンチから見る練習風景というのは迫力があった。こんなにも近くで人間が力強く動いていることに感動すら覚える。
明志はいつまでも、飽きることなく練習を眺めていた。
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練習が終わったのか、部員たちがグラウンドから引き揚げはじめた。明志も同じく、教室に戻ろうと腰を浮かせたそのときだった。
一塁ベンチの方から、こちらに向かってくる女の子がいた。
それは、マネージャーの女の子だった。手には飲み物の入った紙パックが握られていた。
女の子は明志の前までくると「……どうぞ」といって紙パックを差し出してきた。
明志「あ、ありがとう」
明志はそれを素直に受け取った。
女の子は、明志が飲むのをじっと見ている。明志が飲み干すの待っているらしい。
明志が飲み終わると、女の子は奪うように空の紙パックを取りあげた。
そして女の子は何も言わず立ち去ろうとした。
明志「ちょっと、待って」
マネージャー「……」
明志が呼び止めると、女の子は立ち止まって振り返った。
明志「今日は、薫がいないみたいだけど」
マネージャー「内宮先輩は今日、バスケ部活の校外試合です……」
マネージャーの女の子は、そっけなく言った。
明志「そ、それから、お茶ありがとう。でも今日は薫がいないのに、どうして水を持ってきてくれたの？」
明志が訊ねると、女の子は少し考えてから「先輩が持っていけって言ったから……」と言った。
明志「そっか」
マネージャー「……」
変な沈黙ができてしまった。
明志「迷惑じゃないかな？　僕がここに来て？」
明志は質問してから、後悔した。
こんなこと年下の女の子に聞くことじゃなかった、と。
マネージャー「……どっちでも、いいと思いますよ」
女の子は抑揚なくそう答えた。
マネージャー「先輩たちはどう思っているか知りませんが、私は気にしません。どっちでもいいです。興味もないですし」
明志「はははぁ、そっか」
マネージャー「でも……」
明志「ん？」
マネージャー「人からの好意を歪曲して受け取るのは、どうかと思いますけど。人ってそんなに深く考えて行動してるもんじゃないですよ。好意なんてそのままの形で、意味で受取ればいいと思います……」
女の子はそういうと立ち去った。
明志「そっか、ありがとう」
明志は聞こえるか聞こえないかぐらいの声量で言ってみた。





キーンコーンカーンコーン
先生「今日の授業は終りだ。じゃ、気をつけて帰れよ」
わぁーわぁーわぁー
授業から解放され、教室が急に騒がしくなった。
先生「あぁーそうだった、そうだった」
先生は降りた教壇を再び登った。
先生「伝え忘れていたことがあった。お前たち今度の月曜の放課後から龍神祭の設営と後片付けがあるからな」
生徒１「ど、どういうことですか、先生」
先生「まず、お前ら龍神祭はわかるよな。この町全体で行われる盛大な夏祭りのことだ。この龍神祭は一般的な祭りとは違って、屋店が一か所に集まるのではなく、この町全体に分散しある。簡単に考えれば、小さな夏祭りを町のいたるところで同時に開催しているものみたいだな。その一個一個の集団の規模は小さいが、その集団が幾つも集まって、終いにはこの町全体の規模で祭りが行われているってことだな。
まぁ、このあたりの知識は、この町に住んで龍神祭に参加したことある奴なら普通に理解している事柄だろう。
で、話はここからだ。龍神祭はこの町全体で行われているが、もちろんそれを統括する本部が必要なわけだ。実はその本部ってのが例年、この学園内の校庭で行われているんだよ。
本部といっても、もちろんここでも夏祭りはしてるぞ。それも一番規模の大きいのをな。だから言ってみれば、この町の中心に位置するこの学園の祭りを中心に、町の各地で小規模の祭りが点在している。これら全体で、龍神祭を形作ってるってことだな。
そもそもどうして、こういうシステムで龍神祭がおこなわれるようになったのかというと、まずこの学園が龍谷家の先祖たちを敬うための祭りをし始めたんだ。そしたら町の住民たちも、独自に龍谷家に感謝の意をこめて敬いたいということで、小規模ながら祭りをし始めたんだ。それがいつの間にか、町の全体にまで広がっていったんだな。
というわけだが、こんな事情お前らに関係なかったな。それでお前らにしてもらうのは、この学園での祭り、つまり本部の作成をしてもらうわけだ。
去年も補習を受けたかわいそうな奴らなら知ってるとは思うが、この本部作りは例年、現生徒会役員と補習組の奴らがすることになってるんだよ」
わぁーわぁーわぁー
教室から不満の声が上がる。
生徒「そんな、聞いてないですよぉ」
先生「別にお前らに何でもかんでもしろって言ってるんじゃないんだよ。本部づくりの指示は、生徒会の奴らが出してくれるだろうからさ、お前らは指示されたように、テント張ったり、屋台を組み立てたり、椅子を並べたりすればいいだけだからさ。簡単だろ」
生徒一同「えええええええ」
なおも生徒たちの中から不満が出る。
先生はイライラした調子で聞いていたが、突然バンと机を叩いた。
先生「よし、わかった。そこまでいうなら、お前たちの意見もきいてやろう。じゃ、龍神祭の本部作りがイヤなやつ」
生徒たち「ハイ」「ハイ」「はい」「私もでゲソ」
先生「よし、わかったお前らの意見はしかと聞いた。じゃ、本部作りがイヤな奴は、来年は補修にならないように勉強しろよ。以上」
そういうと先生は、さっさと教室を出ていってしまった。
教室は先生が出ていった後も、騒がしかった。
わぁーわぁーわぁー

明志は、振り返って彩を見た。
明志「なんだ彩は、随分楽しそうじゃないか。本部作りが楽しみなのか？」
彩　「本部作りがじゃないよ、龍神祭が楽しみなんだよぉ」
彩はにこにこしながら答えた。
明志「へぇ、そうなんだ。てっきり彩は、祭りとか興味ないものかと思ってたよ。っていうか、なんでそんなに楽しみなんだ？　祭りで何か面白いこととかあるのか？」
彩　「だって、だってぇ。龍神祭ってあーくんのための祭りでしょ。
祭りのときだけは、外部との規制が緩くなるから、外からいっぱい人がくるでしょ。だから、この町の人も外の人たちもみんな、みんなあーくんを崇め奉り、お祝いするんだよ。そう考えると嬉しくなっちゃってね。ふふふ」
明志「別に龍神祭だからって、僕の祭りのわけじゃないだろ。龍神祭がはじまったばかりの頃は、たしかに龍谷家を崇めるためのものだったかもしれないけど、今はこの地域の一つのイベントでしかないよ。みんなただの夏祭りとしか考えてないよ。
それに龍神祭が、龍谷家への感謝の気持ちの祭りだって知っていたとしても、本当に龍谷家に感謝しているわけじゃないよ。
クリスマスだってそうだろ。日本中の人がクリスマスはお祝いするけど、その中で一体どれだけの人がイエス・キリストを考えてるのかってのと同じだろ」
彩「ふっふふ～ん」
彩は気持よさそうに両手を横に広げて、はしゃいでいた。
明志「何も聞いちゃいねえ……」











　生徒会室。
志穂「それじゃ、私はお先に失礼しますわね。あなたたちも、本格的な仕事は来週からなんだから、今週はゆっくり休みなさいよ。来週はきっと忙しいわよ」
役員「分かりました。さようなら、会長」
　志穂は、生徒会室を出て行った。
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川嶋(生徒会役員１年生)「会長って最近元気ないですよね？」
竹井(生徒会役員２年生)「そうかぁ。私にはいつも通りに見えるけどな」
川嶋「えええ、絶対元気ないですって。いや、元気ないっていうより何だろ、悟ったみたいな感じになってません？」
竹井「そりゃ、成長したんだろ。人はいつまでも子どものままじゃいられないからな」
川嶋「キャハハハ。何カッコつけて良いセリフ言ってるんですか。寒いですって」
竹井「はぁ？　別に私は狙って言ったわけじゃないからな。本当にそう思っただけなんだからな。ん～ん、でも確かに会長が変わったってのは同意してもいいかもな」
川嶋「ですよね。たしか夏休み入ってからでしたよね、会長が元気なくなったのって。前はあんなに乙女みたいな性格だったのに。
よく男の子の話とかしてましたよね。キャハハ、私今思い出しただけでも笑っちゃいます。あの男の子の話ししてるときの会長ってすごく可愛かったですよね」
竹井「そういえば、そんな話もしてたよな」
川嶋「……でも最近は、その男の子の話とかもしてくれなくなりましたよね。忙しいとか言って、遊びに誘っても来なくなりましたし。私寂しいです」
竹井「それにしても暑いわね。やっぱ夏だからかしら」
川嶋「どうしてですか、先輩私わかりません」
竹井「えっ……あぁ、会長のこと？　きっと夏バテよ、夏バテ。おそらく会長は、外にいるとき寒い地域にいたんでしょ。この町って盆地になってるから夏とか蒸し暑くなるのよね。だから、この町の暑さにやられちゃったんじゃないかしら。きっとそうよ、絶対そう。お願いだから反論しないでよ。めんどくさいから」
川嶋「やっぱり違いますって。会長は夏バテとかそんなことじゃないですよ、きっと」
竹井「話が長引くから、反論しないでって言ったのにぃ」
川嶋「だって会長、ときどき寂しそうな顔するんですよ。それに以前、会長が中庭で泣いてるの見ましたもん。そのときはあまりに驚いて声かけそびれちゃったんですけど……」
竹井「あの会長が泣いてるねぇ。きっと落ちてるものでも拾い食いしたんでしょ。それでお腹壊しちゃって、後悔してたのよ。どうして自分は、不用意に落ちてるものなんて食べたんだろ、次からは匂いを嗅いでからにしようってね。中庭で泣いてたのも、きっとそれよ」
川嶋「ええええ、どうして竹井先輩はそんなにそっけない答えしかできないんですか。先輩は会長のことが気にならないんですか？」
竹井「気になることは気になるけどさ。私らがどうこうする問題じゃないでしょ。悩みなんて自分で解決するしか、道はないんだから。
それとあんたに言っておくわよ。この町の人の経歴や過去を詮索しないほうがいいわよ」
川嶋「え？　どういうことですか？」
竹井「あんたはまだ高校一年の子どもだから、何にも意識してないだろうけどさ。この町に住んでる人たちって例外なくワケありよ。良い意味でも悪い意味でもね。今隣にいる人間がまともな人間なんて保障はどこにもないのよ。
どんな人間で、どんな人生を送ってきて、どんな生活を送り、どんなことを考えて生きているかなんてわからない。もちろん外にだってこういう人はたくさんいるだろうけど、やっぱりこの町は異質よ。
そんなところで下手に他人を詮索してみなさい。どうなるか知れたもんじゃないわよ」
川嶋「んん？　よく話がわかりませんが、それでそのことと会長がどうつながるんですか？」
竹井「だから。会長は、こんな異質な町に自らの意思で戻ってきたのよ。そして引っ越して来てすぐに学園の生徒会長よ。それがどういうことかわかる？　彼女には何かワケがあるのよ。それも大きなワケがね」
川嶋「わくわく。じゃ、その大きなワケってなんですか？」
竹井「そんなの私が、知ってるわけないでしょ。もしかしたら、知ったらその場で消されちゃうような激ヤバ情報の可能性もあるでしょうね。
この学園の中枢なんて秘密のオンパレードって噂だし。真偽はどうであれ、この学園の噂なら見つけようと思えば、降って湧いてくるほど出てくるだろうし。特にこの学園は、あの龍谷家と繋がってるでしょ。詳しいことは分からないけど、そのパイプもそんじょそこらの太さのパイプじゃないって聞くし。
龍谷家の秘密や噂のヤバさは、あんたも知ってるでしょ。学園も十分ヤバいけど、それと比較にならないぐらいだっていうし。
まっ、そういうことよ。命が惜しければ、あまりかかわらない方が身のためね。他人を詮索していいのは、死ぬ覚悟のある奴だけだってね」
川嶋「……でもそれって会長がかわいそうですよ」
竹井「はぁ、かわいそう？」
川嶋「だってそうじゃないですか。こっちが詮索したらいけないってことは、同時に会長は、自分のことを他の人に話せないってことじゃないですか」
竹井「まぁ、そうだな」
川嶋「理由はわからないですが、会長が悲しんでるのは確かです。あんなにも悲しんでるのは、明白なのに。あんなにも苦しんでるのは、明白なのに。悩みを誰かに打ち明けたり、相談することもできないなんて。それってあんまりじゃないですか」
竹井「ん～ん。あいつが生半可な逆境で凹むような人間には見えないけどな」
川嶋「もちろんそれは私も知ってますけど……」
竹井・川嶋「「……」」

川嶋「夏休みのはじめに会長に何があったんだろ。先輩何か思いつきます？」
竹井「夏休みが始まったな」
川嶋「そんなこと分かってますって」
竹井「暑くなったよな」
川嶋「夏ですもん」
竹井「学園から人がいなくなったよな」
川嶋「それも夏休みだからですよ」
竹井「セミがうるさいよな」
川嶋「それも夏ですもん」
竹井「かき氷が食べたくなったな」
川嶋「先輩の嗜好は知りません」
竹井「……」
川嶋「えええ、もう終わりですか。まともな意見がちっとも出てこなかったじゃないですか。ふざけてるんですか？」
竹井「ふざけちゃいないが、真剣に答えた覚えもないな」
川嶋「もうちゃんとしてくださいってば、先輩」
ぎゃーぎゃーぴーぴー
川嶋が色々と文句を言って騒ぐ。
竹井「……ああ、そういえばたしか、龍谷明志が学園に戻ってきたものちょうどその時期だったよな……ってこれも関係ないっか」
竹井は、椅子の背もたれに寄りかかった。
相変わらず川嶋は騒いでいて、竹井の言葉も聞いていなかったようだった。
外では空が青い。
本格的な夏はこれからだ。
